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令
和
４
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度
　
上
半
期
の
財
政
状
況

土　　地
建　　物
構 築 物
基　　金

1,384,988㎡
143,057㎡

262基
1億9,676万円

96,253㎡

市有財産の状況
一　般　会　計
下水道事業会計

86億2,430万円
99億5,369万円

市 債 の 現 在 高

※市債現在高は86億2,430万円ですが、国が全額負担する分を除くと46億
3,659万円となり、これを返済するとき国がさらにその一部を負担しますの
で、実際に加茂市が返済する金額は36億8,488万円となります。

収益的
資本的

項　目 予　算　額
（万円）

収 入 済 額
（万円）

収　　　入 支　　出

5億4,036
7,855

2億3,420
246

収入割合
43.3%
3.1%

予　算　額
（万円）

支 出 済 額
（万円）

5億1,187
1億9,407

1億4,733
4,764

支出割合
28.8%
24.5%

■水道事業会計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
宅 地 造 成 事 業
下　水　道　事　業
介 　 護 　 保 　 険
在宅介護サービス事業

合　　計

項　目 予　算　額
（万円） 収 入 済 額

（万円）

歳　　　入 歳　　出

26億5,750
3億4,989
1億4,733
22億1,174
34億　611

821
87億8,078

13億7,943
1億2,216
3,068

6億2,409
17億8,716

1,192
39億5,544

収入割合
51.9%
34.9%
20.8%
28.2%
52.5%
145.2%
45.0%

支 出 済 額
（万円）
9億8,525
1億2,883

37
7億3,953
13億1,174

260
31億6,832

支出割合
37.1%
36.8%
0.3%
33.4%
38.5%
31.7%
36.1%

■特別会計

■一般会計

令和4年度　上半期の財政状況
加茂市には、どのようなお金が入り、何に使われているのか・・・。
市では毎年財政状況を公表しています。今回は、令和4年9月30日までの財政状況をお知らせします。

予 算 額　　151億5,111万円
収入済額　　  65億5,740万円（収入割合43.3％）
支出済額　　  55億9,557万円（支出割合36.9％）

歳　入 歳　出
　上段：予算額
　下段：収入・支出済額　（円）

民生費

教育費

土木費

総務費

商工費

衛生費

公債費

その他

地方
交付税※

市　税

国庫
支出金

市　債

県支出金

諸収入

地方消費税
交付金

その他

18億4,013万
26億6,280万
7億6,487万

16億9,313万
7億2,724万

15億9,434万
4億1,067万
14億759万
4億1,226万
11億9,693万
5億6,097万
10億4,165万
4億6,847万
11億9,139万
4億1,096万

44億900万
28億4,337万

26億2,248万
14億4,670万

23億7,119万
4億6,708万

16億8,370万
0万

8億6,390万
7,774万

9億6,243万
1億252万

6億2,000万
3億3,506万
16億1,841万
12億8,493万

※臨時財政対策債は地方交付税に含む

43億6,328万
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1月1日
1月9日
1月9日
1月23日
1月27日
2月14日
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7月15日
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7月27日
8月2日
8月7日
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8月19日
8月20日
8月27日
9月10日
9月14日
9月26日
9月28日
9月30日
10月3日
10月10日
10月14日
10月19日
10月20日

10月29日
11月10日
11月17日
11月20日
11月24日
11月30日
12月3日
12月4日

第 43 回　加茂市元旦マラソン
令和４年　消防出初式
市民囲碁大会
市民将棋大会
加茂市初の地域おこし協力隊に松本悠雅さんが就任
本量寺寒行会から社会福祉協議会へ寄附
ニイガタ姉さん、来訪
柏木寅冶さん壮行会
かも健康ポイント事業 計測会
新潟大学の学生有志による西地区に関する報告会
「まちの保健室」開催
リネットジャパンリサイクル株式会社との連携協定
加茂西小学校お別れの会
Microsoft Base 連携協定式・開所式
災害時におけるレンタル機材の供給に関する協定締結式
太陽工業株式会社との協定締結式
NTT東日本との協定締結式
加茂川を泳ぐ鯉のぼり「ライトアップ」
第56回雪椿まつり スマホでGoGo！スタンプラリー抽選会
メルカリエコボックスを用いたごみ減量事業開始
加茂市DX推進アドバイザーに加藤茜さんが就任
災害時における支援物資の受入及び配送等に関する協定
大学生有志による市内企業 PV制作開始
「かもMIRAI カフェ」で加茂の未来を語り合おう
公民館西分館で七夕飾り＆ライトアップ
加茂地区新規高卒求人説明会
加茂ジュニアバレーボールクラブが全国大会出場！
加茂地区わくわく科学フェスティバル
「チリメンモンスターを探そう！」＆「マイナンバーカード出張申請受付」
こどもアートスタジオ　シーズン２
加茂市デーPRにアルビレックス新潟の高木選手、吉田選手が加茂市を来訪
「懐かしの加茂」映写会
かもMIRAI カフェ (2 回目 )
公民館家庭教育学級「親のまなび 子のあそび」開催
かもMIRAI カフェ（3回目）
新潟県北豪雨災害被災地応援職員の報告会
事故なし（梨）キャンペーン開催
第 46 回児童防火ポスター審査会
やすらぎ（加茂市教育支援センター）開設
加茂市CSO（最高戦略責任者）に市川恭嗣さんが就任
「カモフリマ」開催
加茂市２人目の地域おこし協力隊に久保政貴さんが就任
まち歩き魅力発見ワークショップ
一般社団法人禄陽・株式会社アグリトリオとの農業労働力支援に関する
連携協定の締結式について
五番町ごっつぉまつり開催
小中学校適正規模等検討委員会から答申
災害時における法律相談業務、空家等対策の推進の協定を締結
勤少ホーム紅葉祭
アルビレックス新潟 J1昇格・J2優勝報告に吉田選手が来訪
令和４年度　道路除雪感謝状贈呈式
冬鳥越スキーガーデン安全祈願祭
第51回新潟県中学新人卓球大会（団体戦）で若宮中学校卓球部が女子団体
戦で２連覇

令和４年を令和４年を
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表紙

年末のごあいさつ
加茂市長　藤田　明美

　早いもので今年も残りわずかとなりました。今年は、新型コロナウイルス感染症がいまだ収
束しないことに加え、ロシアのウクライナ侵攻による不安定な世界情勢が原油価格等の高騰に
つながり、市民生活に大きな影響を与えた年でした。
　以下に、加茂市議会11月臨時会において可決された支援の内容をご案内いたします。今後も
困難な状況にある方々をサポートできるよう努めてまいります。

あらたに申請を受付している原油価格等高騰対策補助金

引き続き支援を行っています

加茂市原油価格等高騰対策事業補助金（第2弾）
・原油価格等の高騰による事業継続への負担を軽減するため、市内中小企業者に対して支援しま
す。前回は下限金額3万円、上限金額20万円でしたが、今回は下限を設けず、上限は100万円と
なります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【申請先・お問い合わせ先】　商工観光課　商工振興係

新型コロナウイルス感染者生活支援（食料支援）
・新型コロナウイルス感染症により自宅療養者となった方に食料支援を行っています。
・お昼に日替わり弁当を配送します。
・初回のお届け時に1回、食料品パック（ごはんパック、レトルト食品など）を配送します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【申請先・お問い合わせ先】　健康福祉課　福祉係

加茂市障害福祉事業原油価格等高騰対策事業補助金
・原油価格等の高騰による事業継続への負担を軽減するため、障害福祉サービス事業所に対して
支援します。（上限100万円） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【申請先・お問い合わせ先】　健康福祉課　障がい支援係

加茂市介護事業原油価格等高騰対策事業補助金
・原油価格等の高騰による事業継続への負担を軽減するため、介護サービス事業所等に対して支
援します。（上限100万円） 
　　　　　　　　　　【申請先・お問い合わせ先】加茂市介護・看護支援センター　介護保険係

　新しい年は、今年よりも明るい光と希望を感じることができますよう心から
お祈り申し上げ年末のあいさつといたします。
　皆さま、よいお年をお迎えください。
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※市債現在高は86億2,430万円ですが、国が全額負担する分を除くと46億
3,659万円となり、これを返済するとき国がさらにその一部を負担しますの
で、実際に加茂市が返済する金額は36億8,488万円となります。
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項　目 予　算　額
（万円）

収 入 済 額
（万円）

収　　　入 支　　出

5億4,036
7,855

2億3,420
246
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52.5%
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45.0%
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（万円）
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1億2,883

37
7億3,953
13億1,174
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31億6,832

支出割合
37.1%
36.8%
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33.4%
38.5%
31.7%
36.1%

■特別会計

■一般会計

令和4年度　上半期の財政状況
加茂市には、どのようなお金が入り、何に使われているのか・・・。
市では毎年財政状況を公表しています。今回は、令和4年9月30日までの財政状況をお知らせします。

予 算 額　　151億5,111万円
収入済額　　  65億5,740万円（収入割合43.3％）
支出済額　　  55億9,557万円（支出割合36.9％）

歳　入 歳　出
　上段：予算額
　下段：収入・支出済額　（円）

民生費

教育費
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商工費

衛生費

公債費

その他

地方
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諸収入
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交付金

その他

18億4,013万
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大学生有志による市内企業 PV制作開始
「かもMIRAI カフェ」で加茂の未来を語り合おう
公民館西分館で七夕飾り＆ライトアップ
加茂地区新規高卒求人説明会
加茂ジュニアバレーボールクラブが全国大会出場！
加茂地区わくわく科学フェスティバル
「チリメンモンスターを探そう！」＆「マイナンバーカード出張申請受付」
こどもアートスタジオ　シーズン２
加茂市デーPRにアルビレックス新潟の高木選手、吉田選手が加茂市を来訪
「懐かしの加茂」映写会
かもMIRAI カフェ (2 回目 )
公民館家庭教育学級「親のまなび 子のあそび」開催
かもMIRAI カフェ（3回目）
新潟県北豪雨災害被災地応援職員の報告会
事故なし（梨）キャンペーン開催
第 46 回児童防火ポスター審査会
やすらぎ（加茂市教育支援センター）開設
加茂市CSO（最高戦略責任者）に市川恭嗣さんが就任
「カモフリマ」開催
加茂市２人目の地域おこし協力隊に久保政貴さんが就任
まち歩き魅力発見ワークショップ
一般社団法人禄陽・株式会社アグリトリオとの農業労働力支援に関する
連携協定の締結式について
五番町ごっつぉまつり開催
小中学校適正規模等検討委員会から答申
災害時における法律相談業務、空家等対策の推進の協定を締結
勤少ホーム紅葉祭
アルビレックス新潟 J1昇格・J2優勝報告に吉田選手が来訪
令和４年度　道路除雪感謝状贈呈式
冬鳥越スキーガーデン安全祈願祭
第51回新潟県中学新人卓球大会（団体戦）で若宮中学校卓球部が女子団体
戦で２連覇
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表紙

年末のごあいさつ
加茂市長　藤田　明美

　早いもので今年も残りわずかとなりました。今年は、新型コロナウイルス感染症がいまだ収
束しないことに加え、ロシアのウクライナ侵攻による不安定な世界情勢が原油価格等の高騰に
つながり、市民生活に大きな影響を与えた年でした。
　以下に、加茂市議会11月臨時会において可決された支援の内容をご案内いたします。今後も
困難な状況にある方々をサポートできるよう努めてまいります。

あらたに申請を受付している原油価格等高騰対策補助金

引き続き支援を行っています

加茂市原油価格等高騰対策事業補助金（第2弾）
・原油価格等の高騰による事業継続への負担を軽減するため、市内中小企業者に対して支援しま
す。前回は下限金額3万円、上限金額20万円でしたが、今回は下限を設けず、上限は100万円と
なります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【申請先・お問い合わせ先】　商工観光課　商工振興係

新型コロナウイルス感染者生活支援（食料支援）
・新型コロナウイルス感染症により自宅療養者となった方に食料支援を行っています。
・お昼に日替わり弁当を配送します。
・初回のお届け時に1回、食料品パック（ごはんパック、レトルト食品など）を配送します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【申請先・お問い合わせ先】　健康福祉課　福祉係

加茂市障害福祉事業原油価格等高騰対策事業補助金
・原油価格等の高騰による事業継続への負担を軽減するため、障害福祉サービス事業所に対して
支援します。（上限100万円） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【申請先・お問い合わせ先】　健康福祉課　障がい支援係

加茂市介護事業原油価格等高騰対策事業補助金
・原油価格等の高騰による事業継続への負担を軽減するため、介護サービス事業所等に対して支
援します。（上限100万円） 
　　　　　　　　　　【申請先・お問い合わせ先】加茂市介護・看護支援センター　介護保険係

　新しい年は、今年よりも明るい光と希望を感じることができますよう心から
お祈り申し上げ年末のあいさつといたします。
　皆さま、よいお年をお迎えください。
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小中学校適正規模等検討委員会から答申（11/10）
　加茂市立小中学校適正規模等検討委員会（令和３年８月
発足）で、教育環境などの基本的な方向性を取りまとめ
た答申を10日（木）、委員会会長の遠藤英和さん（新潟大
学大学院特任教授）が山川教育長へ手渡しました。今後
はこの答申を踏まえ、教育委員会と加茂市が一丸となっ
て教育環境の整備に取り組んでいきます。

災害時における法律相談業務、空家等対策の推進の協定を締結（11/17）
　加茂市は17日（木）、災害時における法律相談業務に関する
協定と、空家等対策の推進に関する連携協定を、新潟県弁護士
会様と結びました。
　災害時における法律相談業務に関する協定は、災害時に被災
者の速やかな生活再建を図ることを目的としています。また、
空家等対策の推進に関する連携協定は、空家等に関して総合的
な対策を推進するためのものです。
　協定により新潟県弁護士会と加茂市は、市民の皆さまが安心・
安全に暮らせるまちづくりを進めます。

【有料広告】

勤少ホーム紅葉祭（11/20）
勤労青少年ホームの利用者の皆様による「紅葉祭」が20日（日）

に開催されました。今年は「茶会」、フラワーデザイン・書
道・生け花の「作品展示コーナー」、ゴスペル・民謡・社交ダンス・フラ
ダンスの「講座・クラブ発表会」が行われました。日ごろの活動の内容を
披露することで、地域の方々がお互いの新たな一面を知ることができるい
い機会となりました。

シ
リ
ー
ズ
ご
み
焼
却
場
の
今
と
今
後

　日量あたりの減少量目標値3.6tに比べて、10月末日までの日量あたりの減少量は、
1.41ｔでした。目標値まで約2ｔ減量できるように、頑張りましょう！
（日量あたりの減少量を出すにあたり、ひと月あたりの可燃物搬入日数を一律で25日間としています。）

シリーズ　ごみ焼却場の今と今後 問い合わせ　環境課（☎内線251）

見える化
令和４年４月～10月末日までの可燃物搬入量　　　　  7,650.96ｔ
前年同期比及び増減率　　　　　　　　　　　　　　 -247.11t(-3.13%)
日量あたりの減少量（目標値は3.6ｔ） 　　　　　　　　　 　　 1.41ｔ

　今回は、ごみ焼却施設の役割について、お伝えします。
　ごみ焼却施設の役割として、一般的によく耳にするのは、生活環境
の保全、公衆衛生の向上・確保です。ごみ焼却施設のおかけで家庭から
出されるごみや事業活動の中で出されるごみが町にあふれることなく、
衛生的に生活を送ることができます。また、ごみ焼却施設に集約した
ごみを適切に衛生的に処理することにより公害の防止も図られています。
　もう1つ重要な役割となるのが、災害時の廃棄物の処理です。災害時には、避難が必要でない世
帯からは生活ごみ、避難所からは避難所ごみ、仮設トイレ等からはし尿、被災家屋からは片付けご
みが発生することになります。それらの災害廃棄物の継続的かつ確実な処理が重要であり、早期復
興を図る上でも重要な役割を担っています。
　また、近年では、ごみ焼却施設に多面的な価値を創出する考え方もあります。住民が見える位置
にごみ焼却施設を建設することで、ごみや環境に対する意識を高めたり、環境学習を行う拠点とし
ての活用を図ったり、海外では、「ごみを焼却する施設」ではなく、「エネルギーを創出する施設 (熱
エネルギー等 )」と捉える傾向もあります。
　これまで一般的に抱かれていたごみ焼却施設のイメージは、「ごみ焼却施設 =汚い・臭いなどの迷
惑施設」というのが大半かもしれませんが、技術的にデメリットを解消し、更に、多面的な価値創
出の可能性を考えていくことで、「ごみ焼却施設=迷惑施設」ではなくなるのです。
　身近にごみ焼却施設があることは住民サービスの充実だけでなく、それ以上の効果を生み出すも
のなのかもしれません。今後、新設されるごみ焼却施設が住民の方から愛される施設となるよう努
めます。

加茂市防災・市民情報配信サービス加茂市防災・市民情報配信サービス加茂市防災・市民情報配信サービス
防災情報などのお知らせがあなたのスマホ・PCに届きます♪

https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/36144.html
▲パソコン（PC）の人はこちらから

▲LINE友だち追加はこちらから
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土　　地
建　　物
構 築 物
基　　金

1,384,988㎡
143,057㎡

262基
1億9,676万円

96,253㎡

市有財産の状況
一　般　会　計
下水道事業会計

86億2,430万円
99億5,369万円

市 債 の 現 在 高

※市債現在高は86億2,430万円ですが、国が全額負担する分を除くと46億
3,659万円となり、これを返済するとき国がさらにその一部を負担しますの
で、実際に加茂市が返済する金額は36億8,488万円となります。

収益的
資本的

項　目 予　算　額
（万円）

収 入 済 額
（万円）

収　　　入 支　　出

5億4,036
7,855

2億3,420
246

収入割合
43.3%
3.1%

予　算　額
（万円）

支 出 済 額
（万円）

5億1,187
1億9,407

1億4,733
4,764

支出割合
28.8%
24.5%

■水道事業会計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
宅 地 造 成 事 業
下　水　道　事　業
介 　 護 　 保 　 険
在宅介護サービス事業

合　　計

項　目 予　算　額
（万円） 収 入 済 額

（万円）

歳　　　入 歳　　出

26億5,750
3億4,989
1億4,733
22億1,174
34億　611

821
87億8,078

13億7,943
1億2,216
3,068

6億2,409
17億8,716

1,192
39億5,544

収入割合
51.9%
34.9%
20.8%
28.2%
52.5%
145.2%
45.0%

支 出 済 額
（万円）
9億8,525
1億2,883

37
7億3,953
13億1,174

260
31億6,832

支出割合
37.1%
36.8%
0.3%
33.4%
38.5%
31.7%
36.1%

■特別会計

■一般会計

令和4年度　上半期の財政状況
加茂市には、どのようなお金が入り、何に使われているのか・・・。
市では毎年財政状況を公表しています。今回は、令和4年9月30日までの財政状況をお知らせします。

予 算 額　　151億5,111万円
収入済額　　  65億5,740万円（収入割合43.3％）
支出済額　　  55億9,557万円（支出割合36.9％）

歳　入 歳　出
　上段：予算額
　下段：収入・支出済額　（円）

民生費

教育費

土木費

総務費

商工費

衛生費

公債費

その他

地方
交付税※

市　税

国庫
支出金

市　債

県支出金

諸収入

地方消費税
交付金

その他

18億4,013万
26億6,280万
7億6,487万

16億9,313万
7億2,724万

15億9,434万
4億1,067万
14億759万
4億1,226万
11億9,693万
5億6,097万
10億4,165万
4億6,847万
11億9,139万
4億1,096万

44億900万
28億4,337万

26億2,248万
14億4,670万

23億7,119万
4億6,708万

16億8,370万
0万

8億6,390万
7,774万

9億6,243万
1億252万

6億2,000万
3億3,506万
16億1,841万
12億8,493万

※臨時財政対策債は地方交付税に含む

43億6,328万

令
和
４
年
を
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り
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1月1日
1月9日
1月9日
1月23日
1月27日
2月14日
2月25日
3月2日
3月4日
3月6日
3月10日
3月18日
3月28日
3月29日
4月12日
4月19日
4月22日
4月25日
5月25日
5月30日
6月3日
6月21日
6月25日
6月25日
7月2日
7月15日
7月26日
7月27日
8月2日
8月7日
8月10日
8月19日
8月20日
8月27日
9月10日
9月14日
9月26日
9月28日
9月30日
10月3日
10月10日
10月14日
10月19日
10月20日

10月29日
11月10日
11月17日
11月20日
11月24日
11月30日
12月3日
12月4日

第 43 回　加茂市元旦マラソン
令和４年　消防出初式
市民囲碁大会
市民将棋大会
加茂市初の地域おこし協力隊に松本悠雅さんが就任
本量寺寒行会から社会福祉協議会へ寄附
ニイガタ姉さん、来訪
柏木寅冶さん壮行会
かも健康ポイント事業 計測会
新潟大学の学生有志による西地区に関する報告会
「まちの保健室」開催
リネットジャパンリサイクル株式会社との連携協定
加茂西小学校お別れの会
Microsoft Base 連携協定式・開所式
災害時におけるレンタル機材の供給に関する協定締結式
太陽工業株式会社との協定締結式
NTT東日本との協定締結式
加茂川を泳ぐ鯉のぼり「ライトアップ」
第56回雪椿まつり スマホでGoGo！スタンプラリー抽選会
メルカリエコボックスを用いたごみ減量事業開始
加茂市DX推進アドバイザーに加藤茜さんが就任
災害時における支援物資の受入及び配送等に関する協定
大学生有志による市内企業 PV制作開始
「かもMIRAI カフェ」で加茂の未来を語り合おう
公民館西分館で七夕飾り＆ライトアップ
加茂地区新規高卒求人説明会
加茂ジュニアバレーボールクラブが全国大会出場！
加茂地区わくわく科学フェスティバル
「チリメンモンスターを探そう！」＆「マイナンバーカード出張申請受付」
こどもアートスタジオ　シーズン２
加茂市デーPRにアルビレックス新潟の高木選手、吉田選手が加茂市を来訪
「懐かしの加茂」映写会
かもMIRAI カフェ (2 回目 )
公民館家庭教育学級「親のまなび 子のあそび」開催
かもMIRAI カフェ（3回目）
新潟県北豪雨災害被災地応援職員の報告会
事故なし（梨）キャンペーン開催
第 46 回児童防火ポスター審査会
やすらぎ（加茂市教育支援センター）開設
加茂市CSO（最高戦略責任者）に市川恭嗣さんが就任
「カモフリマ」開催
加茂市２人目の地域おこし協力隊に久保政貴さんが就任
まち歩き魅力発見ワークショップ
一般社団法人禄陽・株式会社アグリトリオとの農業労働力支援に関する
連携協定の締結式について
五番町ごっつぉまつり開催
小中学校適正規模等検討委員会から答申
災害時における法律相談業務、空家等対策の推進の協定を締結
勤少ホーム紅葉祭
アルビレックス新潟 J1昇格・J2優勝報告に吉田選手が来訪
令和４年度　道路除雪感謝状贈呈式
冬鳥越スキーガーデン安全祈願祭
第51回新潟県中学新人卓球大会（団体戦）で若宮中学校卓球部が女子団体
戦で２連覇

令和４年を令和４年を
振
り
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小中学校適正規模等検討委員会から答申（11/10）
　加茂市立小中学校適正規模等検討委員会（令和３年８月
発足）で、教育環境などの基本的な方向性を取りまとめ
た答申を10日（木）、委員会会長の遠藤英和さん（新潟大
学大学院特任教授）が山川教育長へ手渡しました。今後
はこの答申を踏まえ、教育委員会と加茂市が一丸となっ
て教育環境の整備に取り組んでいきます。

災害時における法律相談業務、空家等対策の推進の協定を締結（11/17）
　加茂市は17日（木）、災害時における法律相談業務に関する
協定と、空家等対策の推進に関する連携協定を、新潟県弁護士
会様と結びました。
　災害時における法律相談業務に関する協定は、災害時に被災
者の速やかな生活再建を図ることを目的としています。また、
空家等対策の推進に関する連携協定は、空家等に関して総合的
な対策を推進するためのものです。
　協定により新潟県弁護士会と加茂市は、市民の皆さまが安心・
安全に暮らせるまちづくりを進めます。

【有料広告】

勤少ホーム紅葉祭（11/20）
勤労青少年ホームの利用者の皆様による「紅葉祭」が20日（日）

に開催されました。今年は「茶会」、フラワーデザイン・書
道・生け花の「作品展示コーナー」、ゴスペル・民謡・社交ダンス・フラ
ダンスの「講座・クラブ発表会」が行われました。日ごろの活動の内容を
披露することで、地域の方々がお互いの新たな一面を知ることができるい
い機会となりました。

シ
リ
ー
ズ
ご
み
焼
却
場
の
今
と
今
後

　日量あたりの減少量目標値3.6tに比べて、10月末日までの日量あたりの減少量は、
1.41ｔでした。目標値まで約2ｔ減量できるように、頑張りましょう！
（日量あたりの減少量を出すにあたり、ひと月あたりの可燃物搬入日数を一律で25日間としています。）

シリーズ　ごみ焼却場の今と今後 問い合わせ　環境課（☎内線251）

見える化
令和４年４月～10月末日までの可燃物搬入量　　　　  7,650.96ｔ
前年同期比及び増減率　　　　　　　　　　　　　　 -247.11t(-3.13%)
日量あたりの減少量（目標値は3.6ｔ） 　　　　　　　　　 　　 1.41ｔ

　今回は、ごみ焼却施設の役割について、お伝えします。
　ごみ焼却施設の役割として、一般的によく耳にするのは、生活環境
の保全、公衆衛生の向上・確保です。ごみ焼却施設のおかけで家庭から
出されるごみや事業活動の中で出されるごみが町にあふれることなく、
衛生的に生活を送ることができます。また、ごみ焼却施設に集約した
ごみを適切に衛生的に処理することにより公害の防止も図られています。
　もう1つ重要な役割となるのが、災害時の廃棄物の処理です。災害時には、避難が必要でない世
帯からは生活ごみ、避難所からは避難所ごみ、仮設トイレ等からはし尿、被災家屋からは片付けご
みが発生することになります。それらの災害廃棄物の継続的かつ確実な処理が重要であり、早期復
興を図る上でも重要な役割を担っています。
　また、近年では、ごみ焼却施設に多面的な価値を創出する考え方もあります。住民が見える位置
にごみ焼却施設を建設することで、ごみや環境に対する意識を高めたり、環境学習を行う拠点とし
ての活用を図ったり、海外では、「ごみを焼却する施設」ではなく、「エネルギーを創出する施設 (熱
エネルギー等 )」と捉える傾向もあります。
　これまで一般的に抱かれていたごみ焼却施設のイメージは、「ごみ焼却施設 =汚い・臭いなどの迷
惑施設」というのが大半かもしれませんが、技術的にデメリットを解消し、更に、多面的な価値創
出の可能性を考えていくことで、「ごみ焼却施設=迷惑施設」ではなくなるのです。
　身近にごみ焼却施設があることは住民サービスの充実だけでなく、それ以上の効果を生み出すも
のなのかもしれません。今後、新設されるごみ焼却施設が住民の方から愛される施設となるよう努
めます。

加茂市防災・市民情報配信サービス加茂市防災・市民情報配信サービス加茂市防災・市民情報配信サービス
防災情報などのお知らせがあなたのスマホ・PCに届きます♪

https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/36144.html
▲パソコン（PC）の人はこちらから

▲LINE友だち追加はこちらから
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令
和
４
年
度
　
上
半
期
の
財
政
状
況

土　　地
建　　物
構 築 物
基　　金

1,384,988㎡
143,057㎡

262基
1億9,676万円

96,253㎡

市有財産の状況
一　般　会　計
下水道事業会計

86億2,430万円
99億5,369万円

市 債 の 現 在 高

※市債現在高は86億2,430万円ですが、国が全額負担する分を除くと46億
3,659万円となり、これを返済するとき国がさらにその一部を負担しますの
で、実際に加茂市が返済する金額は36億8,488万円となります。

収益的
資本的

項　目 予　算　額
（万円）

収 入 済 額
（万円）

収　　　入 支　　出

5億4,036
7,855

2億3,420
246

収入割合
43.3%
3.1%

予　算　額
（万円）

支 出 済 額
（万円）

5億1,187
1億9,407

1億4,733
4,764

支出割合
28.8%
24.5%

■水道事業会計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
宅 地 造 成 事 業
下　水　道　事　業
介 　 護 　 保 　 険
在宅介護サービス事業

合　　計

項　目 予　算　額
（万円） 収 入 済 額

（万円）

歳　　　入 歳　　出

26億5,750
3億4,989
1億4,733
22億1,174
34億　611

821
87億8,078

13億7,943
1億2,216
3,068

6億2,409
17億8,716

1,192
39億5,544

収入割合
51.9%
34.9%
20.8%
28.2%
52.5%
145.2%
45.0%

支 出 済 額
（万円）
9億8,525
1億2,883

37
7億3,953
13億1,174

260
31億6,832

支出割合
37.1%
36.8%
0.3%
33.4%
38.5%
31.7%
36.1%

■特別会計

■一般会計

令和4年度　上半期の財政状況
加茂市には、どのようなお金が入り、何に使われているのか・・・。
市では毎年財政状況を公表しています。今回は、令和4年9月30日までの財政状況をお知らせします。

予 算 額　　151億5,111万円
収入済額　　  65億5,740万円（収入割合43.3％）
支出済額　　  55億9,557万円（支出割合36.9％）

歳　入 歳　出
　上段：予算額
　下段：収入・支出済額　（円）

民生費

教育費

土木費

総務費

商工費

衛生費

公債費

その他

地方
交付税※

市　税

国庫
支出金

市　債

県支出金

諸収入

地方消費税
交付金

その他

18億4,013万
26億6,280万
7億6,487万

16億9,313万
7億2,724万

15億9,434万
4億1,067万
14億759万
4億1,226万
11億9,693万
5億6,097万
10億4,165万
4億6,847万
11億9,139万
4億1,096万

44億900万
28億4,337万

26億2,248万
14億4,670万

23億7,119万
4億6,708万

16億8,370万
0万

8億6,390万
7,774万

9億6,243万
1億252万

6億2,000万
3億3,506万
16億1,841万
12億8,493万

※臨時財政対策債は地方交付税に含む

43億6,328万

令
和
４
年
を
振
り
返
っ
て

1月1日
1月9日
1月9日
1月23日
1月27日
2月14日
2月25日
3月2日
3月4日
3月6日
3月10日
3月18日
3月28日
3月29日
4月12日
4月19日
4月22日
4月25日
5月25日
5月30日
6月3日
6月21日
6月25日
6月25日
7月2日
7月15日
7月26日
7月27日
8月2日
8月7日
8月10日
8月19日
8月20日
8月27日
9月10日
9月14日
9月26日
9月28日
9月30日
10月3日
10月10日
10月14日
10月19日
10月20日

10月29日
11月10日
11月17日
11月20日
11月24日
11月30日
12月3日
12月4日

第 43 回　加茂市元旦マラソン
令和４年　消防出初式
市民囲碁大会
市民将棋大会
加茂市初の地域おこし協力隊に松本悠雅さんが就任
本量寺寒行会から社会福祉協議会へ寄附
ニイガタ姉さん、来訪
柏木寅冶さん壮行会
かも健康ポイント事業 計測会
新潟大学の学生有志による西地区に関する報告会
「まちの保健室」開催
リネットジャパンリサイクル株式会社との連携協定
加茂西小学校お別れの会
Microsoft Base 連携協定式・開所式
災害時におけるレンタル機材の供給に関する協定締結式
太陽工業株式会社との協定締結式
NTT東日本との協定締結式
加茂川を泳ぐ鯉のぼり「ライトアップ」
第56回雪椿まつり スマホでGoGo！スタンプラリー抽選会
メルカリエコボックスを用いたごみ減量事業開始
加茂市DX推進アドバイザーに加藤茜さんが就任
災害時における支援物資の受入及び配送等に関する協定
大学生有志による市内企業 PV制作開始
「かもMIRAI カフェ」で加茂の未来を語り合おう
公民館西分館で七夕飾り＆ライトアップ
加茂地区新規高卒求人説明会
加茂ジュニアバレーボールクラブが全国大会出場！
加茂地区わくわく科学フェスティバル
「チリメンモンスターを探そう！」＆「マイナンバーカード出張申請受付」
こどもアートスタジオ　シーズン２
加茂市デーPRにアルビレックス新潟の高木選手、吉田選手が加茂市を来訪
「懐かしの加茂」映写会
かもMIRAI カフェ (2 回目 )
公民館家庭教育学級「親のまなび 子のあそび」開催
かもMIRAI カフェ（3回目）
新潟県北豪雨災害被災地応援職員の報告会
事故なし（梨）キャンペーン開催
第 46 回児童防火ポスター審査会
やすらぎ（加茂市教育支援センター）開設
加茂市CSO（最高戦略責任者）に市川恭嗣さんが就任
「カモフリマ」開催
加茂市２人目の地域おこし協力隊に久保政貴さんが就任
まち歩き魅力発見ワークショップ
一般社団法人禄陽・株式会社アグリトリオとの農業労働力支援に関する
連携協定の締結式について
五番町ごっつぉまつり開催
小中学校適正規模等検討委員会から答申
災害時における法律相談業務、空家等対策の推進の協定を締結
勤少ホーム紅葉祭
アルビレックス新潟 J1昇格・J2優勝報告に吉田選手が来訪
令和４年度　道路除雪感謝状贈呈式
冬鳥越スキーガーデン安全祈願祭
第51回新潟県中学新人卓球大会（団体戦）で若宮中学校卓球部が女子団体
戦で２連覇

令和４年を令和４年を
振
り
返
っ
て

振
り
返
っ
て
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【
作
文
　中
学
生
の
部
】

■
三
条
税
務
署
長
賞

「「
税
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
茂
中
学
校
三
年
　
小
林
美
哉
子

■
三
南
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

「
日
本
の
学
習
環
境
と
税
金
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葵
中
学
校
三
年
　
吉
井
　
あ
こ

「
税
金
の
意
義
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
宮
中
学
校
三
年
　
玉
木
　
心
音

「
税
の
歴
史
に
つ
い
て
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
谷
中
学
校
三
年
　
梅
田
ひ
な
の

「
税
金
に
助
け
ら
れ
て
い
る
私
と
あ
な
た
」　
　
　
　
　
須
田
中
学
校
三
年
　
渡
邉
ひ
な
た

■
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
中
学
生
と
税
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
茂
中
学
校
三
年
　
齋
藤
　
美
優

「
教
育
と
世
界
の
子
供
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葵
中
学
校
三
年
　
松
原
　
実
咲

「
税
の
大
切
さ
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
宮
中
学
校
三
年
　
渡
部
　
美
天

「
税
金
に
感
謝
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
谷
中
学
校
三
年
　
菊
田
　
涼
音

【
作
文
　高
校
生
の
部
】

■
三
条
税
務
署
長
賞

「
税
金
の
使
わ
れ
方
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
茂
暁
星
高
等
学
校
二
年
　
吉
田
　
未
明

■
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
世
の
中
に
」　
　
　
　
　
　
　
加
茂
暁
星
高
等
学
校
二
年
　
大
森
　
美
咲

【
中
学
生
標
語
の
部
】

■
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
税
が
生
む
笑
顔
あ
ふ
れ
る
今
と
未
来
」　
　
　
　
　  

加
茂
中
学
校
一
年   

濱
屋   

結
衣

「
僕
た
ち
も
知
ろ
う
学
ぼ
う
税
金
を
」　
　
　
　
　
　
　
加
茂
中
学
校
二
年   

大
野   

萌
花

「
納
税
で
広
が
る
未
来
と
芽
生
え
る
責
任
感
」　
　
　  

加
茂
中
学
校
三
年   

塩
野   

恭
加

「
支
え
合
お
う
正
し
い
納
税
明
る
い
未
来
」　
　
　
　  

　
葵
中
学
校
一
年   

大
関   

栞
奈

「
明
日
の
た
め
今
か
ら
学
ぼ
う
税
の
こ
と
」　
　
　
　     

葵
中
学
校
二
年   

林
田
和
佳
奈

「
税
金
で
み
ん
な
の
暮
ら
し
に
彩
り
を
」　
　
　
　
　  

　
葵
中
学
校
三
年   

田
村

椿

「
消
費
税
ぼ
く
で
も
で
き
る
納
税
だ
」　
　
　
　
　
　  

若
宮
中
学
校
一
年   

吉
澤   

旺
太

「
税
納
め
未
来
へ
架
け
橋
つ
く
っ
て
い
く
」　
　
　
　  

若
宮
中
学
校
二
年   

篠
原   

杏
奈

「
国
を
支
え
る
消
費
税
僕
に
も
で
き
る
社
会
貢
献
」　
　
若
宮
中
学
校
三
年   

桑
原   

貫
多

「
好
き
な
物
買
う
だ
け
で
み
ん
な
の
役
に
立
つ
の
は
消
費
税
」
七
谷
中
学
校
一
年  

鶴
巻   

日
菜

「
税
金
で
な
り
た
つ
私
た
ち
の
暮
ら
し
」　
　
　
　
　
　
七
谷
中
学
校
二
年   

小
柳
あ
か
り

「
税
の
こ
と
学
ん
で
そ
し
て
身
に
つ
け
よ
う
」　
　
　
　
須
田
中
学
校
一
年
　
小
林
由
里
菜

「
切
り
開
く
身
近
な
税
が
未
来
へ
と
」　
　
　
　
　
　  

須
田
中
学
校
二
年
　
関
川   

華
咲

「
広
め
よ
う
税
の
意
義
と
必
要
性
」　
　
　
　
　
　
　  

須
田
中
学
校
三
年
　
小
野   

倖
平

　税の仕組みと役割について、理解と関心を深めてもらうため作文と標語を募集したところ、作文に中学生から115点、高校生から23点、
合わせて138点、標語に中学生から418点の応募をいただきました。その中から、作文11点、標語14点に次の各賞が贈られました（敬
称略）。受賞作品は加茂市役所１階ロビー、加茂市立図書館に12月末まで掲示します。 問税務課　☎内線121

問 総務課　政策推進室　（☎内線３２７）

税
に
関
す
る
作
文
・
標
語
　加茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会

Theme2 まちなかステイソウゾウプロジェクト【日時】
【会場】
【対象】中学生以上
【定員】40名

～ソフトでも♪ハードでも♪
　　　　　　　　　 まちのデザインしてみませんか？～

空き地や空き家、空き店舗をつかって
こんなことができたらいいな！
商店街の魅力をもっと多くの人に伝えたい！
スマホを使って気軽に撮影・口コミを発信するには？
まちなかを盛り上げる方法を考えよう！

1月28日 ㈯ 13：30～
山重・山の蔵

参加申込みはこちらから→

https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/55949.html

「かもＭＩＲＡＩカフェ」は、 これからの加茂を
「どんなまちにしたいか」 それを実現するためにはどうし
たら良いかをみんなで考え話し合う活動です。 第二部は、
第一部「語るカフェ」 で出てきたまちづくりのキーワード
を結び、 ３つのテーマでプロジェクトを発足！
　点と点を結び出来た新しいワクワクのカタチを一緒に
作ってみませんか。

第一部語るカフェ
の様子はこちら

税
に
関
す
る
作
文
・
標
語
、
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
カ
フ
ェ

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

美人の湯ななたに食堂新レシピ「美人ピザ」発表会（11/29）
　加茂七谷温泉美人の湯ななたに食堂の新レシ
ピ「美人ピザ」（玄米ピザ）が、29日（火）に関
係者に公開されました。
　今までもピザのメニューはありましたが、今
回新たに玄米を生地に練りこみ、地元七谷産の
自然薯やヤーコンなど、地元食材を使うことで、
からだにやさしくカリッとした食感の美味しい
ピザに仕上がっています。

令和４年度　道路除雪感謝状贈呈式（11/30）
　長年にわたり市道の道路除雪に従事された方へ感謝状の贈呈式が
30日（水）に行われました。贈呈を受けたのは以下の方々です。
西山久雄さん（(株 )渡辺建材）　　齋藤直人さん（(株 )山本建材）
中村長雄さん（南蒲原森林組合）　織田義己さん（小柳建設 (株 )）

冬鳥越スキーガーデン安全祈願祭（12/3）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　12月３日（土）午前10時から冬鳥越スキーガーデンで
　　　　　　　　　　　　　　　　　加茂スキークラブ主催のスキー場安全祈願祭が行われました。
　あいさつで市長は「（祈願祭）この時期になると雪の降り方が気になるようになってきました、来
週にはリフトの設置も行われ、駐車場整備など準備も済み、あとは雪が降るのを願うだけです。（関
係者の皆様には）スキーガーデンの運営にお力添えをお願いします」と話しました。
　加茂スキークラブの新会長山﨑さんは「（前日の降雪で真っ白になったゲレンデを見て）久しぶり
に雪が降った祈願祭になりました。スキークラブでは冬鳥越で
ホリデースキー教室やシニア教室を計画している、また、下越
の大会等への活動も行っていきます。そして、今シーズンも安
全に運営できるようしていきたい」と意気込みを語っていました。
　いよいよ、ウインタースポーツの季節到来です。

【有料広告】 【有料広告】

第二部
　結ぶカ

フェ第二部
結ぶカフ

ェ

←右が今回開発した玄
米ピザ生地。従来の生
地と比べるとカリッと
した触感。

じ ね ん じ ょ美人ピザ 980 円（税込）
・ななたに食堂の大人気ピザ。
２～３名様で召し上がってく
ださい！

←駐車場の舗装もバッチリです

五番町商店街振興組合

5　　 広報かも　No.798　4．12．15 広報かも　No.798　4．12．15　　 6

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
小中学校適正規模等検討委員会から答申（11/10）
　加茂市立小中学校適正規模等検討委員会（令和３年８月
発足）で、教育環境などの基本的な方向性を取りまとめ
た答申を10日（木）、委員会会長の遠藤英和さん（新潟大
学大学院特任教授）が山川教育長へ手渡しました。今後
はこの答申を踏まえ、教育委員会と加茂市が一丸となっ
て教育環境の整備に取り組んでいきます。

災害時における法律相談業務、空家等対策の推進の協定を締結（11/17）
　加茂市は17日（木）、災害時における法律相談業務に関する
協定と、空家等対策の推進に関する連携協定を、新潟県弁護士
会様と結びました。
　災害時における法律相談業務に関する協定は、災害時に被災
者の速やかな生活再建を図ることを目的としています。また、
空家等対策の推進に関する連携協定は、空家等に関して総合的
な対策を推進するためのものです。
　協定により新潟県弁護士会と加茂市は、市民の皆さまが安心・
安全に暮らせるまちづくりを進めます。

【有料広告】

勤少ホーム紅葉祭（11/20）
勤労青少年ホームの利用者の皆様による「紅葉祭」が20日（日）

に開催されました。今年は「茶会」、フラワーデザイン・書
道・生け花の「作品展示コーナー」、ゴスペル・民謡・社交ダンス・フラ
ダンスの「講座・クラブ発表会」が行われました。日ごろの活動の内容を
披露することで、地域の方々がお互いの新たな一面を知ることができるい
い機会となりました。

シ
リ
ー
ズ
ご
み
焼
却
場
の
今
と
今
後

　日量あたりの減少量目標値3.6tに比べて、10月末日までの日量あたりの減少量は、
1.41ｔでした。目標値まで約2ｔ減量できるように、頑張りましょう！
（日量あたりの減少量を出すにあたり、ひと月あたりの可燃物搬入日数を一律で25日間としています。）

シリーズ　ごみ焼却場の今と今後 問い合わせ　環境課（☎内線251）

見える化
令和４年４月～10月末日までの可燃物搬入量　　　　  7,650.96ｔ
前年同期比及び増減率　　　　　　　　　　　　　　 -247.11t(-3.13%)
日量あたりの減少量（目標値は3.6ｔ） 　　　　　　　　　 　　 1.41ｔ

　今回は、ごみ焼却施設の役割について、お伝えします。
　ごみ焼却施設の役割として、一般的によく耳にするのは、生活環境
の保全、公衆衛生の向上・確保です。ごみ焼却施設のおかけで家庭から
出されるごみや事業活動の中で出されるごみが町にあふれることなく、
衛生的に生活を送ることができます。また、ごみ焼却施設に集約した
ごみを適切に衛生的に処理することにより公害の防止も図られています。
　もう1つ重要な役割となるのが、災害時の廃棄物の処理です。災害時には、避難が必要でない世
帯からは生活ごみ、避難所からは避難所ごみ、仮設トイレ等からはし尿、被災家屋からは片付けご
みが発生することになります。それらの災害廃棄物の継続的かつ確実な処理が重要であり、早期復
興を図る上でも重要な役割を担っています。
　また、近年では、ごみ焼却施設に多面的な価値を創出する考え方もあります。住民が見える位置
にごみ焼却施設を建設することで、ごみや環境に対する意識を高めたり、環境学習を行う拠点とし
ての活用を図ったり、海外では、「ごみを焼却する施設」ではなく、「エネルギーを創出する施設 (熱
エネルギー等 )」と捉える傾向もあります。
　これまで一般的に抱かれていたごみ焼却施設のイメージは、「ごみ焼却施設 =汚い・臭いなどの迷
惑施設」というのが大半かもしれませんが、技術的にデメリットを解消し、更に、多面的な価値創
出の可能性を考えていくことで、「ごみ焼却施設=迷惑施設」ではなくなるのです。
　身近にごみ焼却施設があることは住民サービスの充実だけでなく、それ以上の効果を生み出すも
のなのかもしれません。今後、新設されるごみ焼却施設が住民の方から愛される施設となるよう努
めます。

加茂市防災・市民情報配信サービス加茂市防災・市民情報配信サービス加茂市防災・市民情報配信サービス
防災情報などのお知らせがあなたのスマホ・PCに届きます♪

https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/36144.html
▲パソコン（PC）の人はこちらから

▲LINE友だち追加はこちらから
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　税の仕組みと役割について、理解と関心を深めてもらうため作文と標語を募集したところ、作文に中学生から115点、高校生から23点、
合わせて138点、標語に中学生から418点の応募をいただきました。その中から、作文11点、標語14点に次の各賞が贈られました（敬
称略）。受賞作品は加茂市役所１階ロビー、加茂市立図書館に12月末まで掲示します。 問税務課　☎内線121

問 総務課　政策推進室　（☎内線３２７）
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Theme2 まちなかステイソウゾウプロジェクト【日時】
【会場】
【対象】中学生以上
【定員】40名

～ソフトでも♪ハードでも♪
　　　　　　　　　 まちのデザインしてみませんか？～

空き地や空き家、空き店舗をつかって
こんなことができたらいいな！
商店街の魅力をもっと多くの人に伝えたい！
スマホを使って気軽に撮影・口コミを発信するには？
まちなかを盛り上げる方法を考えよう！

1月28日 ㈯ 13：30～
山重・山の蔵

参加申込みはこちらから→

https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/55949.html

「かもＭＩＲＡＩカフェ」は、 これからの加茂を
「どんなまちにしたいか」 それを実現するためにはどうし
たら良いかをみんなで考え話し合う活動です。 第二部は、
第一部「語るカフェ」 で出てきたまちづくりのキーワード
を結び、 ３つのテーマでプロジェクトを発足！
　点と点を結び出来た新しいワクワクのカタチを一緒に
作ってみませんか。

第一部語るカフェ
の様子はこちら
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美人の湯ななたに食堂新レシピ「美人ピザ」発表会（11/29）
　加茂七谷温泉美人の湯ななたに食堂の新レシ
ピ「美人ピザ」（玄米ピザ）が、29日（火）に関
係者に公開されました。
　今までもピザのメニューはありましたが、今
回新たに玄米を生地に練りこみ、地元七谷産の
自然薯やヤーコンなど、地元食材を使うことで、
からだにやさしくカリッとした食感の美味しい
ピザに仕上がっています。

令和４年度　道路除雪感謝状贈呈式（11/30）
　長年にわたり市道の道路除雪に従事された方へ感謝状の贈呈式が
30日（水）に行われました。贈呈を受けたのは以下の方々です。
西山久雄さん（(株 )渡辺建材）　　齋藤直人さん（(株 )山本建材）
中村長雄さん（南蒲原森林組合）　織田義己さん（小柳建設 (株 )）

冬鳥越スキーガーデン安全祈願祭（12/3）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　12月３日（土）午前10時から冬鳥越スキーガーデンで
　　　　　　　　　　　　　　　　　加茂スキークラブ主催のスキー場安全祈願祭が行われました。
　あいさつで市長は「（祈願祭）この時期になると雪の降り方が気になるようになってきました、来
週にはリフトの設置も行われ、駐車場整備など準備も済み、あとは雪が降るのを願うだけです。（関
係者の皆様には）スキーガーデンの運営にお力添えをお願いします」と話しました。
　加茂スキークラブの新会長山﨑さんは「（前日の降雪で真っ白になったゲレンデを見て）久しぶり
に雪が降った祈願祭になりました。スキークラブでは冬鳥越で
ホリデースキー教室やシニア教室を計画している、また、下越
の大会等への活動も行っていきます。そして、今シーズンも安
全に運営できるようしていきたい」と意気込みを語っていました。
　いよいよ、ウインタースポーツの季節到来です。

【有料広告】 【有料広告】
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←右が今回開発した玄
米ピザ生地。従来の生
地と比べるとカリッと
した触感。

じ ね ん じ ょ美人ピザ 980 円（税込）
・ななたに食堂の大人気ピザ。
２～３名様で召し上がってく
ださい！

←駐車場の舗装もバッチリです

五番町商店街振興組合
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小中学校適正規模等検討委員会から答申（11/10）
　加茂市立小中学校適正規模等検討委員会（令和３年８月
発足）で、教育環境などの基本的な方向性を取りまとめ
た答申を10日（木）、委員会会長の遠藤英和さん（新潟大
学大学院特任教授）が山川教育長へ手渡しました。今後
はこの答申を踏まえ、教育委員会と加茂市が一丸となっ
て教育環境の整備に取り組んでいきます。

災害時における法律相談業務、空家等対策の推進の協定を締結（11/17）
　加茂市は17日（木）、災害時における法律相談業務に関する
協定と、空家等対策の推進に関する連携協定を、新潟県弁護士
会様と結びました。
　災害時における法律相談業務に関する協定は、災害時に被災
者の速やかな生活再建を図ることを目的としています。また、
空家等対策の推進に関する連携協定は、空家等に関して総合的
な対策を推進するためのものです。
　協定により新潟県弁護士会と加茂市は、市民の皆さまが安心・
安全に暮らせるまちづくりを進めます。

【有料広告】

勤少ホーム紅葉祭（11/20）
勤労青少年ホームの利用者の皆様による「紅葉祭」が20日（日）

に開催されました。今年は「茶会」、フラワーデザイン・書
道・生け花の「作品展示コーナー」、ゴスペル・民謡・社交ダンス・フラ
ダンスの「講座・クラブ発表会」が行われました。日ごろの活動の内容を
披露することで、地域の方々がお互いの新たな一面を知ることができるい
い機会となりました。

シ
リ
ー
ズ
ご
み
焼
却
場
の
今
と
今
後

　日量あたりの減少量目標値3.6tに比べて、10月末日までの日量あたりの減少量は、
1.41ｔでした。目標値まで約2ｔ減量できるように、頑張りましょう！
（日量あたりの減少量を出すにあたり、ひと月あたりの可燃物搬入日数を一律で25日間としています。）

シリーズ　ごみ焼却場の今と今後 問い合わせ　環境課（☎内線251）

見える化
令和４年４月～10月末日までの可燃物搬入量　　　　  7,650.96ｔ
前年同期比及び増減率　　　　　　　　　　　　　　 -247.11t(-3.13%)
日量あたりの減少量（目標値は3.6ｔ） 　　　　　　　　　 　　 1.41ｔ

　今回は、ごみ焼却施設の役割について、お伝えします。
　ごみ焼却施設の役割として、一般的によく耳にするのは、生活環境
の保全、公衆衛生の向上・確保です。ごみ焼却施設のおかけで家庭から
出されるごみや事業活動の中で出されるごみが町にあふれることなく、
衛生的に生活を送ることができます。また、ごみ焼却施設に集約した
ごみを適切に衛生的に処理することにより公害の防止も図られています。
　もう1つ重要な役割となるのが、災害時の廃棄物の処理です。災害時には、避難が必要でない世
帯からは生活ごみ、避難所からは避難所ごみ、仮設トイレ等からはし尿、被災家屋からは片付けご
みが発生することになります。それらの災害廃棄物の継続的かつ確実な処理が重要であり、早期復
興を図る上でも重要な役割を担っています。
　また、近年では、ごみ焼却施設に多面的な価値を創出する考え方もあります。住民が見える位置
にごみ焼却施設を建設することで、ごみや環境に対する意識を高めたり、環境学習を行う拠点とし
ての活用を図ったり、海外では、「ごみを焼却する施設」ではなく、「エネルギーを創出する施設 (熱
エネルギー等 )」と捉える傾向もあります。
　これまで一般的に抱かれていたごみ焼却施設のイメージは、「ごみ焼却施設 =汚い・臭いなどの迷
惑施設」というのが大半かもしれませんが、技術的にデメリットを解消し、更に、多面的な価値創
出の可能性を考えていくことで、「ごみ焼却施設=迷惑施設」ではなくなるのです。
　身近にごみ焼却施設があることは住民サービスの充実だけでなく、それ以上の効果を生み出すも
のなのかもしれません。今後、新設されるごみ焼却施設が住民の方から愛される施設となるよう努
めます。

加茂市防災・市民情報配信サービス加茂市防災・市民情報配信サービス加茂市防災・市民情報配信サービス
防災情報などのお知らせがあなたのスマホ・PCに届きます♪

https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/36144.html
▲パソコン（PC）の人はこちらから

▲LINE友だち追加はこちらから
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総
　
体
　
結
　
果

期
　日

11
月
13
日
（
日
）

会
　場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

【
シ
ン
グ
ル
ス
】

▼
高
校
一
般
男
子
Ａ
ク
ラ
ス
①
矢
部
童

夢
（
葵
中
）
②
渡
辺
匠
（
加
茂
農
林
）

▼
高
校
一
般
男
子
Ｂ
ク
ラ
ス
①
中
山
春

紀
（
加
茂
農
林
）
②
佐
藤
偉
大
（
加
茂

農
林
）
③
田
中
颯
（
加
茂
農
林
）
▼
高

校
一
般
男
子
Ｃ
ク
ラ
ス
①
小
野
新
（
加

茂
農
林
）
②
鈴
木
緑
斗
（
加
茂
農
林
）

③
藤
田
優
（
加
茂
農
林
）
▼
高
校
一
般

女
子
Ｂ
ク
ラ
ス
①
遠
藤
愛
心
（
加
茂
農

林
）
②
青
柳
心
美
（
三
条
東
）
▼
高
校

一
般
女
子
Ｃ
ク
ラ
ス
①
井
上
美
夕
（
加

茂
高
）
②
小
柳
千
紘
（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
）
③
大

桃
唯
希
那
（
加
茂
農
林
）
、
五
十
嵐
陽

菜
（
加
茂
農
林
）
▼
小
学
生
男
子
①
朝

日
誠
大
（
石
川
小
）
②
上
杉
悠
人
（
石

川
小
）
③
川
田
颯
佑
（
南
小
）
、
金
子

智
弥
（
石
川
小
）
▼
小
学
生
女
子
①
伊

丹
梨
子
（
石
川
小
）
②
関
根
真
心
（
下

条
小
）
③
飯
岡
柚
里
（
南
小
）
、
小
柳

穂
乃
佳
（
南
小
）

【
ダ
ブ
ル
ス
】

▼
高
校
一
般
男
子
Ａ
ク
ラ
ス
①
下
村
英

輝
・
志
田
邦
宏
（
春
一
番
）
②
坂
上
勝

志
・
若
林
楓
（
春
一
番
）
③
矢
部
哲

成
・
矢
部
童
夢
（
春
一
番
）
▼
高
校
一

般
男
子
Ｂ
ク
ラ
ス
①
渡
辺
匠
・
中
山
春

紀
②
丸
山
崇
志
・
金
子
昌
則
（
Ｋ
Ｂ

Ｓ
）
③
斉
藤
幸
夫
・
中
村
隆
夫
（
Ｋ
Ｂ

Ｓ
）
、
若
月
大
空
・
清
水
一
宏
（
Ａ
Ｏ

Ｉ
）
▼
高
校
一
般
男
子
Ｃ
ク
ラ
ス
①
阿

部
光
雄
・
藤
井
正
樹
（
青
海
ク
ラ
ブ
②

佐
野
世
那
・
本
間
陽
大
（
加
茂
高
）
③

保
坂
裕
一
・
皆
川
晃
靖
（
あ
ひ
る
の

会
）
、
小
柳
伸
介
・
小
池
和
也
（
Ｋ
Ｂ

Ｓ
）
▼
高
校
一
般
女
子
Ａ
Ｂ
ク
ラ
ス
①

南
澤
円
・
太
田
彩
花
（
春
一
番
）
②
丸

山
潤
子
・
迚
野
和
佳
子
（
春
一
番
・
Ａ

Ｏ
Ｉ
）
③
中
名
林
百
合
子
・
泉
田
亮
子

（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
）
、
小
池
歩
美
・
青
柳
美
和

子
（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
）
▼
高
校
一
般
女
子
Ｃ
ク

ラ
ス
①
佐
々
木
智
子
・
松
永
保
恵
（
Ａ

Ｏ
Ｉ
）
②
井
上
美
夕
・
坂
井
邦
江
（
加

茂
高
）
③
田
下
恭
子
・
番
場
由
美
子

（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
）
、
林
智
尋
・
野
崎
幸
子

（
Ａ
Ｏ
Ｉ
）
▼
ミ
ッ
ク
ス
Ｂ
ク
ラ
ス
①

坂
上
勝
志
・
南
澤
円
②
若
林
楓
・
太
田

彩
花
③
矢
部
哲
成
・
荒
牧
紀
世
美
（
春

一
番
）
、
柳
生
田
亘
・
迚
野
和
佳
子

（
春
一
番
）
▼
ミ
ッ
ク
ス
Ｃ
ク
ラ
ス
①

中
村
隆
史
・
泉
田
亮
子
（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
）
②

斉
藤
幸
夫
・
田
下
恭
子
③
清
水
一
宏
・

佐
々
木
智
子
、
小
栁
伸
介
・
青
柳
美
和

子
▼
小
学
生
男
子
①
上
杉
悠
人
・
朝
日

誠
大
②
亀
山
颯
大
・
川
田
颯
佑
（
石
川

小
・
南
小
）
▼
小
学
生
女
子
①
飯
岡
柚

里
・
関
根
真
心
②
伊
丹
梨
子
・
小
島
夢

美
（
石
川
小
）

第
65
回
　

　
　
総
体
結
果

　
　
　
　
柔
道

期
　日

10
月
23
日
（
日
）

会
　場
　
下
条
体
育
セ
ン
タ
ー

【
個
人
戦
】

▼
小
学
４
年
生
以
下
の
部
①
関
策
太
朗

②
髙
山
倫
子
③
中
野
翼

▼
中
学
生
、
小
学
５
・
６
年
生
の
部
①

石
附
龍
晴
②
髙
橋
昊
太
郎
③
髙
山
芽
生

子【
紅
白
戦
】
（
演
武
）

紅
白
と
も
、
２
勝
２
敗
２
分
け
で
引
き

分
け

※

優
秀
選
手
・
最
優
秀
選
手
は
な
し

　
　
　
　
駅
伝
競
走

期
　日

11
月
３
日
（
木
・
祝
）

会
　場
陸
上
競
技
場
周
辺
周
回
コ
ー
ス

　
　
　
　
（
１
区
間
2.4
㎞
コ
ー
ス
）

【
３
区
間
7.2
㎞
コ
ー
ス
】

▼
高
校
一
般
女
子
の
部
①
よ
そ
か
ぜ

Ａ
Ｃ
31
分
８
秒
大
会
新
②
Ｊ
ｒ
．
の

お
母
さ
ん
Ｒ
Ｃ
③
加
茂
ス
キ
ー
ク
ラ

ブ
混
合
１

【
５
区
間
12
㎞
コ
ー
ス
】

▼
小
学
生
の
男
子
の
部
①
加
茂
ジ
ュ
ニ

ア
Ａ
56
分
50
秒
②
加
茂
ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
▼

小
学
生
女
子
の
部
①
加
茂
ジ
ュ
ニ
ア
57

分
48
秒
▼
高
校
一
般
男
子
の
部
①
Ｓ
ｔ

ｒ
ａ
ｖ
ａ
最
速
会
45
分
28
秒
②Fun 

Runners

③
加
茂
農
林
高
校
Ｊ

【
区
間
新
記
録
】

▼
高
校
一
般
女
子
の
部
　
五
十
嵐
美
紀

（
そ
よ
か
ぜ
Ａ
Ｃ
　
第
１
区
間
９
分
20

秒
）
、
番
場
芽
衣
（
そ
よ
か
ぜ
Ａ
Ｃ
　

第
２
区
間
10
分
１
秒
）
▼
小
学
生
女
子

の
部
　
土
田
琴
音
（
加
茂
ジ
ュ
ニ
ア
第

１
区
間
10
分
53
秒
）

【
区
間
タ
イ
記
録
】

▼
小
学
生
男
子
の
部
　
佐
藤
大
（
加
茂

ジ
ュ
ニ
ア
Ａ
　
第
４
区
間
10
分
18
秒
）

▼
小
学
生
女
子
の
部
　
芦
田
優
奈
（
加

茂
ジ
ュ
ニ
ア
　
第
５
区
間
11
分
37
秒
）

　
　
　
　
サ
ッ
カ
ー

　
　
　
　
（
小
学
生
U

-

9
の
部
）

期
　日

11
月
３
日
（
木
・
祝
）

会
　場
　
加
茂
市
サ
ッ
カ
ー
場

①
レ
ア
ル
加
茂
Ｆ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

②
三
条
Ｓ
Ｓ
Ｓ
③
Ｊ
ド
リ
ー
ム
三
条

　
　
　
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
市
役
所
の
年
末
年
始
の
休
み
は
次
の

と
お
り
で
す
。
12
月
28
日
（
水
）
が
仕

事
納
め
と
な
り
、
一
般
事
務
は
29
日

（
木
）
か
ら
１
月
３
日
（
火
）
ま
で
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

12
月
29
日
（
木
）
、
30
日
（
金
）
は

市
役
所
市
民
課
、
税
務
課
、
会
計
課
で

各
種
証
明
書
発
行
や
印
鑑
登
録
事
務
な

12
月
31
日
（
土
）
か
ら
１
月
３
日

（
火
）
ま
で
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
清
掃
セ
ン
タ
ー
も
休
み
ま
す
。
ご

み
の
直
接
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
急
な
届
け
出
は
「
管
理
室
」
へ

　
休
日
で
も
死
亡
届
な
ど
の
急
な
届
け

出
は
、
管
理
室
（
市
役
所
通
用
口
わ

き
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

ど
の
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
業

務
（
申
請
、
受
け
取
り
、
ポ
イ
ン
ト
手

続
き
）
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
新
年
の
市
役
所
仕
事
始
め
は
１
月
４

日
（
水
）
に
な
り
ま
す
。

■
ご
み
収
集
等

　
ご
み
の
収
集
・
し
尿
汲
み
取
り
は
、

年
末
年
始
の

　
　
市
役
所
業
務
と
各
施
設
休
館
日

出
初
式
　
１
月
８
日

文
化
財
防
火
デ
ー

22
日

　
恒
例
の
消
防
出

初
式
と
文
化
財
防

火
デ
ー
放
水
訓
練

を
開
催
し
ま
す
。

　
ご
観
覧
の
際

は
、
感
染
対
策
を

と
っ
て
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
型
感

染
症
の
状
況
に
よ
り
内
容
変
更
の
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
消
防
出
初
式

実
施
日
　
１
月
８
日
（
日
）

内
容
／
時
間
　▼
式
　典
　
午
前
10
時

〜
10
時
40
分
／
市
民
体
育
館

▼
車
両
パ
レ
ー
ド

11
時
10
分
〜
11
時

40
分
／
加
茂
駅
前
〜
穀
町
〜
本
町

▼
放
水
訓
練

11
時
40
分
〜
正
午
／
加

茂
川
河
川
敷
（
小
型
ポ
ン
プ
、
ポ
ン
プ

車
に
よ
る
一
斉
放
水
）

※

放
水
訓
練
で
は
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し

ま
す
。
付
近
住
民
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
文
化
財
防
火
デ
ー
放
水
訓
練

　
毎
年
１
月
26
日
は
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
で
す
。

　
文
化
財
防
火

デ
ー
は
昭
和
24

年
１
月
26
日
に

法
隆
寺
の
金
堂

が
炎
上
し
、
壁

画
が
焼
損
し
た

こ
と
を
契
機
に

制
定
さ
れ
ま
し

た
。
消
防
団
・
消
防
署
で
は
、
文
化
財

保
護
の
啓
蒙
や
地
域
の
文
化
財
を
火
災

か
ら
守
る
た
め
、
放
水
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。

日
　時
　
１
月
22
日
（
日
）
午
前
８
時

45
分
〜
９
時
20
分

場
　所
　
法
音
寺
（
下
条
）

※

訓
練
時
、
付
近
住
民
の
皆
様
に
は
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
（
☎

52

－

１
７
７
０
）

年末年始　各施設の休館日一覧

28
水
29
木
30
金
31
土
１
日
２
月
３
火
４
水

温水プール 休

BBC
※12月31日から1月3日の営業時間は午前11時～午
後3時30分です。

加茂七谷温泉 美人の湯
※１月１日の営業時間は午前11時～午後７時（最
終入館は午後６時）です。

市民課、税務課、会計課、清掃セン
ター

休 休

          　　　        　　月　日
施設名など

12月 １月

市役所、旅券（パスポート）、マイナ
ンバー事務業務、公民館・市民体育館
勤労青少年ホーム、産業センター、上
条 乳幼児あそびの広場、須田 憩いと
遊びの広場、病児保育園、勤労者体育
センター、下条体育センター、図書館
民俗資料館、地域交流センター、七谷
・中央・上条・下条・北・須田コミセ
ン、かも川荘、ゆきつばき荘、文化会
館、すぱーく加茂

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務
・
出
初
式
ほ
か

休休

休

休

※図書館は12月28日（水）、 1月4日（水）は午後5時
に閉館します。
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【
作
文
　中
学
生
の
部
】

■
三
条
税
務
署
長
賞

「「
税
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
茂
中
学
校
三
年
　
小
林
美
哉
子

■
三
南
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

「
日
本
の
学
習
環
境
と
税
金
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葵
中
学
校
三
年
　
吉
井
　
あ
こ

「
税
金
の
意
義
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
宮
中
学
校
三
年
　
玉
木
　
心
音

「
税
の
歴
史
に
つ
い
て
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
谷
中
学
校
三
年
　
梅
田
ひ
な
の

「
税
金
に
助
け
ら
れ
て
い
る
私
と
あ
な
た
」　
　
　
　
　
須
田
中
学
校
三
年
　
渡
邉
ひ
な
た

■
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
中
学
生
と
税
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
茂
中
学
校
三
年
　
齋
藤
　
美
優

「
教
育
と
世
界
の
子
供
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葵
中
学
校
三
年
　
松
原
　
実
咲

「
税
の
大
切
さ
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
宮
中
学
校
三
年
　
渡
部
　
美
天

「
税
金
に
感
謝
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
谷
中
学
校
三
年
　
菊
田
　
涼
音

【
作
文
　高
校
生
の
部
】

■
三
条
税
務
署
長
賞

「
税
金
の
使
わ
れ
方
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
茂
暁
星
高
等
学
校
二
年
　
吉
田
　
未
明

■
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
世
の
中
に
」　
　
　
　
　
　
　
加
茂
暁
星
高
等
学
校
二
年
　
大
森
　
美
咲

【
中
学
生
標
語
の
部
】

■
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
税
が
生
む
笑
顔
あ
ふ
れ
る
今
と
未
来
」　
　
　
　
　  

加
茂
中
学
校
一
年   

濱
屋   

結
衣

「
僕
た
ち
も
知
ろ
う
学
ぼ
う
税
金
を
」　
　
　
　
　
　
　
加
茂
中
学
校
二
年   

大
野   

萌
花

「
納
税
で
広
が
る
未
来
と
芽
生
え
る
責
任
感
」　
　
　  

加
茂
中
学
校
三
年   

塩
野   

恭
加

「
支
え
合
お
う
正
し
い
納
税
明
る
い
未
来
」　
　
　
　  

　
葵
中
学
校
一
年   

大
関   

栞
奈

「
明
日
の
た
め
今
か
ら
学
ぼ
う
税
の
こ
と
」　
　
　
　     

葵
中
学
校
二
年   

林
田
和
佳
奈

「
税
金
で
み
ん
な
の
暮
ら
し
に
彩
り
を
」　
　
　
　
　  

　
葵
中
学
校
三
年   

田
村

椿

「
消
費
税
ぼ
く
で
も
で
き
る
納
税
だ
」　
　
　
　
　
　  

若
宮
中
学
校
一
年   

吉
澤   

旺
太

「
税
納
め
未
来
へ
架
け
橋
つ
く
っ
て
い
く
」　
　
　
　  

若
宮
中
学
校
二
年   

篠
原   

杏
奈

「
国
を
支
え
る
消
費
税
僕
に
も
で
き
る
社
会
貢
献
」　
　
若
宮
中
学
校
三
年   

桑
原   

貫
多

「
好
き
な
物
買
う
だ
け
で
み
ん
な
の
役
に
立
つ
の
は
消
費
税
」
七
谷
中
学
校
一
年  

鶴
巻   

日
菜

「
税
金
で
な
り
た
つ
私
た
ち
の
暮
ら
し
」　
　
　
　
　
　
七
谷
中
学
校
二
年   

小
柳
あ
か
り

「
税
の
こ
と
学
ん
で
そ
し
て
身
に
つ
け
よ
う
」　
　
　
　
須
田
中
学
校
一
年
　
小
林
由
里
菜

「
切
り
開
く
身
近
な
税
が
未
来
へ
と
」　
　
　
　
　
　  

須
田
中
学
校
二
年
　
関
川   

華
咲

「
広
め
よ
う
税
の
意
義
と
必
要
性
」　
　
　
　
　
　
　  

須
田
中
学
校
三
年
　
小
野   

倖
平

　税の仕組みと役割について、理解と関心を深めてもらうため作文と標語を募集したところ、作文に中学生から115点、高校生から23点、
合わせて138点、標語に中学生から418点の応募をいただきました。その中から、作文11点、標語14点に次の各賞が贈られました（敬
称略）。受賞作品は加茂市役所１階ロビー、加茂市立図書館に12月末まで掲示します。 問税務課　☎内線121

問 総務課　政策推進室　（☎内線３２７）

税
に
関
す
る
作
文
・
標
語
　加茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会

Theme2 まちなかステイソウゾウプロジェクト【日時】
【会場】
【対象】中学生以上
【定員】40名

～ソフトでも♪ハードでも♪
　　　　　　　　　 まちのデザインしてみませんか？～

空き地や空き家、空き店舗をつかって
こんなことができたらいいな！
商店街の魅力をもっと多くの人に伝えたい！
スマホを使って気軽に撮影・口コミを発信するには？
まちなかを盛り上げる方法を考えよう！

1月28日 ㈯ 13：30～
山重・山の蔵

参加申込みはこちらから→

https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/55949.html

「かもＭＩＲＡＩカフェ」は、 これからの加茂を
「どんなまちにしたいか」 それを実現するためにはどうし
たら良いかをみんなで考え話し合う活動です。 第二部は、
第一部「語るカフェ」 で出てきたまちづくりのキーワード
を結び、 ３つのテーマでプロジェクトを発足！
　点と点を結び出来た新しいワクワクのカタチを一緒に
作ってみませんか。

第一部語るカフェ
の様子はこちら

税
に
関
す
る
作
文
・
標
語
、
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
カ
フ
ェ

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

美人の湯ななたに食堂新レシピ「美人ピザ」発表会（11/29）
　加茂七谷温泉美人の湯ななたに食堂の新レシ
ピ「美人ピザ」（玄米ピザ）が、29日（火）に関
係者に公開されました。
　今までもピザのメニューはありましたが、今
回新たに玄米を生地に練りこみ、地元七谷産の
自然薯やヤーコンなど、地元食材を使うことで、
からだにやさしくカリッとした食感の美味しい
ピザに仕上がっています。

令和４年度　道路除雪感謝状贈呈式（11/30）
　長年にわたり市道の道路除雪に従事された方へ感謝状の贈呈式が
30日（水）に行われました。贈呈を受けたのは以下の方々です。
西山久雄さん（(株 )渡辺建材）　　齋藤直人さん（(株 )山本建材）
中村長雄さん（南蒲原森林組合）　織田義己さん（小柳建設 (株 )）

冬鳥越スキーガーデン安全祈願祭（12/3）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　12月３日（土）午前10時から冬鳥越スキーガーデンで
　　　　　　　　　　　　　　　　　加茂スキークラブ主催のスキー場安全祈願祭が行われました。
　あいさつで市長は「（祈願祭）この時期になると雪の降り方が気になるようになってきました、来
週にはリフトの設置も行われ、駐車場整備など準備も済み、あとは雪が降るのを願うだけです。（関
係者の皆様には）スキーガーデンの運営にお力添えをお願いします」と話しました。
　加茂スキークラブの新会長山﨑さんは「（前日の降雪で真っ白になったゲレンデを見て）久しぶり
に雪が降った祈願祭になりました。スキークラブでは冬鳥越で
ホリデースキー教室やシニア教室を計画している、また、下越
の大会等への活動も行っていきます。そして、今シーズンも安
全に運営できるようしていきたい」と意気込みを語っていました。
　いよいよ、ウインタースポーツの季節到来です。

【有料広告】 【有料広告】

第二部
　結ぶカ

フェ第二部
結ぶカフ

ェ

←右が今回開発した玄
米ピザ生地。従来の生
地と比べるとカリッと
した触感。

じ ね ん じ ょ美人ピザ 980 円（税込）
・ななたに食堂の大人気ピザ。
２～３名様で召し上がってく
ださい！

←駐車場の舗装もバッチリです

五番町商店街振興組合
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総
　
体
　
結
　
果

期
　日

11
月
13
日
（
日
）

会
　場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

【
シ
ン
グ
ル
ス
】

▼
高
校
一
般
男
子
Ａ
ク
ラ
ス
①
矢
部
童

夢
（
葵
中
）
②
渡
辺
匠
（
加
茂
農
林
）

▼
高
校
一
般
男
子
Ｂ
ク
ラ
ス
①
中
山
春

紀
（
加
茂
農
林
）
②
佐
藤
偉
大
（
加
茂

農
林
）
③
田
中
颯
（
加
茂
農
林
）
▼
高

校
一
般
男
子
Ｃ
ク
ラ
ス
①
小
野
新
（
加

茂
農
林
）
②
鈴
木
緑
斗
（
加
茂
農
林
）

③
藤
田
優
（
加
茂
農
林
）
▼
高
校
一
般

女
子
Ｂ
ク
ラ
ス
①
遠
藤
愛
心
（
加
茂
農

林
）
②
青
柳
心
美
（
三
条
東
）
▼
高
校

一
般
女
子
Ｃ
ク
ラ
ス
①
井
上
美
夕
（
加

茂
高
）
②
小
柳
千
紘
（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
）
③
大

桃
唯
希
那
（
加
茂
農
林
）
、
五
十
嵐
陽

菜
（
加
茂
農
林
）
▼
小
学
生
男
子
①
朝

日
誠
大
（
石
川
小
）
②
上
杉
悠
人
（
石

川
小
）
③
川
田
颯
佑
（
南
小
）
、
金
子

智
弥
（
石
川
小
）
▼
小
学
生
女
子
①
伊

丹
梨
子
（
石
川
小
）
②
関
根
真
心
（
下

条
小
）
③
飯
岡
柚
里
（
南
小
）
、
小
柳

穂
乃
佳
（
南
小
）

【
ダ
ブ
ル
ス
】

▼
高
校
一
般
男
子
Ａ
ク
ラ
ス
①
下
村
英

輝
・
志
田
邦
宏
（
春
一
番
）
②
坂
上
勝

志
・
若
林
楓
（
春
一
番
）
③
矢
部
哲

成
・
矢
部
童
夢
（
春
一
番
）
▼
高
校
一

般
男
子
Ｂ
ク
ラ
ス
①
渡
辺
匠
・
中
山
春

紀
②
丸
山
崇
志
・
金
子
昌
則
（
Ｋ
Ｂ

Ｓ
）
③
斉
藤
幸
夫
・
中
村
隆
夫
（
Ｋ
Ｂ

Ｓ
）
、
若
月
大
空
・
清
水
一
宏
（
Ａ
Ｏ

Ｉ
）
▼
高
校
一
般
男
子
Ｃ
ク
ラ
ス
①
阿

部
光
雄
・
藤
井
正
樹
（
青
海
ク
ラ
ブ
②

佐
野
世
那
・
本
間
陽
大
（
加
茂
高
）
③

保
坂
裕
一
・
皆
川
晃
靖
（
あ
ひ
る
の

会
）
、
小
柳
伸
介
・
小
池
和
也
（
Ｋ
Ｂ

Ｓ
）
▼
高
校
一
般
女
子
Ａ
Ｂ
ク
ラ
ス
①

南
澤
円
・
太
田
彩
花
（
春
一
番
）
②
丸

山
潤
子
・
迚
野
和
佳
子
（
春
一
番
・
Ａ

Ｏ
Ｉ
）
③
中
名
林
百
合
子
・
泉
田
亮
子

（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
）
、
小
池
歩
美
・
青
柳
美
和

子
（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
）
▼
高
校
一
般
女
子
Ｃ
ク

ラ
ス
①
佐
々
木
智
子
・
松
永
保
恵
（
Ａ

Ｏ
Ｉ
）
②
井
上
美
夕
・
坂
井
邦
江
（
加

茂
高
）
③
田
下
恭
子
・
番
場
由
美
子

（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
）
、
林
智
尋
・
野
崎
幸
子

（
Ａ
Ｏ
Ｉ
）
▼
ミ
ッ
ク
ス
Ｂ
ク
ラ
ス
①

坂
上
勝
志
・
南
澤
円
②
若
林
楓
・
太
田

彩
花
③
矢
部
哲
成
・
荒
牧
紀
世
美
（
春

一
番
）
、
柳
生
田
亘
・
迚
野
和
佳
子

（
春
一
番
）
▼
ミ
ッ
ク
ス
Ｃ
ク
ラ
ス
①

中
村
隆
史
・
泉
田
亮
子
（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
）
②

斉
藤
幸
夫
・
田
下
恭
子
③
清
水
一
宏
・

佐
々
木
智
子
、
小
栁
伸
介
・
青
柳
美
和

子
▼
小
学
生
男
子
①
上
杉
悠
人
・
朝
日

誠
大
②
亀
山
颯
大
・
川
田
颯
佑
（
石
川

小
・
南
小
）
▼
小
学
生
女
子
①
飯
岡
柚

里
・
関
根
真
心
②
伊
丹
梨
子
・
小
島
夢

美
（
石
川
小
）

第
65
回
　

　
　
総
体
結
果

　
　
　
　
柔
道

期
　日

10
月
23
日
（
日
）

会
　場
　
下
条
体
育
セ
ン
タ
ー

【
個
人
戦
】

▼
小
学
４
年
生
以
下
の
部
①
関
策
太
朗

②
髙
山
倫
子
③
中
野
翼

▼
中
学
生
、
小
学
５
・
６
年
生
の
部
①

石
附
龍
晴
②
髙
橋
昊
太
郎
③
髙
山
芽
生

子【
紅
白
戦
】
（
演
武
）

紅
白
と
も
、
２
勝
２
敗
２
分
け
で
引
き

分
け

※

優
秀
選
手
・
最
優
秀
選
手
は
な
し

　
　
　
　
駅
伝
競
走

期
　日

11
月
３
日
（
木
・
祝
）

会
　場
陸
上
競
技
場
周
辺
周
回
コ
ー
ス

　
　
　
　
（
１
区
間
2.4
㎞
コ
ー
ス
）

【
３
区
間
7.2
㎞
コ
ー
ス
】

▼
高
校
一
般
女
子
の
部
①
よ
そ
か
ぜ

Ａ
Ｃ
31
分
８
秒
大
会
新
②
Ｊ
ｒ
．
の

お
母
さ
ん
Ｒ
Ｃ
③
加
茂
ス
キ
ー
ク
ラ

ブ
混
合
１

【
５
区
間
12
㎞
コ
ー
ス
】

▼
小
学
生
の
男
子
の
部
①
加
茂
ジ
ュ
ニ

ア
Ａ
56
分
50
秒
②
加
茂
ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
▼

小
学
生
女
子
の
部
①
加
茂
ジ
ュ
ニ
ア
57

分
48
秒
▼
高
校
一
般
男
子
の
部
①
Ｓ
ｔ

ｒ
ａ
ｖ
ａ
最
速
会
45
分
28
秒
②Fun 

Runners

③
加
茂
農
林
高
校
Ｊ

【
区
間
新
記
録
】

▼
高
校
一
般
女
子
の
部
　
五
十
嵐
美
紀

（
そ
よ
か
ぜ
Ａ
Ｃ
　
第
１
区
間
９
分
20

秒
）
、
番
場
芽
衣
（
そ
よ
か
ぜ
Ａ
Ｃ
　

第
２
区
間
10
分
１
秒
）
▼
小
学
生
女
子

の
部
　
土
田
琴
音
（
加
茂
ジ
ュ
ニ
ア
第

１
区
間
10
分
53
秒
）

【
区
間
タ
イ
記
録
】

▼
小
学
生
男
子
の
部
　
佐
藤
大
（
加
茂

ジ
ュ
ニ
ア
Ａ
　
第
４
区
間
10
分
18
秒
）

▼
小
学
生
女
子
の
部
　
芦
田
優
奈
（
加

茂
ジ
ュ
ニ
ア
　
第
５
区
間
11
分
37
秒
）

　
　
　
　
サ
ッ
カ
ー

　
　
　
　
（
小
学
生
U

-

9
の
部
）

期
　日

11
月
３
日
（
木
・
祝
）

会
　場
　
加
茂
市
サ
ッ
カ
ー
場

①
レ
ア
ル
加
茂
Ｆ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

②
三
条
Ｓ
Ｓ
Ｓ
③
Ｊ
ド
リ
ー
ム
三
条

　
　
　
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
市
役
所
の
年
末
年
始
の
休
み
は
次
の

と
お
り
で
す
。
12
月
28
日
（
水
）
が
仕

事
納
め
と
な
り
、
一
般
事
務
は
29
日

（
木
）
か
ら
１
月
３
日
（
火
）
ま
で
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

12
月
29
日
（
木
）
、
30
日
（
金
）
は

市
役
所
市
民
課
、
税
務
課
、
会
計
課
で

各
種
証
明
書
発
行
や
印
鑑
登
録
事
務
な

12
月
31
日
（
土
）
か
ら
１
月
３
日

（
火
）
ま
で
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
清
掃
セ
ン
タ
ー
も
休
み
ま
す
。
ご

み
の
直
接
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
急
な
届
け
出
は
「
管
理
室
」
へ

　
休
日
で
も
死
亡
届
な
ど
の
急
な
届
け

出
は
、
管
理
室
（
市
役
所
通
用
口
わ

き
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

ど
の
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
業

務
（
申
請
、
受
け
取
り
、
ポ
イ
ン
ト
手

続
き
）
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
新
年
の
市
役
所
仕
事
始
め
は
１
月
４

日
（
水
）
に
な
り
ま
す
。

■
ご
み
収
集
等

　
ご
み
の
収
集
・
し
尿
汲
み
取
り
は
、

年
末
年
始
の

　
　
市
役
所
業
務
と
各
施
設
休
館
日

出
初
式
　
１
月
８
日

文
化
財
防
火
デ
ー

22
日

　
恒
例
の
消
防
出

初
式
と
文
化
財
防

火
デ
ー
放
水
訓
練

を
開
催
し
ま
す
。

　
ご
観
覧
の
際

は
、
感
染
対
策
を

と
っ
て
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
型
感

染
症
の
状
況
に
よ
り
内
容
変
更
の
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
消
防
出
初
式

実
施
日
　
１
月
８
日
（
日
）

内
容
／
時
間
　▼
式
　典
　
午
前
10
時

〜
10
時
40
分
／
市
民
体
育
館

▼
車
両
パ
レ
ー
ド

11
時
10
分
〜
11
時

40
分
／
加
茂
駅
前
〜
穀
町
〜
本
町

▼
放
水
訓
練

11
時
40
分
〜
正
午
／
加

茂
川
河
川
敷
（
小
型
ポ
ン
プ
、
ポ
ン
プ

車
に
よ
る
一
斉
放
水
）

※

放
水
訓
練
で
は
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し

ま
す
。
付
近
住
民
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
文
化
財
防
火
デ
ー
放
水
訓
練

　
毎
年
１
月
26
日
は
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
で
す
。

　
文
化
財
防
火

デ
ー
は
昭
和
24

年
１
月
26
日
に

法
隆
寺
の
金
堂

が
炎
上
し
、
壁

画
が
焼
損
し
た

こ
と
を
契
機
に

制
定
さ
れ
ま
し

た
。
消
防
団
・
消
防
署
で
は
、
文
化
財

保
護
の
啓
蒙
や
地
域
の
文
化
財
を
火
災

か
ら
守
る
た
め
、
放
水
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。

日
　時
　
１
月
22
日
（
日
）
午
前
８
時

45
分
〜
９
時
20
分

場
　所
　
法
音
寺
（
下
条
）

※

訓
練
時
、
付
近
住
民
の
皆
様
に
は
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
（
☎

52

－
１
７
７
０
）

年末年始　各施設の休館日一覧

28
水
29
木
30
金
31
土
１
日
２
月
３
火
４
水

温水プール 休

BBC
※12月31日から1月3日の営業時間は午前11時～午
後3時30分です。

加茂七谷温泉 美人の湯
※１月１日の営業時間は午前11時～午後７時（最
終入館は午後６時）です。

市民課、税務課、会計課、清掃セン
ター

休 休

          　　　        　　月　日
施設名など

12月 １月

市役所、旅券（パスポート）、マイナ
ンバー事務業務、公民館・市民体育館
勤労青少年ホーム、産業センター、上
条 乳幼児あそびの広場、須田 憩いと
遊びの広場、病児保育園、勤労者体育
センター、下条体育センター、図書館
民俗資料館、地域交流センター、七谷
・中央・上条・下条・北・須田コミセ
ン、かも川荘、ゆきつばき荘、文化会
館、すぱーく加茂

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務
・
出
初
式
ほ
か

休休

休

休

※図書館は12月28日（水）、 1月4日（水）は午後5時
に閉館します。
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【
作
文
　中
学
生
の
部
】

■
三
条
税
務
署
長
賞

「「
税
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
茂
中
学
校
三
年
　
小
林
美
哉
子

■
三
南
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

「
日
本
の
学
習
環
境
と
税
金
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葵
中
学
校
三
年
　
吉
井
　
あ
こ

「
税
金
の
意
義
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
宮
中
学
校
三
年
　
玉
木
　
心
音

「
税
の
歴
史
に
つ
い
て
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
谷
中
学
校
三
年
　
梅
田
ひ
な
の

「
税
金
に
助
け
ら
れ
て
い
る
私
と
あ
な
た
」　
　
　
　
　
須
田
中
学
校
三
年
　
渡
邉
ひ
な
た

■
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
中
学
生
と
税
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
茂
中
学
校
三
年
　
齋
藤
　
美
優

「
教
育
と
世
界
の
子
供
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葵
中
学
校
三
年
　
松
原
　
実
咲

「
税
の
大
切
さ
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
宮
中
学
校
三
年
　
渡
部
　
美
天

「
税
金
に
感
謝
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
谷
中
学
校
三
年
　
菊
田
　
涼
音

【
作
文
　高
校
生
の
部
】

■
三
条
税
務
署
長
賞

「
税
金
の
使
わ
れ
方
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
茂
暁
星
高
等
学
校
二
年
　
吉
田
　
未
明

■
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
世
の
中
に
」　
　
　
　
　
　
　
加
茂
暁
星
高
等
学
校
二
年
　
大
森
　
美
咲

【
中
学
生
標
語
の
部
】

■
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
税
が
生
む
笑
顔
あ
ふ
れ
る
今
と
未
来
」　
　
　
　
　  

加
茂
中
学
校
一
年   

濱
屋   

結
衣

「
僕
た
ち
も
知
ろ
う
学
ぼ
う
税
金
を
」　
　
　
　
　
　
　
加
茂
中
学
校
二
年   

大
野   

萌
花

「
納
税
で
広
が
る
未
来
と
芽
生
え
る
責
任
感
」　
　
　  

加
茂
中
学
校
三
年   

塩
野   

恭
加

「
支
え
合
お
う
正
し
い
納
税
明
る
い
未
来
」　
　
　
　  

　
葵
中
学
校
一
年   

大
関   

栞
奈

「
明
日
の
た
め
今
か
ら
学
ぼ
う
税
の
こ
と
」　
　
　
　     

葵
中
学
校
二
年   

林
田
和
佳
奈

「
税
金
で
み
ん
な
の
暮
ら
し
に
彩
り
を
」　
　
　
　
　  

　
葵
中
学
校
三
年   

田
村

椿

「
消
費
税
ぼ
く
で
も
で
き
る
納
税
だ
」　
　
　
　
　
　  

若
宮
中
学
校
一
年   

吉
澤   

旺
太

「
税
納
め
未
来
へ
架
け
橋
つ
く
っ
て
い
く
」　
　
　
　  

若
宮
中
学
校
二
年   

篠
原   

杏
奈

「
国
を
支
え
る
消
費
税
僕
に
も
で
き
る
社
会
貢
献
」　
　
若
宮
中
学
校
三
年   

桑
原   

貫
多

「
好
き
な
物
買
う
だ
け
で
み
ん
な
の
役
に
立
つ
の
は
消
費
税
」
七
谷
中
学
校
一
年  

鶴
巻   

日
菜

「
税
金
で
な
り
た
つ
私
た
ち
の
暮
ら
し
」　
　
　
　
　
　
七
谷
中
学
校
二
年   

小
柳
あ
か
り

「
税
の
こ
と
学
ん
で
そ
し
て
身
に
つ
け
よ
う
」　
　
　
　
須
田
中
学
校
一
年
　
小
林
由
里
菜

「
切
り
開
く
身
近
な
税
が
未
来
へ
と
」　
　
　
　
　
　  

須
田
中
学
校
二
年
　
関
川   

華
咲

「
広
め
よ
う
税
の
意
義
と
必
要
性
」　
　
　
　
　
　
　  

須
田
中
学
校
三
年
　
小
野   

倖
平

　税の仕組みと役割について、理解と関心を深めてもらうため作文と標語を募集したところ、作文に中学生から115点、高校生から23点、
合わせて138点、標語に中学生から418点の応募をいただきました。その中から、作文11点、標語14点に次の各賞が贈られました（敬
称略）。受賞作品は加茂市役所１階ロビー、加茂市立図書館に12月末まで掲示します。 問税務課　☎内線121

問 総務課　政策推進室　（☎内線３２７）

税
に
関
す
る
作
文
・
標
語
　加茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会

Theme2 まちなかステイソウゾウプロジェクト【日時】
【会場】
【対象】中学生以上
【定員】40名

～ソフトでも♪ハードでも♪
　　　　　　　　　 まちのデザインしてみませんか？～

空き地や空き家、空き店舗をつかって
こんなことができたらいいな！
商店街の魅力をもっと多くの人に伝えたい！
スマホを使って気軽に撮影・口コミを発信するには？
まちなかを盛り上げる方法を考えよう！

1月28日 ㈯ 13：30～
山重・山の蔵

参加申込みはこちらから→

https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/55949.html

「かもＭＩＲＡＩカフェ」は、 これからの加茂を
「どんなまちにしたいか」 それを実現するためにはどうし
たら良いかをみんなで考え話し合う活動です。 第二部は、
第一部「語るカフェ」 で出てきたまちづくりのキーワード
を結び、 ３つのテーマでプロジェクトを発足！
　点と点を結び出来た新しいワクワクのカタチを一緒に
作ってみませんか。

第一部語るカフェ
の様子はこちら

税
に
関
す
る
作
文
・
標
語
、
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
カ
フ
ェ

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

美人の湯ななたに食堂新レシピ「美人ピザ」発表会（11/29）
　加茂七谷温泉美人の湯ななたに食堂の新レシ
ピ「美人ピザ」（玄米ピザ）が、29日（火）に関
係者に公開されました。
　今までもピザのメニューはありましたが、今
回新たに玄米を生地に練りこみ、地元七谷産の
自然薯やヤーコンなど、地元食材を使うことで、
からだにやさしくカリッとした食感の美味しい
ピザに仕上がっています。

令和４年度　道路除雪感謝状贈呈式（11/30）
　長年にわたり市道の道路除雪に従事された方へ感謝状の贈呈式が
30日（水）に行われました。贈呈を受けたのは以下の方々です。
西山久雄さん（(株 )渡辺建材）　　齋藤直人さん（(株 )山本建材）
中村長雄さん（南蒲原森林組合）　織田義己さん（小柳建設 (株 )）

冬鳥越スキーガーデン安全祈願祭（12/3）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　12月３日（土）午前10時から冬鳥越スキーガーデンで
　　　　　　　　　　　　　　　　　加茂スキークラブ主催のスキー場安全祈願祭が行われました。
　あいさつで市長は「（祈願祭）この時期になると雪の降り方が気になるようになってきました、来
週にはリフトの設置も行われ、駐車場整備など準備も済み、あとは雪が降るのを願うだけです。（関
係者の皆様には）スキーガーデンの運営にお力添えをお願いします」と話しました。
　加茂スキークラブの新会長山﨑さんは「（前日の降雪で真っ白になったゲレンデを見て）久しぶり
に雪が降った祈願祭になりました。スキークラブでは冬鳥越で
ホリデースキー教室やシニア教室を計画している、また、下越
の大会等への活動も行っていきます。そして、今シーズンも安
全に運営できるようしていきたい」と意気込みを語っていました。
　いよいよ、ウインタースポーツの季節到来です。

【有料広告】 【有料広告】

第二部
　結ぶカ

フェ第二部
結ぶカフ

ェ

←右が今回開発した玄
米ピザ生地。従来の生
地と比べるとカリッと
した触感。

じ ね ん じ ょ美人ピザ 980 円（税込）
・ななたに食堂の大人気ピザ。
２～３名様で召し上がってく
ださい！

←駐車場の舗装もバッチリです

五番町商店街振興組合
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Ｂ
Ｓ
放
送
や
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
通
信
制
大
学
で
す
。

　
心
理
、
教
育
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、

文
学
、
情
報
、
自
然
科
学
な
ど
か
ら
学

べ
ま
す
。

出
願
締
め
切
り
　
第
１
回
　
２
月
28
日

（
火
）、
第
２
回
　
３
月
14
日
（
火
）

大
学
説
明
会
（
事
前
予
約
不
要
）

日
　
時

12
月
18
日
（
日
）、
１
月
８

日
（
日
）、
２
月
18
日
（
土
）、
３
月
５

日
（
日
）
の
午
後
１
時
か
ら

会
場
・
問
い
合
わ
せ
　
放
送
大
学
新
潟

学
習
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
市

中
央
区
旭
町
通
１
番
町
、

☎
025

－

228

－

２
６
５
１
）

４
月
か
ら
ご
み
袋
透
明
、
白
色
半
透
明
に

　
次
の
改
修
工
事
を
行
っ
た
住
宅
の
翌

年
度
の
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま

す
。
一
定
の
基
準
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
改
修
に
係
る
工
事
費
が
１
戸
当
た
り

税
込
み
50
万
円
超
（
省
エ
ネ
改
修
は
60

万
円
）
が
対
象
で
す
。

　
改
修
内
容
に
よ
り
基
準
、
必
要
書
類

が
異
な
り
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
の
う

え
、
改
修
後
３
か
月
以
内
（
３
か
月
経

過
の
場
合
は
１
月
31
日
ま
で
）
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

■
取
り
壊
し
、
未
登
記
家
屋
の
所
有
者

変
更
　「家
屋
滅
失
届
」「
未
登
記
家
屋

所
有
者
変
更
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
届
け
出
な
い
と
変
更
前
の
状
態
で

課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
資
産
税
係
（
☎

内
線
124
）

家
屋
の
異
動
は
届
け
出
を

■
新
築
・
増
改
築

　
家
屋
を
新
築
・
増
改
築
す
る
と
固
定

資
産
税
、
不
動
産
取
得
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。
税
額
の
評
価
額
算
出
の
た
め
に

調
査
員
（
市
職
員
）
が
訪
問
し
「
家
屋

調
査
」
を
行
い
ま
す
。

　
新
築
・
増
改
築
し
、
家
屋
調
査
が
済

ん
で
い
な
い
人
は
早
め
に
税
務
課
資
産

税
係
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
が

遅
れ
る
と
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
、

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
家
屋
の
用
途
を
変
更
す
る

と
家
屋
の
利
用
状
況
に
よ
り
土
地
の
税

額
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
耐
震
改
修
（
昭
和
57
年
１
月
１
日
以

前
建
築
の
住
宅
を
現
行
の
耐
震
基
準
に

適
合
さ
せ
た
改
修
）

　
固
定
資
産
税
の
２
分
の
１
を
減
額

（
120
㎡
相
当
分
ま
で
）。

■
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
（
新
築
日
か
ら

10
年
以
上
経
過
住
宅
を
65
歳
以
上
や
障

が
い
の
あ
る
人
が
生
活
し
や
す
い
よ
う

に
行
っ
た
改
修
）。

　
固
定
資
産
税
の
３
分
の
１
を
減
額

（
100
㎡
相
当
分
ま
で
）。

■
省
エ
ネ
改
修
（
平
成
26
年
１
月
１
日

以
前
建
築
の
住
宅
を
平
成
28
年
度
の
省

エ
ネ
基
準
に
適
合
さ
せ
た
改
修
）

　
固
定
資
産
税
の
３
分
の
１
を
減
額

（
120
㎡
相
当
分
ま
で
）

問
い
合
わ
せ
・
申
告
　
税
務
課
資
産
税

係
（
☎
内
線
124
）

　
現
在
、
ご
み
出
し
で
使
用
す
る
袋
は

中
身
の
見
え
る
ご
み
袋
を
使
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
は
一
般
廃
棄
物

の
分
別
・
減
量
と
収
集
時
の
事
故
防
止

を
目
的
に
、
ご
み
出
し
に
使
用
で
き
る

４
月
か
ら
ご
み
袋
透
明
、
白
色
半
透
明

袋
は
、
透
明
ま
た
は
白
色
半
透
明
の
ご

み
袋
に
変
わ
り
ま
す
。
黒
や
色
の
つ
い

た
袋
、
紙
袋
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
米
袋
、

肥
料
袋
等
で
出
さ
れ
た
ご
み
は
収
集
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ

の
持
ち
込
み
も
同
様
で
す
。

ホームページ

放
送
大
学

  

４
月
入
学
生
募
集

住宅改修など
固定資産税
　　　減額制度

■
透
明
、
白
色
半
透
明
の
目
的

・
分
別
意
識
の
向
上
、
ご
み
の
減
量
化

・
不
純
物
の
混
入
を
防
ぎ
、
ご
み
焼
却

炉
の
負
担
軽
減

・
収
集
時
の
誤
っ
て
混
入
さ
れ
た
危
険

物
に
よ
る
収
集
車
の
火
災
事
故
防
止

・
竹
串
等
に
よ
る
収
集
作
業
員
の
け
が

防
止

・
事
業
系
ご
み
の
混
入
防
止

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
251
）

メ
リ
ア
３
階
実
証
実
験
・
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
給
付
金

　
市
で
は
加
茂
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
パ
ー
ク

メ
リ
ア
３
階
「
（
仮
称
）
ま
ち
な
か

ベ
ー
ス
」
を
ま
ち
な
か
の
魅
力
を
高
め

る
た
め
に
市
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る

場
所
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。

　
メ
リ
ア
３
階
の
一
部
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
、
絵
本
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る

キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

を
作
り
、
無
料
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
設
置

し
、
12
月
６
日
（
火
）
か
ら
実
証
実
験

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
机
や
イ
ス
、
平
均
台
、
跳
び
箱
な
ど

市
役
所
や
旧
西
小
学
校
の
備
品
を
再
利

用
し
て
い
ま
す
。
放
課
後
の
電
車
待
ち

や
試
験
勉
強
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
さ

メ
リ
ア
３
階
で
実
証
実
験

ラ
ウ
ン
ジ
や
自
習
エ
リ
ア
な
ど

給
し
て
い
る
人
。

❸
公
的
年
金
の
受
給
に
よ
り
児
童
扶
養

手
当
を
受
け
て
い
な
い
人
、
か
つ
非
課

税
ま
た
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
家
計
が
急
変
し
非
課
税
相

当
に
な
っ
た
人
。

※

た
だ
し
、
す
で
に
加
茂
市
や
他
市
区

町
村
で
こ
の
給
付
金
を
受
給
し
た
人
ま

た
は
支
給
決
定
の
通
知
を
受
け
て
い
る

人
は
対
象
外
で
す
。

必
要
な
も
の
　
申
請
書

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
、
免
許
証
等
の
写

し
、
振
込
口
座
の
通
帳
の
写
し
等

申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
課

（
☎
内
線
153
）

急
変
し
非
課
税
相
当
に
な
っ
た
人
。

支
給
額
　
１
児
童
あ
た
り
10
万
円
（
国

制
度
分
５
万
円
、
市
独
自
分
５
万
円
）

申
請
不
要
の
人

▼
４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

者
、
中
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
養
育

す
る
児
童
手
当
、
ま
た
は
特
別
児
童
扶

養
手
当
受
給
者
で
非
課
税
の
人
に
は
振

込
済
み
で
す
。

▼
４
月
以
降
に
児
童
手
当
や
特
別
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
す
る
よ
う
に
な
っ
た

非
課
税
の
人
に
は
、
順
次
振
り
込
み
ま

す
。

申
請
が
必
要
な
人

❶
お
子
さ
ん
が
高
校
生
の
み
の
世
帯
の

人
。

❷
公
務
員
で
職
場
か
ら
児
童
手
当
を
受

ま
ざ
ま
な
用
途
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ご
利
用
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の

ご
意
見
や
「
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み

た
い
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

実
施
期
間
　
令
和
５
年
３
月
31
日

（
金
）
ま
で
（
予
定
）

利
用
時
間
　
午
後
１
時
〜
７
時

利
用
料
金
　
無
料

注
　意
　
▼
大
声
で
の
会
話
は
周
り
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
く
だ

さ
い

▼
飲
酒
や
喫
煙
は
禁
止

▼
２
階
の
ト
イ
レ
を
使
っ
て
く
だ
さ
い

▼
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
は
管
理
人
に
連
絡

問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
都
市
計
画
係

（
☎
内
線
214
）

対
　象
　
令
和
４
年
３
月
末
時
点
で
18

歳
未
満
の
児
童
（
障
害
児
の
場
合
は
20

歳
未
満
）
を
養
育
す
る
父
母
等
で
住
民

税
が
非
課
税
の
人
、
ま
た
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
家
計
が

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
（
住
警
器
）
は

す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
お
宅
は
大
切

な
生
命
、
財
産
を
火
災
の
魔
の
手
か
ら

守
る
た
め
、
早
目
の
設
置
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
電
池
寿
命
の
目
安
は
約
10
年

　
住
警
器
は
一
般
的
に
は

電
池
式
で
、
そ
の
寿
命
目

安
は
約
10
年
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
適
切
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
維
持

管
理
が
重
要
で
す
。

　
定
期
的
に
作
動
確
認
を
行
い
、
適
切

に
交
換
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
（
☎

52

－

１
７
７
０
）
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を
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総
　
体
　
結
　
果

期
　日

11
月
13
日
（
日
）

会
　場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

【
シ
ン
グ
ル
ス
】

▼
高
校
一
般
男
子
Ａ
ク
ラ
ス
①
矢
部
童

夢
（
葵
中
）
②
渡
辺
匠
（
加
茂
農
林
）

▼
高
校
一
般
男
子
Ｂ
ク
ラ
ス
①
中
山
春

紀
（
加
茂
農
林
）
②
佐
藤
偉
大
（
加
茂

農
林
）
③
田
中
颯
（
加
茂
農
林
）
▼
高

校
一
般
男
子
Ｃ
ク
ラ
ス
①
小
野
新
（
加

茂
農
林
）
②
鈴
木
緑
斗
（
加
茂
農
林
）

③
藤
田
優
（
加
茂
農
林
）
▼
高
校
一
般

女
子
Ｂ
ク
ラ
ス
①
遠
藤
愛
心
（
加
茂
農

林
）
②
青
柳
心
美
（
三
条
東
）
▼
高
校

一
般
女
子
Ｃ
ク
ラ
ス
①
井
上
美
夕
（
加

茂
高
）
②
小
柳
千
紘
（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
）
③
大

桃
唯
希
那
（
加
茂
農
林
）
、
五
十
嵐
陽

菜
（
加
茂
農
林
）
▼
小
学
生
男
子
①
朝

日
誠
大
（
石
川
小
）
②
上
杉
悠
人
（
石

川
小
）
③
川
田
颯
佑
（
南
小
）
、
金
子

智
弥
（
石
川
小
）
▼
小
学
生
女
子
①
伊

丹
梨
子
（
石
川
小
）
②
関
根
真
心
（
下

条
小
）
③
飯
岡
柚
里
（
南
小
）
、
小
柳

穂
乃
佳
（
南
小
）

【
ダ
ブ
ル
ス
】

▼
高
校
一
般
男
子
Ａ
ク
ラ
ス
①
下
村
英

輝
・
志
田
邦
宏
（
春
一
番
）
②
坂
上
勝

志
・
若
林
楓
（
春
一
番
）
③
矢
部
哲

成
・
矢
部
童
夢
（
春
一
番
）
▼
高
校
一

般
男
子
Ｂ
ク
ラ
ス
①
渡
辺
匠
・
中
山
春

紀
②
丸
山
崇
志
・
金
子
昌
則
（
Ｋ
Ｂ

Ｓ
）
③
斉
藤
幸
夫
・
中
村
隆
夫
（
Ｋ
Ｂ

Ｓ
）
、
若
月
大
空
・
清
水
一
宏
（
Ａ
Ｏ

Ｉ
）
▼
高
校
一
般
男
子
Ｃ
ク
ラ
ス
①
阿

部
光
雄
・
藤
井
正
樹
（
青
海
ク
ラ
ブ
②

佐
野
世
那
・
本
間
陽
大
（
加
茂
高
）
③

保
坂
裕
一
・
皆
川
晃
靖
（
あ
ひ
る
の

会
）
、
小
柳
伸
介
・
小
池
和
也
（
Ｋ
Ｂ

Ｓ
）
▼
高
校
一
般
女
子
Ａ
Ｂ
ク
ラ
ス
①

南
澤
円
・
太
田
彩
花
（
春
一
番
）
②
丸

山
潤
子
・
迚
野
和
佳
子
（
春
一
番
・
Ａ

Ｏ
Ｉ
）
③
中
名
林
百
合
子
・
泉
田
亮
子

（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
）
、
小
池
歩
美
・
青
柳
美
和

子
（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
）
▼
高
校
一
般
女
子
Ｃ
ク

ラ
ス
①
佐
々
木
智
子
・
松
永
保
恵
（
Ａ

Ｏ
Ｉ
）
②
井
上
美
夕
・
坂
井
邦
江
（
加

茂
高
）
③
田
下
恭
子
・
番
場
由
美
子

（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
）
、
林
智
尋
・
野
崎
幸
子

（
Ａ
Ｏ
Ｉ
）
▼
ミ
ッ
ク
ス
Ｂ
ク
ラ
ス
①

坂
上
勝
志
・
南
澤
円
②
若
林
楓
・
太
田

彩
花
③
矢
部
哲
成
・
荒
牧
紀
世
美
（
春

一
番
）
、
柳
生
田
亘
・
迚
野
和
佳
子

（
春
一
番
）
▼
ミ
ッ
ク
ス
Ｃ
ク
ラ
ス
①

中
村
隆
史
・
泉
田
亮
子
（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
）
②

斉
藤
幸
夫
・
田
下
恭
子
③
清
水
一
宏
・

佐
々
木
智
子
、
小
栁
伸
介
・
青
柳
美
和

子
▼
小
学
生
男
子
①
上
杉
悠
人
・
朝
日

誠
大
②
亀
山
颯
大
・
川
田
颯
佑
（
石
川

小
・
南
小
）
▼
小
学
生
女
子
①
飯
岡
柚

里
・
関
根
真
心
②
伊
丹
梨
子
・
小
島
夢

美
（
石
川
小
）

第
65
回
　

　
　
総
体
結
果

　
　
　
　
柔
道

期
　日

10
月
23
日
（
日
）

会
　場
　
下
条
体
育
セ
ン
タ
ー

【
個
人
戦
】

▼
小
学
４
年
生
以
下
の
部
①
関
策
太
朗

②
髙
山
倫
子
③
中
野
翼

▼
中
学
生
、
小
学
５
・
６
年
生
の
部
①

石
附
龍
晴
②
髙
橋
昊
太
郎
③
髙
山
芽
生

子【
紅
白
戦
】
（
演
武
）

紅
白
と
も
、
２
勝
２
敗
２
分
け
で
引
き

分
け

※

優
秀
選
手
・
最
優
秀
選
手
は
な
し

　
　
　
　
駅
伝
競
走

期
　日

11
月
３
日
（
木
・
祝
）

会
　場
陸
上
競
技
場
周
辺
周
回
コ
ー
ス

　
　
　
　
（
１
区
間
2.4
㎞
コ
ー
ス
）

【
３
区
間
7.2
㎞
コ
ー
ス
】

▼
高
校
一
般
女
子
の
部
①
よ
そ
か
ぜ

Ａ
Ｃ
31
分
８
秒
大
会
新
②
Ｊ
ｒ
．
の

お
母
さ
ん
Ｒ
Ｃ
③
加
茂
ス
キ
ー
ク
ラ

ブ
混
合
１

【
５
区
間
12
㎞
コ
ー
ス
】

▼
小
学
生
の
男
子
の
部
①
加
茂
ジ
ュ
ニ

ア
Ａ
56
分
50
秒
②
加
茂
ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
▼

小
学
生
女
子
の
部
①
加
茂
ジ
ュ
ニ
ア
57

分
48
秒
▼
高
校
一
般
男
子
の
部
①
Ｓ
ｔ

ｒ
ａ
ｖ
ａ
最
速
会
45
分
28
秒
②Fun 

Runners

③
加
茂
農
林
高
校
Ｊ

【
区
間
新
記
録
】

▼
高
校
一
般
女
子
の
部
　
五
十
嵐
美
紀

（
そ
よ
か
ぜ
Ａ
Ｃ
　
第
１
区
間
９
分
20

秒
）
、
番
場
芽
衣
（
そ
よ
か
ぜ
Ａ
Ｃ
　

第
２
区
間
10
分
１
秒
）
▼
小
学
生
女
子

の
部
　
土
田
琴
音
（
加
茂
ジ
ュ
ニ
ア
第

１
区
間
10
分
53
秒
）

【
区
間
タ
イ
記
録
】

▼
小
学
生
男
子
の
部
　
佐
藤
大
（
加
茂

ジ
ュ
ニ
ア
Ａ
　
第
４
区
間
10
分
18
秒
）

▼
小
学
生
女
子
の
部
　
芦
田
優
奈
（
加

茂
ジ
ュ
ニ
ア
　
第
５
区
間
11
分
37
秒
）

　
　
　
　
サ
ッ
カ
ー

　
　
　
　
（
小
学
生
U

-

9
の
部
）

期
　日

11
月
３
日
（
木
・
祝
）

会
　場
　
加
茂
市
サ
ッ
カ
ー
場

①
レ
ア
ル
加
茂
Ｆ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

②
三
条
Ｓ
Ｓ
Ｓ
③
Ｊ
ド
リ
ー
ム
三
条

　
　
　
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
市
役
所
の
年
末
年
始
の
休
み
は
次
の

と
お
り
で
す
。
12
月
28
日
（
水
）
が
仕

事
納
め
と
な
り
、
一
般
事
務
は
29
日

（
木
）
か
ら
１
月
３
日
（
火
）
ま
で
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

12
月
29
日
（
木
）
、
30
日
（
金
）
は

市
役
所
市
民
課
、
税
務
課
、
会
計
課
で

各
種
証
明
書
発
行
や
印
鑑
登
録
事
務
な

12
月
31
日
（
土
）
か
ら
１
月
３
日

（
火
）
ま
で
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
清
掃
セ
ン
タ
ー
も
休
み
ま
す
。
ご

み
の
直
接
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
急
な
届
け
出
は
「
管
理
室
」
へ

　
休
日
で
も
死
亡
届
な
ど
の
急
な
届
け

出
は
、
管
理
室
（
市
役
所
通
用
口
わ

き
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

ど
の
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
業

務
（
申
請
、
受
け
取
り
、
ポ
イ
ン
ト
手

続
き
）
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
新
年
の
市
役
所
仕
事
始
め
は
１
月
４

日
（
水
）
に
な
り
ま
す
。

■
ご
み
収
集
等

　
ご
み
の
収
集
・
し
尿
汲
み
取
り
は
、

年
末
年
始
の

　
　
市
役
所
業
務
と
各
施
設
休
館
日

出
初
式
　
１
月
８
日

文
化
財
防
火
デ
ー

22
日

　
恒
例
の
消
防
出

初
式
と
文
化
財
防

火
デ
ー
放
水
訓
練

を
開
催
し
ま
す
。

　
ご
観
覧
の
際

は
、
感
染
対
策
を

と
っ
て
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
型
感

染
症
の
状
況
に
よ
り
内
容
変
更
の
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
消
防
出
初
式

実
施
日
　
１
月
８
日
（
日
）

内
容
／
時
間
　▼
式
　典
　
午
前
10
時

〜
10
時
40
分
／
市
民
体
育
館

▼
車
両
パ
レ
ー
ド

11
時
10
分
〜
11
時

40
分
／
加
茂
駅
前
〜
穀
町
〜
本
町

▼
放
水
訓
練

11
時
40
分
〜
正
午
／
加

茂
川
河
川
敷
（
小
型
ポ
ン
プ
、
ポ
ン
プ

車
に
よ
る
一
斉
放
水
）

※

放
水
訓
練
で
は
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し

ま
す
。
付
近
住
民
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
文
化
財
防
火
デ
ー
放
水
訓
練

　
毎
年
１
月
26
日
は
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
で
す
。

　
文
化
財
防
火

デ
ー
は
昭
和
24

年
１
月
26
日
に

法
隆
寺
の
金
堂

が
炎
上
し
、
壁

画
が
焼
損
し
た

こ
と
を
契
機
に

制
定
さ
れ
ま
し

た
。
消
防
団
・
消
防
署
で
は
、
文
化
財

保
護
の
啓
蒙
や
地
域
の
文
化
財
を
火
災

か
ら
守
る
た
め
、
放
水
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。

日
　時
　
１
月
22
日
（
日
）
午
前
８
時

45
分
〜
９
時
20
分

場
　所
　
法
音
寺
（
下
条
）

※

訓
練
時
、
付
近
住
民
の
皆
様
に
は
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
（
☎

52

－

１
７
７
０
）

年末年始　各施設の休館日一覧

28
水
29
木
30
金
31
土
１
日
２
月
３
火
４
水

温水プール 休

BBC
※12月31日から1月3日の営業時間は午前11時～午
後3時30分です。

加茂七谷温泉 美人の湯
※１月１日の営業時間は午前11時～午後７時（最
終入館は午後６時）です。

市民課、税務課、会計課、清掃セン
ター

休 休

          　　　        　　月　日
施設名など

12月 １月

市役所、旅券（パスポート）、マイナ
ンバー事務業務、公民館・市民体育館
勤労青少年ホーム、産業センター、上
条 乳幼児あそびの広場、須田 憩いと
遊びの広場、病児保育園、勤労者体育
センター、下条体育センター、図書館
民俗資料館、地域交流センター、七谷
・中央・上条・下条・北・須田コミセ
ン、かも川荘、ゆきつばき荘、文化会
館、すぱーく加茂

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務
・
出
初
式
ほ
か

休休

休

休

※図書館は12月28日（水）、 1月4日（水）は午後5時
に閉館します。
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Ｂ
Ｓ
放
送
や
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
通
信
制
大
学
で
す
。

　
心
理
、
教
育
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、

文
学
、
情
報
、
自
然
科
学
な
ど
か
ら
学

べ
ま
す
。

出
願
締
め
切
り
　
第
１
回
　
２
月
28
日

（
火
）、
第
２
回
　
３
月
14
日
（
火
）

大
学
説
明
会
（
事
前
予
約
不
要
）

日
　
時

12
月
18
日
（
日
）、
１
月
８

日
（
日
）、
２
月
18
日
（
土
）、
３
月
５

日
（
日
）
の
午
後
１
時
か
ら

会
場
・
問
い
合
わ
せ
　
放
送
大
学
新
潟

学
習
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
市

中
央
区
旭
町
通
１
番
町
、

☎
025

－

228

－
２
６
５
１
）

４
月
か
ら
ご
み
袋
透
明
、
白
色
半
透
明
に

　
次
の
改
修
工
事
を
行
っ
た
住
宅
の
翌

年
度
の
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま

す
。
一
定
の
基
準
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
改
修
に
係
る
工
事
費
が
１
戸
当
た
り

税
込
み
50
万
円
超
（
省
エ
ネ
改
修
は
60

万
円
）
が
対
象
で
す
。

　
改
修
内
容
に
よ
り
基
準
、
必
要
書
類

が
異
な
り
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
の
う

え
、
改
修
後
３
か
月
以
内
（
３
か
月
経

過
の
場
合
は
１
月
31
日
ま
で
）
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

■
取
り
壊
し
、
未
登
記
家
屋
の
所
有
者

変
更
　「家
屋
滅
失
届
」「
未
登
記
家
屋

所
有
者
変
更
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
届
け
出
な
い
と
変
更
前
の
状
態
で

課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
資
産
税
係
（
☎

内
線
124
）

家
屋
の
異
動
は
届
け
出
を

■
新
築
・
増
改
築

　
家
屋
を
新
築
・
増
改
築
す
る
と
固
定

資
産
税
、
不
動
産
取
得
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。
税
額
の
評
価
額
算
出
の
た
め
に

調
査
員
（
市
職
員
）
が
訪
問
し
「
家
屋

調
査
」
を
行
い
ま
す
。

　
新
築
・
増
改
築
し
、
家
屋
調
査
が
済

ん
で
い
な
い
人
は
早
め
に
税
務
課
資
産

税
係
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
が

遅
れ
る
と
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
、

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
家
屋
の
用
途
を
変
更
す
る

と
家
屋
の
利
用
状
況
に
よ
り
土
地
の
税

額
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
耐
震
改
修
（
昭
和
57
年
１
月
１
日
以

前
建
築
の
住
宅
を
現
行
の
耐
震
基
準
に

適
合
さ
せ
た
改
修
）

　
固
定
資
産
税
の
２
分
の
１
を
減
額

（
120
㎡
相
当
分
ま
で
）。

■
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
（
新
築
日
か
ら

10
年
以
上
経
過
住
宅
を
65
歳
以
上
や
障

が
い
の
あ
る
人
が
生
活
し
や
す
い
よ
う

に
行
っ
た
改
修
）。

　
固
定
資
産
税
の
３
分
の
１
を
減
額

（
100
㎡
相
当
分
ま
で
）。

■
省
エ
ネ
改
修
（
平
成
26
年
１
月
１
日

以
前
建
築
の
住
宅
を
平
成
28
年
度
の
省

エ
ネ
基
準
に
適
合
さ
せ
た
改
修
）

　
固
定
資
産
税
の
３
分
の
１
を
減
額

（
120
㎡
相
当
分
ま
で
）

問
い
合
わ
せ
・
申
告
　
税
務
課
資
産
税

係
（
☎
内
線
124
）

　
現
在
、
ご
み
出
し
で
使
用
す
る
袋
は

中
身
の
見
え
る
ご
み
袋
を
使
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
は
一
般
廃
棄
物

の
分
別
・
減
量
と
収
集
時
の
事
故
防
止

を
目
的
に
、
ご
み
出
し
に
使
用
で
き
る

４
月
か
ら
ご
み
袋
透
明
、
白
色
半
透
明

袋
は
、
透
明
ま
た
は
白
色
半
透
明
の
ご

み
袋
に
変
わ
り
ま
す
。
黒
や
色
の
つ
い

た
袋
、
紙
袋
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
米
袋
、

肥
料
袋
等
で
出
さ
れ
た
ご
み
は
収
集
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ

の
持
ち
込
み
も
同
様
で
す
。

ホームページ

放
送
大
学

  

４
月
入
学
生
募
集

住宅改修など
固定資産税
　　　減額制度

■
透
明
、
白
色
半
透
明
の
目
的

・
分
別
意
識
の
向
上
、
ご
み
の
減
量
化

・
不
純
物
の
混
入
を
防
ぎ
、
ご
み
焼
却

炉
の
負
担
軽
減

・
収
集
時
の
誤
っ
て
混
入
さ
れ
た
危
険

物
に
よ
る
収
集
車
の
火
災
事
故
防
止

・
竹
串
等
に
よ
る
収
集
作
業
員
の
け
が

防
止

・
事
業
系
ご
み
の
混
入
防
止

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
251
）

メ
リ
ア
３
階
実
証
実
験
・
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
給
付
金

　
市
で
は
加
茂
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
パ
ー
ク

メ
リ
ア
３
階
「
（
仮
称
）
ま
ち
な
か

ベ
ー
ス
」
を
ま
ち
な
か
の
魅
力
を
高
め

る
た
め
に
市
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る

場
所
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。

　
メ
リ
ア
３
階
の
一
部
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
、
絵
本
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る

キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

を
作
り
、
無
料
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
設
置

し
、
12
月
６
日
（
火
）
か
ら
実
証
実
験

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
机
や
イ
ス
、
平
均
台
、
跳
び
箱
な
ど

市
役
所
や
旧
西
小
学
校
の
備
品
を
再
利

用
し
て
い
ま
す
。
放
課
後
の
電
車
待
ち

や
試
験
勉
強
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
さ

メ
リ
ア
３
階
で
実
証
実
験

ラ
ウ
ン
ジ
や
自
習
エ
リ
ア
な
ど

給
し
て
い
る
人
。

❸
公
的
年
金
の
受
給
に
よ
り
児
童
扶
養

手
当
を
受
け
て
い
な
い
人
、
か
つ
非
課

税
ま
た
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
家
計
が
急
変
し
非
課
税
相

当
に
な
っ
た
人
。

※

た
だ
し
、
す
で
に
加
茂
市
や
他
市
区

町
村
で
こ
の
給
付
金
を
受
給
し
た
人
ま

た
は
支
給
決
定
の
通
知
を
受
け
て
い
る

人
は
対
象
外
で
す
。

必
要
な
も
の
　
申
請
書

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
、
免
許
証
等
の
写

し
、
振
込
口
座
の
通
帳
の
写
し
等

申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
課

（
☎
内
線
153
）

急
変
し
非
課
税
相
当
に
な
っ
た
人
。

支
給
額
　
１
児
童
あ
た
り
10
万
円
（
国

制
度
分
５
万
円
、
市
独
自
分
５
万
円
）

申
請
不
要
の
人

▼
４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

者
、
中
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
養
育

す
る
児
童
手
当
、
ま
た
は
特
別
児
童
扶

養
手
当
受
給
者
で
非
課
税
の
人
に
は
振

込
済
み
で
す
。

▼
４
月
以
降
に
児
童
手
当
や
特
別
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
す
る
よ
う
に
な
っ
た

非
課
税
の
人
に
は
、
順
次
振
り
込
み
ま

す
。

申
請
が
必
要
な
人

❶
お
子
さ
ん
が
高
校
生
の
み
の
世
帯
の

人
。

❷
公
務
員
で
職
場
か
ら
児
童
手
当
を
受

ま
ざ
ま
な
用
途
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ご
利
用
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の

ご
意
見
や
「
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み

た
い
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

実
施
期
間
　
令
和
５
年
３
月
31
日

（
金
）
ま
で
（
予
定
）

利
用
時
間
　
午
後
１
時
〜
７
時

利
用
料
金
　
無
料

注
　意
　
▼
大
声
で
の
会
話
は
周
り
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
く
だ

さ
い

▼
飲
酒
や
喫
煙
は
禁
止

▼
２
階
の
ト
イ
レ
を
使
っ
て
く
だ
さ
い

▼
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
は
管
理
人
に
連
絡

問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
都
市
計
画
係

（
☎
内
線
214
）

対
　象
　
令
和
４
年
３
月
末
時
点
で
18

歳
未
満
の
児
童
（
障
害
児
の
場
合
は
20

歳
未
満
）
を
養
育
す
る
父
母
等
で
住
民

税
が
非
課
税
の
人
、
ま
た
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
家
計
が

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
（
住
警
器
）
は

す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
お
宅
は
大
切

な
生
命
、
財
産
を
火
災
の
魔
の
手
か
ら

守
る
た
め
、
早
目
の
設
置
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
電
池
寿
命
の
目
安
は
約
10
年

　
住
警
器
は
一
般
的
に
は

電
池
式
で
、
そ
の
寿
命
目

安
は
約
10
年
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
適
切
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
維
持

管
理
が
重
要
で
す
。

　
定
期
的
に
作
動
確
認
を
行
い
、
適
切

に
交
換
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
（
☎

52

－

１
７
７
０
）

ホームページ ホームページ

子育て世帯
 生活支援給付金
 申請はお早めに

住宅用
火災警報器の
　　 交換目安

ご
理
解
と
ご
協
力
を
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総
　
体
　
結
　
果

期
　日

11
月
13
日
（
日
）

会
　場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

【
シ
ン
グ
ル
ス
】

▼
高
校
一
般
男
子
Ａ
ク
ラ
ス
①
矢
部
童

夢
（
葵
中
）
②
渡
辺
匠
（
加
茂
農
林
）

▼
高
校
一
般
男
子
Ｂ
ク
ラ
ス
①
中
山
春

紀
（
加
茂
農
林
）
②
佐
藤
偉
大
（
加
茂

農
林
）
③
田
中
颯
（
加
茂
農
林
）
▼
高

校
一
般
男
子
Ｃ
ク
ラ
ス
①
小
野
新
（
加

茂
農
林
）
②
鈴
木
緑
斗
（
加
茂
農
林
）

③
藤
田
優
（
加
茂
農
林
）
▼
高
校
一
般

女
子
Ｂ
ク
ラ
ス
①
遠
藤
愛
心
（
加
茂
農

林
）
②
青
柳
心
美
（
三
条
東
）
▼
高
校

一
般
女
子
Ｃ
ク
ラ
ス
①
井
上
美
夕
（
加

茂
高
）
②
小
柳
千
紘
（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
）
③
大

桃
唯
希
那
（
加
茂
農
林
）
、
五
十
嵐
陽

菜
（
加
茂
農
林
）
▼
小
学
生
男
子
①
朝

日
誠
大
（
石
川
小
）
②
上
杉
悠
人
（
石

川
小
）
③
川
田
颯
佑
（
南
小
）
、
金
子

智
弥
（
石
川
小
）
▼
小
学
生
女
子
①
伊

丹
梨
子
（
石
川
小
）
②
関
根
真
心
（
下

条
小
）
③
飯
岡
柚
里
（
南
小
）
、
小
柳

穂
乃
佳
（
南
小
）

【
ダ
ブ
ル
ス
】

▼
高
校
一
般
男
子
Ａ
ク
ラ
ス
①
下
村
英

輝
・
志
田
邦
宏
（
春
一
番
）
②
坂
上
勝

志
・
若
林
楓
（
春
一
番
）
③
矢
部
哲

成
・
矢
部
童
夢
（
春
一
番
）
▼
高
校
一

般
男
子
Ｂ
ク
ラ
ス
①
渡
辺
匠
・
中
山
春

紀
②
丸
山
崇
志
・
金
子
昌
則
（
Ｋ
Ｂ

Ｓ
）
③
斉
藤
幸
夫
・
中
村
隆
夫
（
Ｋ
Ｂ

Ｓ
）
、
若
月
大
空
・
清
水
一
宏
（
Ａ
Ｏ

Ｉ
）
▼
高
校
一
般
男
子
Ｃ
ク
ラ
ス
①
阿

部
光
雄
・
藤
井
正
樹
（
青
海
ク
ラ
ブ
②

佐
野
世
那
・
本
間
陽
大
（
加
茂
高
）
③

保
坂
裕
一
・
皆
川
晃
靖
（
あ
ひ
る
の

会
）
、
小
柳
伸
介
・
小
池
和
也
（
Ｋ
Ｂ

Ｓ
）
▼
高
校
一
般
女
子
Ａ
Ｂ
ク
ラ
ス
①

南
澤
円
・
太
田
彩
花
（
春
一
番
）
②
丸

山
潤
子
・
迚
野
和
佳
子
（
春
一
番
・
Ａ

Ｏ
Ｉ
）
③
中
名
林
百
合
子
・
泉
田
亮
子

（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
）
、
小
池
歩
美
・
青
柳
美
和

子
（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
）
▼
高
校
一
般
女
子
Ｃ
ク

ラ
ス
①
佐
々
木
智
子
・
松
永
保
恵
（
Ａ

Ｏ
Ｉ
）
②
井
上
美
夕
・
坂
井
邦
江
（
加

茂
高
）
③
田
下
恭
子
・
番
場
由
美
子

（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
）
、
林
智
尋
・
野
崎
幸
子

（
Ａ
Ｏ
Ｉ
）
▼
ミ
ッ
ク
ス
Ｂ
ク
ラ
ス
①

坂
上
勝
志
・
南
澤
円
②
若
林
楓
・
太
田

彩
花
③
矢
部
哲
成
・
荒
牧
紀
世
美
（
春

一
番
）
、
柳
生
田
亘
・
迚
野
和
佳
子

（
春
一
番
）
▼
ミ
ッ
ク
ス
Ｃ
ク
ラ
ス
①

中
村
隆
史
・
泉
田
亮
子
（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
）
②

斉
藤
幸
夫
・
田
下
恭
子
③
清
水
一
宏
・

佐
々
木
智
子
、
小
栁
伸
介
・
青
柳
美
和

子
▼
小
学
生
男
子
①
上
杉
悠
人
・
朝
日

誠
大
②
亀
山
颯
大
・
川
田
颯
佑
（
石
川

小
・
南
小
）
▼
小
学
生
女
子
①
飯
岡
柚

里
・
関
根
真
心
②
伊
丹
梨
子
・
小
島
夢

美
（
石
川
小
）

第
65
回
　

　
　
総
体
結
果

　
　
　
　
柔
道

期
　日

10
月
23
日
（
日
）

会
　場
　
下
条
体
育
セ
ン
タ
ー

【
個
人
戦
】

▼
小
学
４
年
生
以
下
の
部
①
関
策
太
朗

②
髙
山
倫
子
③
中
野
翼

▼
中
学
生
、
小
学
５
・
６
年
生
の
部
①

石
附
龍
晴
②
髙
橋
昊
太
郎
③
髙
山
芽
生

子【
紅
白
戦
】
（
演
武
）

紅
白
と
も
、
２
勝
２
敗
２
分
け
で
引
き

分
け

※

優
秀
選
手
・
最
優
秀
選
手
は
な
し

　
　
　
　
駅
伝
競
走

期
　日

11
月
３
日
（
木
・
祝
）

会
　場
陸
上
競
技
場
周
辺
周
回
コ
ー
ス

　
　
　
　
（
１
区
間
2.4
㎞
コ
ー
ス
）

【
３
区
間
7.2
㎞
コ
ー
ス
】

▼
高
校
一
般
女
子
の
部
①
よ
そ
か
ぜ

Ａ
Ｃ
31
分
８
秒
大
会
新
②
Ｊ
ｒ
．
の

お
母
さ
ん
Ｒ
Ｃ
③
加
茂
ス
キ
ー
ク
ラ

ブ
混
合
１

【
５
区
間
12
㎞
コ
ー
ス
】

▼
小
学
生
の
男
子
の
部
①
加
茂
ジ
ュ
ニ

ア
Ａ
56
分
50
秒
②
加
茂
ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
▼

小
学
生
女
子
の
部
①
加
茂
ジ
ュ
ニ
ア
57

分
48
秒
▼
高
校
一
般
男
子
の
部
①
Ｓ
ｔ

ｒ
ａ
ｖ
ａ
最
速
会
45
分
28
秒
②Fun 

Runners

③
加
茂
農
林
高
校
Ｊ

【
区
間
新
記
録
】

▼
高
校
一
般
女
子
の
部
　
五
十
嵐
美
紀

（
そ
よ
か
ぜ
Ａ
Ｃ
　
第
１
区
間
９
分
20

秒
）
、
番
場
芽
衣
（
そ
よ
か
ぜ
Ａ
Ｃ
　

第
２
区
間
10
分
１
秒
）
▼
小
学
生
女
子

の
部
　
土
田
琴
音
（
加
茂
ジ
ュ
ニ
ア
第

１
区
間
10
分
53
秒
）

【
区
間
タ
イ
記
録
】

▼
小
学
生
男
子
の
部
　
佐
藤
大
（
加
茂

ジ
ュ
ニ
ア
Ａ
　
第
４
区
間
10
分
18
秒
）

▼
小
学
生
女
子
の
部
　
芦
田
優
奈
（
加

茂
ジ
ュ
ニ
ア
　
第
５
区
間
11
分
37
秒
）

　
　
　
　
サ
ッ
カ
ー

　
　
　
　
（
小
学
生
U

-

9
の
部
）

期
　日

11
月
３
日
（
木
・
祝
）

会
　場
　
加
茂
市
サ
ッ
カ
ー
場

①
レ
ア
ル
加
茂
Ｆ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

②
三
条
Ｓ
Ｓ
Ｓ
③
Ｊ
ド
リ
ー
ム
三
条

　
　
　
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
市
役
所
の
年
末
年
始
の
休
み
は
次
の

と
お
り
で
す
。
12
月
28
日
（
水
）
が
仕

事
納
め
と
な
り
、
一
般
事
務
は
29
日

（
木
）
か
ら
１
月
３
日
（
火
）
ま
で
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

12
月
29
日
（
木
）
、
30
日
（
金
）
は

市
役
所
市
民
課
、
税
務
課
、
会
計
課
で

各
種
証
明
書
発
行
や
印
鑑
登
録
事
務
な

12
月
31
日
（
土
）
か
ら
１
月
３
日

（
火
）
ま
で
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
清
掃
セ
ン
タ
ー
も
休
み
ま
す
。
ご

み
の
直
接
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
急
な
届
け
出
は
「
管
理
室
」
へ

　
休
日
で
も
死
亡
届
な
ど
の
急
な
届
け

出
は
、
管
理
室
（
市
役
所
通
用
口
わ

き
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

ど
の
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
業

務
（
申
請
、
受
け
取
り
、
ポ
イ
ン
ト
手

続
き
）
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
新
年
の
市
役
所
仕
事
始
め
は
１
月
４

日
（
水
）
に
な
り
ま
す
。

■
ご
み
収
集
等

　
ご
み
の
収
集
・
し
尿
汲
み
取
り
は
、

年
末
年
始
の

　
　
市
役
所
業
務
と
各
施
設
休
館
日

出
初
式
　
１
月
８
日

文
化
財
防
火
デ
ー

22
日

　
恒
例
の
消
防
出

初
式
と
文
化
財
防

火
デ
ー
放
水
訓
練

を
開
催
し
ま
す
。

　
ご
観
覧
の
際

は
、
感
染
対
策
を

と
っ
て
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
型
感

染
症
の
状
況
に
よ
り
内
容
変
更
の
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
消
防
出
初
式

実
施
日
　
１
月
８
日
（
日
）

内
容
／
時
間
　▼
式
　典
　
午
前
10
時

〜
10
時
40
分
／
市
民
体
育
館

▼
車
両
パ
レ
ー
ド

11
時
10
分
〜
11
時

40
分
／
加
茂
駅
前
〜
穀
町
〜
本
町

▼
放
水
訓
練

11
時
40
分
〜
正
午
／
加

茂
川
河
川
敷
（
小
型
ポ
ン
プ
、
ポ
ン
プ

車
に
よ
る
一
斉
放
水
）

※

放
水
訓
練
で
は
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し

ま
す
。
付
近
住
民
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
文
化
財
防
火
デ
ー
放
水
訓
練

　
毎
年
１
月
26
日
は
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
で
す
。

　
文
化
財
防
火

デ
ー
は
昭
和
24

年
１
月
26
日
に

法
隆
寺
の
金
堂

が
炎
上
し
、
壁

画
が
焼
損
し
た

こ
と
を
契
機
に

制
定
さ
れ
ま
し

た
。
消
防
団
・
消
防
署
で
は
、
文
化
財

保
護
の
啓
蒙
や
地
域
の
文
化
財
を
火
災

か
ら
守
る
た
め
、
放
水
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。

日
　時
　
１
月
22
日
（
日
）
午
前
８
時

45
分
〜
９
時
20
分

場
　所
　
法
音
寺
（
下
条
）

※

訓
練
時
、
付
近
住
民
の
皆
様
に
は
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
（
☎

52

－
１
７
７
０
）

年末年始　各施設の休館日一覧

28
水
29
木
30
金
31
土
１
日
２
月
３
火
４
水

温水プール 休

BBC
※12月31日から1月3日の営業時間は午前11時～午
後3時30分です。

加茂七谷温泉 美人の湯
※１月１日の営業時間は午前11時～午後７時（最
終入館は午後６時）です。

市民課、税務課、会計課、清掃セン
ター

休 休

          　　　        　　月　日
施設名など

12月 １月

市役所、旅券（パスポート）、マイナ
ンバー事務業務、公民館・市民体育館
勤労青少年ホーム、産業センター、上
条 乳幼児あそびの広場、須田 憩いと
遊びの広場、病児保育園、勤労者体育
センター、下条体育センター、図書館
民俗資料館、地域交流センター、七谷
・中央・上条・下条・北・須田コミセ
ン、かも川荘、ゆきつばき荘、文化会
館、すぱーく加茂

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務
・
出
初
式
ほ
か

休休

休

休

※図書館は12月28日（水）、 1月4日（水）は午後5時
に閉館します。
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市
で
は
道
路

交
通
確
保
の
た

め
第
１
種
、
第

２
種
、
そ
の
他

に
区
分
し
、
順

次
除
雪
を
行
う

体
制
を
組
ん
で

い
ま
す
。

　
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
を
行
う
た
め
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
先
般
各
世
帯
に
配
付
し
た
「
令
和
４

年
度
除
雪
計
画
路
線
図（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
）」
を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

雪
へ
の
対
策

　
　
　
除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ホームページ

１
・
２
月
の
臨
時
交
通
規
制

　
　
　
　
　
終
日
駐
車
禁
止

期
　間
　１
月
１
日
（
日
・
祝
）
〜
２

月
28
日
（
火
）

路
線
名
／
区
間
　❶
市
道
加
茂
川
右
岸

線
／
加
茂
川
沿
い
（
加
茂
小
学
校
側
）

大
橋
右
岸
〜
下
川
原
橋
右
岸

❷
市
道
若
宮
町
駅
前
線
ほ
か
（
加
茂
川

左
岸
線
）／
加
茂
川
沿
い（
加
茂
山
側
）

西
宮
橋
左
岸
〜
昭
和
橋
左
岸

道路交通の
確保に
　　 ご協力を

■
路
上
駐
車
を
し
な
い

　
狭
く
な
っ
た
雪
道
に
車
を
放
置
す
る

と
通
行
を
妨
げ
、
除
雪
作
業
の
障
害
と

な
り
、
多
く
の
人
に
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
い
ま
す
。

■
道
路
へ
雪
を
捨
て
な
い

　
除
雪
が
済
ん
だ
道
路
へ
雪
を
捨
て
る

の
は
、
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

■
除
雪
車
両
に
近
づ
か
な
い

　
除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
な
の
で
絶

対
に
近
づ
か
な
い
。
特
に
子
ど
も
た
ち

が
近
づ
か
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

■
早
朝
の
除
雪
作
業
に
ご
理
解
を

　
通
勤
・
通
学
路
確
保
の
た
め
、
早
朝

に
作
業
を
行
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。
騒
音
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
各
戸
の
出
入
り
口
は
自
分
で

　
除
雪
作
業
で
家
の
出
入
り
口
を
ふ
さ

ぐ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
除
雪
を
し
な
が
ら
直
し
て
い
る
と
作

業
が
進
み
ま
せ
ん
。
各
戸
で
手
直
し
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
消
雪
パ
イ
プ
の
運
転
停
止
時
間

　
２
時
間
の
運
転
休
止
時
間
帯
が
あ
り

ま
す
。
休
止
後
、
多
少
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

状
の
雪
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
休

止
時
間
帯
は
午
後
２
時
〜
３
時
と
午
後

４
時
〜
５
時
で
す
。

■
消
雪
パ
イ
プ
を
操
作
し
な
い
で

　
消
雪
パ
イ
プ
か
ら
出
る
水
の
調
整

は
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
市

が
委
託
し
た
業
者
が
行
い
ま
す
。

　
ご
自
宅
の
前
だ
け
水
の
出
が
よ
く
な

る
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
と
、
他
の
場
所

が
出
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
維
持
係
（
☎
内

線
211
）

　
雪
下
ろ
し
や
除
雪
は
次
の
点
に
注
意

し
安
全
に
作
業
を
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
雪
下
ろ
し
で
は
転
落
や
作
業
中
の
疲

労
な
ど
に
よ
る
事
故
に
注
意
す
る
。

❷
屋
根
雪
落
下
に
よ
る
事
故
に
気
を
つ

け
る
。

　
軒
下
で
の
作
業
は
特
に
注
意
し
、
屋

根
に
は
雪
崩
止
め
を
付
け
る
。

❸
家
の
周
囲
で
の
雪
壁
崩
落
や
、
雪
消

池
へ
の
転
落
な
ど
に
十
分
注
意
す
る
。

❹
家
庭
用
小
型
除
雪
機
械
は
、
取
扱
説

明
書
を
よ
く
読
み
、
事
故
や
、
け
が
な

ど
に
気
を
つ
け
る
。

❺
雪
下
ろ
し
な
ど
で
家
屋
の
周
辺
に
雪

壁
が
で
き
、
火
災
の
と
き
に
避
難
が
で

き
な
い
こ
と
の
な
い
よ
う
、
常
に
非
常

口
を
確
保
し
て
お
く
。

❻
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
屋
外
ボ
ン
ベ
の
安

全
管
理
を
徹
底
し
、
除
雪
の
際
に
は
ガ

ス
管
の
接
続
部
を
損
傷
し
な
い
よ
う
、

十
分
注
意
す
る
。

❼
灯
油
の
使
用
が
大
幅
に
増
え
る
た

め
、
灯
油
用
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
管
理
と

石
油
器
具
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
、
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

除雪作業は
　　 安全第一で

冬
鳥
越
ス
キ
ー
教
室
・
児
童
支
援
員
募
集

冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン
で

　
　
　
　

　
２
つ
の
ス
キ
ー
教
室

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

　
冬
鳥
越
の
ゲ
レ

ン
デ
で
加
茂
ス
キ

ー
ク
ラ
ブ
指
導
員

が
安
全
で
楽
し
く

ス
キ
ー
を
教
え
ま

す
。

　
参
加
希
望
者
は

各
自
で
ス
キ
ー
用

具
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
な
ど

を
用
意
し
、
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
感
染
症
対
策
の
た
め
マ
ス
ク
の
着
用

と
朝
の
検
温
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

風
邪
症
状
が
あ
る
人
は
参
加
を
控
え

て
く
だ
さ
い
。

■
ホ
リ
デ
ー
ス
キ
ー
教
室

　
未
就
学
児
童
と
保
護
者
や
小
・
中
・

高
校
生
が
対
象
で
す
。

開
催
日
　
１
月
９
日
（
月
・
祝
）
、
14

日
（
土
）
、
21
日
（
土
）
、
28
日

（
土
）
、
２
月
４
日
（
土
）
、
18
日

（
土
）
、
23
日
（
木
・
祝
）

時
　間
　
午
後
２
時
〜
４
時

※

当
日
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
冬
鳥
越

ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン
パ
ト
ロ
ル
ー
セ
ン

定
　員

10
人

参
加
費
（
保
険
料
）
　
１
回
100
円

※

リ
フ
ト
券
は
各
自
で
購
入
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
山

﨑
さ
ん
（
☎
090

－

４
５
９
０

－

７
３
１

１
）

※

講
習
中
に
け
が
を
し
た
場
合
は
応
急

処
置
を
行
い
ま
す
が
、
主
催
者
側
で
責

任
は
負
い
ま
せ
ん
。

タ
ー
前
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
事
前
申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

参
加
費
（
保
険
料
）
　
１
回
100
円

※

講
習
時
の
リ
フ
ト
料
金
は
無
料
。

■
第
４
回
シ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室
（
50
歳

以
上
が
対
象
）

開
催
日
　
２
月
23
日
（
木
・
祝
）
、
25

日
（
土
）

時
　間
　
午
後
２
時
〜
４
時

※

当
日
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
冬
鳥
越

ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
前
で
受
け
付
け
ま
す
。

さ
い
（
受
講
料
無
料
）
。

開
催
日
　
１
月
12
日
（
木
）
、
20
日

（
金
）
、
27
日
（
金
）
、
２
月
２
日

（
木
）
の
計
４
回

※

１
回
だ
け
の
参
加
も
可
。

時
　間
　
午
前
10
時
〜
正
午

会
　場
　
ゆ
き
つ
ば
き
荘

講
　師
　
川
本
朝
子
さ
ん
（
健
康
運
動

指
導
士
）

定
　員

20
人

持
ち
物
　
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
水
分
補

給
で
き
る
も
の

そ
の
他
　
新
型
感
染
症
拡
大
に
よ
り
中

止
の
場
合
あ
り

申
し
込
み
　
１
月
５
日
（
木
）
ま
で
に

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
53

－

１

７
７
２
）
へ
。

　
軽
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
行
う

講
座
で
す
。

　
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ

児童クラブの児童支援員募集

　共働き等で放課後留
守になる家庭の児童を
保育する児童支援員を
募集します。
採用人員　若干名
受験資格　昭和47年４月２日以降生まれで
保育士資格取得者。
　児童支援員資格取得者を優先します。
報酬（月額）　145,419円
勤務時間 １日約５時間（放課後～午後７
時まで）
選　考　書類選考後、面接試験
採用時期　令和５年４月１日
申し込み・問い合わせ　市販の履歴書に
必要事項を記入、保育士資格証明書の写
しを添付し１月16日（月）までに学校教育課
（☎内線451）へ。

月日 休日当番医 ☎
12／18（日）吉田内科医院 ５７－７５１１

25（日）わたなべ医院 ５３－３８５０
31（土）監物小児科医院 ５２－０８００

１／１（日・祝）いからし小児科アレルギークリニック ５３－２２５０

２（月・振休）さくらクリニック ５２－９５１１
３（火）堀内医院 ５２－０９５３

８（日）にのみや内科クリニック ５７－０７７０

９（月・祝）わたなべ医院 ５３－３８５０
15（日）鷲塚内科医院 ５２－２０５４
22（日）田上診療所 ５７－５０１５
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Ｂ
Ｓ
放
送
や
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
通
信
制
大
学
で
す
。

　
心
理
、
教
育
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、

文
学
、
情
報
、
自
然
科
学
な
ど
か
ら
学

べ
ま
す
。

出
願
締
め
切
り
　
第
１
回
　
２
月
28
日

（
火
）、
第
２
回
　
３
月
14
日
（
火
）

大
学
説
明
会
（
事
前
予
約
不
要
）

日
　
時

12
月
18
日
（
日
）、
１
月
８

日
（
日
）、
２
月
18
日
（
土
）、
３
月
５

日
（
日
）
の
午
後
１
時
か
ら

会
場
・
問
い
合
わ
せ
　
放
送
大
学
新
潟

学
習
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
市

中
央
区
旭
町
通
１
番
町
、

☎
025

－

228

－

２
６
５
１
）

４
月
か
ら
ご
み
袋
透
明
、
白
色
半
透
明
に

　
次
の
改
修
工
事
を
行
っ
た
住
宅
の
翌

年
度
の
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま

す
。
一
定
の
基
準
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
改
修
に
係
る
工
事
費
が
１
戸
当
た
り

税
込
み
50
万
円
超
（
省
エ
ネ
改
修
は
60

万
円
）
が
対
象
で
す
。

　
改
修
内
容
に
よ
り
基
準
、
必
要
書
類

が
異
な
り
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
の
う

え
、
改
修
後
３
か
月
以
内
（
３
か
月
経

過
の
場
合
は
１
月
31
日
ま
で
）
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

■
取
り
壊
し
、
未
登
記
家
屋
の
所
有
者

変
更
　「家
屋
滅
失
届
」「
未
登
記
家
屋

所
有
者
変
更
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
届
け
出
な
い
と
変
更
前
の
状
態
で

課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
資
産
税
係
（
☎

内
線
124
）

家
屋
の
異
動
は
届
け
出
を

■
新
築
・
増
改
築

　
家
屋
を
新
築
・
増
改
築
す
る
と
固
定

資
産
税
、
不
動
産
取
得
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。
税
額
の
評
価
額
算
出
の
た
め
に

調
査
員
（
市
職
員
）
が
訪
問
し
「
家
屋

調
査
」
を
行
い
ま
す
。

　
新
築
・
増
改
築
し
、
家
屋
調
査
が
済

ん
で
い
な
い
人
は
早
め
に
税
務
課
資
産

税
係
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
が

遅
れ
る
と
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
、

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
家
屋
の
用
途
を
変
更
す
る

と
家
屋
の
利
用
状
況
に
よ
り
土
地
の
税

額
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
耐
震
改
修
（
昭
和
57
年
１
月
１
日
以

前
建
築
の
住
宅
を
現
行
の
耐
震
基
準
に

適
合
さ
せ
た
改
修
）

　
固
定
資
産
税
の
２
分
の
１
を
減
額

（
120
㎡
相
当
分
ま
で
）。

■
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
（
新
築
日
か
ら

10
年
以
上
経
過
住
宅
を
65
歳
以
上
や
障

が
い
の
あ
る
人
が
生
活
し
や
す
い
よ
う

に
行
っ
た
改
修
）。

　
固
定
資
産
税
の
３
分
の
１
を
減
額

（
100
㎡
相
当
分
ま
で
）。

■
省
エ
ネ
改
修
（
平
成
26
年
１
月
１
日

以
前
建
築
の
住
宅
を
平
成
28
年
度
の
省

エ
ネ
基
準
に
適
合
さ
せ
た
改
修
）

　
固
定
資
産
税
の
３
分
の
１
を
減
額

（
120
㎡
相
当
分
ま
で
）

問
い
合
わ
せ
・
申
告
　
税
務
課
資
産
税

係
（
☎
内
線
124
）

　
現
在
、
ご
み
出
し
で
使
用
す
る
袋
は

中
身
の
見
え
る
ご
み
袋
を
使
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
は
一
般
廃
棄
物

の
分
別
・
減
量
と
収
集
時
の
事
故
防
止

を
目
的
に
、
ご
み
出
し
に
使
用
で
き
る

４
月
か
ら
ご
み
袋
透
明
、
白
色
半
透
明

袋
は
、
透
明
ま
た
は
白
色
半
透
明
の
ご

み
袋
に
変
わ
り
ま
す
。
黒
や
色
の
つ
い

た
袋
、
紙
袋
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
米
袋
、

肥
料
袋
等
で
出
さ
れ
た
ご
み
は
収
集
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ

の
持
ち
込
み
も
同
様
で
す
。

ホームページ

放
送
大
学

  

４
月
入
学
生
募
集

住宅改修など
固定資産税
　　　減額制度

４
月
入
学
生
募
集

■
透
明
、
白
色
半
透
明
の
目
的

・
分
別
意
識
の
向
上
、
ご
み
の
減
量
化

・
不
純
物
の
混
入
を
防
ぎ
、
ご
み
焼
却

炉
の
負
担
軽
減

・
収
集
時
の
誤
っ
て
混
入
さ
れ
た
危
険

物
に
よ
る
収
集
車
の
火
災
事
故
防
止

・
竹
串
等
に
よ
る
収
集
作
業
員
の
け
が

防
止

・
事
業
系
ご
み
の
混
入
防
止

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
251
）

メ
リ
ア
３
階
実
証
実
験
・
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
給
付
金

　
市
で
は
加
茂
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
パ
ー
ク

メ
リ
ア
３
階
「
（
仮
称
）
ま
ち
な
か

ベ
ー
ス
」
を
ま
ち
な
か
の
魅
力
を
高
め

る
た
め
に
市
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る

場
所
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。

　
メ
リ
ア
３
階
の
一
部
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
、
絵
本
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る

キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

を
作
り
、
無
料
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
設
置

し
、
12
月
６
日
（
火
）
か
ら
実
証
実
験

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
机
や
イ
ス
、
平
均
台
、
跳
び
箱
な
ど

市
役
所
や
旧
西
小
学
校
の
備
品
を
再
利

用
し
て
い
ま
す
。
放
課
後
の
電
車
待
ち

や
試
験
勉
強
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
さ

メ
リ
ア
３
階
で
実
証
実
験

ラ
ウ
ン
ジ
や
自
習
エ
リ
ア
な
ど

給
し
て
い
る
人
。

❸
公
的
年
金
の
受
給
に
よ
り
児
童
扶
養

手
当
を
受
け
て
い
な
い
人
、
か
つ
非
課

税
ま
た
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
家
計
が
急
変
し
非
課
税
相

当
に
な
っ
た
人
。

※

た
だ
し
、
す
で
に
加
茂
市
や
他
市
区

町
村
で
こ
の
給
付
金
を
受
給
し
た
人
ま

た
は
支
給
決
定
の
通
知
を
受
け
て
い
る

人
は
対
象
外
で
す
。

必
要
な
も
の
　
申
請
書

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
、
免
許
証
等
の
写

し
、
振
込
口
座
の
通
帳
の
写
し
等

申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
課

（
☎
内
線
153
）

急
変
し
非
課
税
相
当
に
な
っ
た
人
。

支
給
額
　
１
児
童
あ
た
り
10
万
円
（
国

制
度
分
５
万
円
、
市
独
自
分
５
万
円
）

申
請
不
要
の
人

▼
４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

者
、
中
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
養
育

す
る
児
童
手
当
、
ま
た
は
特
別
児
童
扶

養
手
当
受
給
者
で
非
課
税
の
人
に
は
振

込
済
み
で
す
。

▼
４
月
以
降
に
児
童
手
当
や
特
別
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
す
る
よ
う
に
な
っ
た

非
課
税
の
人
に
は
、
順
次
振
り
込
み
ま

す
。

申
請
が
必
要
な
人

❶
お
子
さ
ん
が
高
校
生
の
み
の
世
帯
の

人
。

❷
公
務
員
で
職
場
か
ら
児
童
手
当
を
受

ま
ざ
ま
な
用
途
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ご
利
用
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の

ご
意
見
や
「
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み

た
い
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

実
施
期
間
　
令
和
５
年
３
月
31
日

（
金
）
ま
で
（
予
定
）

利
用
時
間
　
午
後
１
時
〜
７
時

利
用
料
金
　
無
料

注
　意
　
▼
大
声
で
の
会
話
は
周
り
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
く
だ

さ
い

▼
飲
酒
や
喫
煙
は
禁
止

▼
２
階
の
ト
イ
レ
を
使
っ
て
く
だ
さ
い

▼
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
は
管
理
人
に
連
絡

問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
都
市
計
画
係

（
☎
内
線
214
）

対
　象
　
令
和
４
年
３
月
末
時
点
で
18

歳
未
満
の
児
童
（
障
害
児
の
場
合
は
20

歳
未
満
）
を
養
育
す
る
父
母
等
で
住
民

税
が
非
課
税
の
人
、
ま
た
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
家
計
が

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
（
住
警
器
）
は

す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
お
宅
は
大
切

な
生
命
、
財
産
を
火
災
の
魔
の
手
か
ら

守
る
た
め
、
早
目
の
設
置
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
電
池
寿
命
の
目
安
は
約
10
年

　
住
警
器
は
一
般
的
に
は

電
池
式
で
、
そ
の
寿
命
目

安
は
約
10
年
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
適
切
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
維
持

管
理
が
重
要
で
す
。

　
定
期
的
に
作
動
確
認
を
行
い
、
適
切

に
交
換
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
（
☎

52

－

１
７
７
０
）

ホームページ ホームページ

子育て世帯
 生活支援給付金
 申請はお早めに

住宅用
火災警報器の
　　 交換目安

ご
理
解
と
ご
協
力
を
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市
で
は
道
路

交
通
確
保
の
た

め
第
１
種
、
第

２
種
、
そ
の
他

に
区
分
し
、
順

次
除
雪
を
行
う

体
制
を
組
ん
で

い
ま
す
。

　
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
を
行
う
た
め
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
先
般
各
世
帯
に
配
付
し
た
「
令
和
４

年
度
除
雪
計
画
路
線
図（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
）」
を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

雪
へ
の
対
策

　
　
　
除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ホームページ

１
・
２
月
の
臨
時
交
通
規
制

　
　
　
　
　
終
日
駐
車
禁
止

期
　間
　１
月
１
日
（
日
・
祝
）
〜
２

月
28
日
（
火
）

路
線
名
／
区
間
　❶
市
道
加
茂
川
右
岸

線
／
加
茂
川
沿
い
（
加
茂
小
学
校
側
）

大
橋
右
岸
〜
下
川
原
橋
右
岸

❷
市
道
若
宮
町
駅
前
線
ほ
か
（
加
茂
川

左
岸
線
）／
加
茂
川
沿
い（
加
茂
山
側
）

西
宮
橋
左
岸
〜
昭
和
橋
左
岸

道路交通の
確保に
　　 ご協力を

■
路
上
駐
車
を
し
な
い

　
狭
く
な
っ
た
雪
道
に
車
を
放
置
す
る

と
通
行
を
妨
げ
、
除
雪
作
業
の
障
害
と

な
り
、
多
く
の
人
に
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
い
ま
す
。

■
道
路
へ
雪
を
捨
て
な
い

　
除
雪
が
済
ん
だ
道
路
へ
雪
を
捨
て
る

の
は
、
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

■
除
雪
車
両
に
近
づ
か
な
い

　
除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
な
の
で
絶

対
に
近
づ
か
な
い
。
特
に
子
ど
も
た
ち

が
近
づ
か
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

■
早
朝
の
除
雪
作
業
に
ご
理
解
を

　
通
勤
・
通
学
路
確
保
の
た
め
、
早
朝

に
作
業
を
行
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。
騒
音
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
各
戸
の
出
入
り
口
は
自
分
で

　
除
雪
作
業
で
家
の
出
入
り
口
を
ふ
さ

ぐ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
除
雪
を
し
な
が
ら
直
し
て
い
る
と
作

業
が
進
み
ま
せ
ん
。
各
戸
で
手
直
し
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
消
雪
パ
イ
プ
の
運
転
停
止
時
間

　
２
時
間
の
運
転
休
止
時
間
帯
が
あ
り

ま
す
。
休
止
後
、
多
少
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

状
の
雪
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
休

止
時
間
帯
は
午
後
２
時
〜
３
時
と
午
後

４
時
〜
５
時
で
す
。

■
消
雪
パ
イ
プ
を
操
作
し
な
い
で

　
消
雪
パ
イ
プ
か
ら
出
る
水
の
調
整

は
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
市

が
委
託
し
た
業
者
が
行
い
ま
す
。

　
ご
自
宅
の
前
だ
け
水
の
出
が
よ
く
な

る
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
と
、
他
の
場
所

が
出
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
維
持
係
（
☎
内

線
211
）

　
雪
下
ろ
し
や
除
雪
は
次
の
点
に
注
意

し
安
全
に
作
業
を
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
雪
下
ろ
し
で
は
転
落
や
作
業
中
の
疲

労
な
ど
に
よ
る
事
故
に
注
意
す
る
。

❷
屋
根
雪
落
下
に
よ
る
事
故
に
気
を
つ

け
る
。

　
軒
下
で
の
作
業
は
特
に
注
意
し
、
屋

根
に
は
雪
崩
止
め
を
付
け
る
。

❸
家
の
周
囲
で
の
雪
壁
崩
落
や
、
雪
消

池
へ
の
転
落
な
ど
に
十
分
注
意
す
る
。

❹
家
庭
用
小
型
除
雪
機
械
は
、
取
扱
説

明
書
を
よ
く
読
み
、
事
故
や
、
け
が
な

ど
に
気
を
つ
け
る
。

❺
雪
下
ろ
し
な
ど
で
家
屋
の
周
辺
に
雪

壁
が
で
き
、
火
災
の
と
き
に
避
難
が
で

き
な
い
こ
と
の
な
い
よ
う
、
常
に
非
常

口
を
確
保
し
て
お
く
。

❻
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
屋
外
ボ
ン
ベ
の
安

全
管
理
を
徹
底
し
、
除
雪
の
際
に
は
ガ

ス
管
の
接
続
部
を
損
傷
し
な
い
よ
う
、

十
分
注
意
す
る
。

❼
灯
油
の
使
用
が
大
幅
に
増
え
る
た

め
、
灯
油
用
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
管
理
と

石
油
器
具
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
、
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

除雪作業は
　　 安全第一で

冬
鳥
越
ス
キ
ー
教
室
・
児
童
支
援
員
募
集

冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン
で

　
　
　
　

　
２
つ
の
ス
キ
ー
教
室

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

　
冬
鳥
越
の
ゲ
レ

ン
デ
で
加
茂
ス
キ

ー
ク
ラ
ブ
指
導
員

が
安
全
で
楽
し
く

ス
キ
ー
を
教
え
ま

す
。

　
参
加
希
望
者
は

各
自
で
ス
キ
ー
用

具
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
な
ど

を
用
意
し
、
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
感
染
症
対
策
の
た
め
マ
ス
ク
の
着
用

と
朝
の
検
温
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

風
邪
症
状
が
あ
る
人
は
参
加
を
控
え

て
く
だ
さ
い
。

■
ホ
リ
デ
ー
ス
キ
ー
教
室

　
未
就
学
児
童
と
保
護
者
や
小
・
中
・

高
校
生
が
対
象
で
す
。

開
催
日
　
１
月
９
日
（
月
・
祝
）
、
14

日
（
土
）
、
21
日
（
土
）
、
28
日

（
土
）
、
２
月
４
日
（
土
）
、
18
日

（
土
）
、
23
日
（
木
・
祝
）

時
　間
　
午
後
２
時
〜
４
時

※

当
日
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
冬
鳥
越

ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン
パ
ト
ロ
ル
ー
セ
ン

定
　員

10
人

参
加
費
（
保
険
料
）
　
１
回
100
円

※

リ
フ
ト
券
は
各
自
で
購
入
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
山

﨑
さ
ん
（
☎
090

－

４
５
９
０

－

７
３
１

１
）

※

講
習
中
に
け
が
を
し
た
場
合
は
応
急

処
置
を
行
い
ま
す
が
、
主
催
者
側
で
責

任
は
負
い
ま
せ
ん
。

タ
ー
前
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
事
前
申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

参
加
費
（
保
険
料
）
　
１
回
100
円

※

講
習
時
の
リ
フ
ト
料
金
は
無
料
。

■
第
４
回
シ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室
（
50
歳

以
上
が
対
象
）

開
催
日
　
２
月
23
日
（
木
・
祝
）
、
25

日
（
土
）

時
　間
　
午
後
２
時
〜
４
時

※

当
日
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
冬
鳥
越

ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
前
で
受
け
付
け
ま
す
。

さ
い
（
受
講
料
無
料
）
。

開
催
日
　
１
月
12
日
（
木
）
、
20
日

（
金
）
、
27
日
（
金
）
、
２
月
２
日

（
木
）
の
計
４
回

※

１
回
だ
け
の
参
加
も
可
。

時
　間
　
午
前
10
時
〜
正
午

会
　場
　
ゆ
き
つ
ば
き
荘

講
　師
　
川
本
朝
子
さ
ん
（
健
康
運
動

指
導
士
）

定
　員

20
人

持
ち
物
　
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
水
分
補

給
で
き
る
も
の

そ
の
他
　
新
型
感
染
症
拡
大
に
よ
り
中

止
の
場
合
あ
り

申
し
込
み
　
１
月
５
日
（
木
）
ま
で
に

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
53

－

１

７
７
２
）
へ
。

　
軽
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
行
う

講
座
で
す
。

　
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ

児童クラブの児童支援員募集

　共働き等で放課後留
守になる家庭の児童を
保育する児童支援員を
募集します。
採用人員　若干名
受験資格　昭和47年４月２日以降生まれで
保育士資格取得者。
　児童支援員資格取得者を優先します。
報酬（月額）　145,419円
勤務時間 １日約５時間（放課後～午後７
時まで）
選　考　書類選考後、面接試験
採用時期　令和５年４月１日
申し込み・問い合わせ　市販の履歴書に
必要事項を記入、保育士資格証明書の写
しを添付し１月16日（月）までに学校教育課
（☎内線451）へ。

月日 休日当番医 ☎
12／18（日）吉田内科医院 ５７－７５１１

25（日）わたなべ医院 ５３－３８５０
31（土）監物小児科医院 ５２－０８００

１／１（日・祝）いからし小児科アレルギークリニック ５３－２２５０

２（月・振休）さくらクリニック ５２－９５１１
３（火）堀内医院 ５２－０９５３

８（日）にのみや内科クリニック ５７－０７７０

９（月・祝）わたなべ医院 ５３－３８５０
15（日）鷲塚内科医院 ５２－２０５４
22（日）田上診療所 ５７－５０１５
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Ｂ
Ｓ
放
送
や
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
通
信
制
大
学
で
す
。

　
心
理
、
教
育
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、

文
学
、
情
報
、
自
然
科
学
な
ど
か
ら
学

べ
ま
す
。

出
願
締
め
切
り
　
第
１
回
　
２
月
28
日

（
火
）、
第
２
回
　
３
月
14
日
（
火
）

大
学
説
明
会
（
事
前
予
約
不
要
）

日
　
時

12
月
18
日
（
日
）、
１
月
８

日
（
日
）、
２
月
18
日
（
土
）、
３
月
５

日
（
日
）
の
午
後
１
時
か
ら

会
場
・
問
い
合
わ
せ
　
放
送
大
学
新
潟

学
習
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
市

中
央
区
旭
町
通
１
番
町
、

☎
025

－

228

－
２
６
５
１
）

４
月
か
ら
ご
み
袋
透
明
、
白
色
半
透
明
に

　
次
の
改
修
工
事
を
行
っ
た
住
宅
の
翌

年
度
の
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま

す
。
一
定
の
基
準
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
改
修
に
係
る
工
事
費
が
１
戸
当
た
り

税
込
み
50
万
円
超
（
省
エ
ネ
改
修
は
60

万
円
）
が
対
象
で
す
。

　
改
修
内
容
に
よ
り
基
準
、
必
要
書
類

が
異
な
り
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
の
う

え
、
改
修
後
３
か
月
以
内
（
３
か
月
経

過
の
場
合
は
１
月
31
日
ま
で
）
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

■
取
り
壊
し
、
未
登
記
家
屋
の
所
有
者

変
更
　「家
屋
滅
失
届
」「
未
登
記
家
屋

所
有
者
変
更
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
届
け
出
な
い
と
変
更
前
の
状
態
で

課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
資
産
税
係
（
☎

内
線
124
）

家
屋
の
異
動
は
届
け
出
を

■
新
築
・
増
改
築

　
家
屋
を
新
築
・
増
改
築
す
る
と
固
定

資
産
税
、
不
動
産
取
得
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。
税
額
の
評
価
額
算
出
の
た
め
に

調
査
員
（
市
職
員
）
が
訪
問
し
「
家
屋

調
査
」
を
行
い
ま
す
。

　
新
築
・
増
改
築
し
、
家
屋
調
査
が
済

ん
で
い
な
い
人
は
早
め
に
税
務
課
資
産

税
係
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
が

遅
れ
る
と
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
、

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
家
屋
の
用
途
を
変
更
す
る

と
家
屋
の
利
用
状
況
に
よ
り
土
地
の
税

額
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
耐
震
改
修
（
昭
和
57
年
１
月
１
日
以

前
建
築
の
住
宅
を
現
行
の
耐
震
基
準
に

適
合
さ
せ
た
改
修
）

　
固
定
資
産
税
の
２
分
の
１
を
減
額

（
120
㎡
相
当
分
ま
で
）。

■
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
（
新
築
日
か
ら

10
年
以
上
経
過
住
宅
を
65
歳
以
上
や
障

が
い
の
あ
る
人
が
生
活
し
や
す
い
よ
う

に
行
っ
た
改
修
）。

　
固
定
資
産
税
の
３
分
の
１
を
減
額

（
100
㎡
相
当
分
ま
で
）。

■
省
エ
ネ
改
修
（
平
成
26
年
１
月
１
日

以
前
建
築
の
住
宅
を
平
成
28
年
度
の
省

エ
ネ
基
準
に
適
合
さ
せ
た
改
修
）

　
固
定
資
産
税
の
３
分
の
１
を
減
額

（
120
㎡
相
当
分
ま
で
）

問
い
合
わ
せ
・
申
告
　
税
務
課
資
産
税

係
（
☎
内
線
124
）

　
現
在
、
ご
み
出
し
で
使
用
す
る
袋
は

中
身
の
見
え
る
ご
み
袋
を
使
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
は
一
般
廃
棄
物

の
分
別
・
減
量
と
収
集
時
の
事
故
防
止

を
目
的
に
、
ご
み
出
し
に
使
用
で
き
る

４
月
か
ら
ご
み
袋
透
明
、
白
色
半
透
明

袋
は
、
透
明
ま
た
は
白
色
半
透
明
の
ご

み
袋
に
変
わ
り
ま
す
。
黒
や
色
の
つ
い

た
袋
、
紙
袋
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
米
袋
、

肥
料
袋
等
で
出
さ
れ
た
ご
み
は
収
集
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ

の
持
ち
込
み
も
同
様
で
す
。

ホームページ

放
送
大
学

  

４
月
入
学
生
募
集

住宅改修など
固定資産税
　　　減額制度

■
透
明
、
白
色
半
透
明
の
目
的

・
分
別
意
識
の
向
上
、
ご
み
の
減
量
化

・
不
純
物
の
混
入
を
防
ぎ
、
ご
み
焼
却

炉
の
負
担
軽
減

・
収
集
時
の
誤
っ
て
混
入
さ
れ
た
危
険

物
に
よ
る
収
集
車
の
火
災
事
故
防
止

・
竹
串
等
に
よ
る
収
集
作
業
員
の
け
が

防
止

・
事
業
系
ご
み
の
混
入
防
止

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
251
）

メ
リ
ア
３
階
実
証
実
験
・
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
給
付
金

　
市
で
は
加
茂
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
パ
ー
ク

メ
リ
ア
３
階
「
（
仮
称
）
ま
ち
な
か

ベ
ー
ス
」
を
ま
ち
な
か
の
魅
力
を
高
め

る
た
め
に
市
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る

場
所
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。

　
メ
リ
ア
３
階
の
一
部
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
、
絵
本
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る

キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

を
作
り
、
無
料
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
設
置

し
、
12
月
６
日
（
火
）
か
ら
実
証
実
験

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
机
や
イ
ス
、
平
均
台
、
跳
び
箱
な
ど

市
役
所
や
旧
西
小
学
校
の
備
品
を
再
利

用
し
て
い
ま
す
。
放
課
後
の
電
車
待
ち

や
試
験
勉
強
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
さ

メ
リ
ア
３
階
で
実
証
実
験

ラ
ウ
ン
ジ
や
自
習
エ
リ
ア
な
ど

給
し
て
い
る
人
。

❸
公
的
年
金
の
受
給
に
よ
り
児
童
扶
養

手
当
を
受
け
て
い
な
い
人
、
か
つ
非
課

税
ま
た
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
家
計
が
急
変
し
非
課
税
相

当
に
な
っ
た
人
。

※

た
だ
し
、
す
で
に
加
茂
市
や
他
市
区

町
村
で
こ
の
給
付
金
を
受
給
し
た
人
ま

た
は
支
給
決
定
の
通
知
を
受
け
て
い
る

人
は
対
象
外
で
す
。

必
要
な
も
の
　
申
請
書

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
、
免
許
証
等
の
写

し
、
振
込
口
座
の
通
帳
の
写
し
等

申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
課

（
☎
内
線
153
）

急
変
し
非
課
税
相
当
に
な
っ
た
人
。

支
給
額
　
１
児
童
あ
た
り
10
万
円
（
国

制
度
分
５
万
円
、
市
独
自
分
５
万
円
）

申
請
不
要
の
人

▼
４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

者
、
中
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
養
育

す
る
児
童
手
当
、
ま
た
は
特
別
児
童
扶

養
手
当
受
給
者
で
非
課
税
の
人
に
は
振

込
済
み
で
す
。

▼
４
月
以
降
に
児
童
手
当
や
特
別
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
す
る
よ
う
に
な
っ
た

非
課
税
の
人
に
は
、
順
次
振
り
込
み
ま

す
。

申
請
が
必
要
な
人

❶
お
子
さ
ん
が
高
校
生
の
み
の
世
帯
の

人
。

❷
公
務
員
で
職
場
か
ら
児
童
手
当
を
受

ま
ざ
ま
な
用
途
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ご
利
用
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の

ご
意
見
や
「
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み

た
い
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

実
施
期
間
　
令
和
５
年
３
月
31
日

（
金
）
ま
で
（
予
定
）

利
用
時
間
　
午
後
１
時
〜
７
時

利
用
料
金
　
無
料

注
　意
　
▼
大
声
で
の
会
話
は
周
り
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
く
だ

さ
い

▼
飲
酒
や
喫
煙
は
禁
止

▼
２
階
の
ト
イ
レ
を
使
っ
て
く
だ
さ
い

▼
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
は
管
理
人
に
連
絡

問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
都
市
計
画
係

（
☎
内
線
214
）

対
　象
　
令
和
４
年
３
月
末
時
点
で
18

歳
未
満
の
児
童
（
障
害
児
の
場
合
は
20

歳
未
満
）
を
養
育
す
る
父
母
等
で
住
民

税
が
非
課
税
の
人
、
ま
た
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
家
計
が

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
（
住
警
器
）
は

す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
お
宅
は
大
切

な
生
命
、
財
産
を
火
災
の
魔
の
手
か
ら

守
る
た
め
、
早
目
の
設
置
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
電
池
寿
命
の
目
安
は
約
10
年

　
住
警
器
は
一
般
的
に
は

電
池
式
で
、
そ
の
寿
命
目

安
は
約
10
年
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
適
切
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
維
持

管
理
が
重
要
で
す
。

　
定
期
的
に
作
動
確
認
を
行
い
、
適
切

に
交
換
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
（
☎

52

－

１
７
７
０
）

ホームページ ホームページ

子育て世帯
 生活支援給付金
 申請はお早めに

住宅用
火災警報器の
　　 交換目安

ご
理
解
と
ご
協
力
を



広報かも　No.798　4．12．15　　 1413　　 広報かも　No.798　4．12．15

　
市
で
は
道
路

交
通
確
保
の
た

め
第
１
種
、
第

２
種
、
そ
の
他

に
区
分
し
、
順

次
除
雪
を
行
う

体
制
を
組
ん
で

い
ま
す
。

　
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
を
行
う
た
め
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
先
般
各
世
帯
に
配
付
し
た
「
令
和
４

年
度
除
雪
計
画
路
線
図（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
）」
を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

雪
へ
の
対
策

　
　
　
除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ホームページ

１
・
２
月
の
臨
時
交
通
規
制

　
　
　
　
　
終
日
駐
車
禁
止

期
　間
　１
月
１
日
（
日
・
祝
）
〜
２

月
28
日
（
火
）

路
線
名
／
区
間
　❶
市
道
加
茂
川
右
岸

線
／
加
茂
川
沿
い
（
加
茂
小
学
校
側
）

大
橋
右
岸
〜
下
川
原
橋
右
岸

❷
市
道
若
宮
町
駅
前
線
ほ
か
（
加
茂
川

左
岸
線
）／
加
茂
川
沿
い（
加
茂
山
側
）

西
宮
橋
左
岸
〜
昭
和
橋
左
岸

道路交通の
確保に
　　 ご協力を

■
路
上
駐
車
を
し
な
い

　
狭
く
な
っ
た
雪
道
に
車
を
放
置
す
る

と
通
行
を
妨
げ
、
除
雪
作
業
の
障
害
と

な
り
、
多
く
の
人
に
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
い
ま
す
。

■
道
路
へ
雪
を
捨
て
な
い

　
除
雪
が
済
ん
だ
道
路
へ
雪
を
捨
て
る

の
は
、
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

■
除
雪
車
両
に
近
づ
か
な
い

　
除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
な
の
で
絶

対
に
近
づ
か
な
い
。
特
に
子
ど
も
た
ち

が
近
づ
か
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

■
早
朝
の
除
雪
作
業
に
ご
理
解
を

　
通
勤
・
通
学
路
確
保
の
た
め
、
早
朝

に
作
業
を
行
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。
騒
音
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
各
戸
の
出
入
り
口
は
自
分
で

　
除
雪
作
業
で
家
の
出
入
り
口
を
ふ
さ

ぐ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
除
雪
を
し
な
が
ら
直
し
て
い
る
と
作

業
が
進
み
ま
せ
ん
。
各
戸
で
手
直
し
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
消
雪
パ
イ
プ
の
運
転
停
止
時
間

　
２
時
間
の
運
転
休
止
時
間
帯
が
あ
り

ま
す
。
休
止
後
、
多
少
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

状
の
雪
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
休

止
時
間
帯
は
午
後
２
時
〜
３
時
と
午
後

４
時
〜
５
時
で
す
。

■
消
雪
パ
イ
プ
を
操
作
し
な
い
で

　
消
雪
パ
イ
プ
か
ら
出
る
水
の
調
整

は
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
市

が
委
託
し
た
業
者
が
行
い
ま
す
。

　
ご
自
宅
の
前
だ
け
水
の
出
が
よ
く
な

る
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
と
、
他
の
場
所

が
出
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
維
持
係
（
☎
内

線
211
）

　
雪
下
ろ
し
や
除
雪
は
次
の
点
に
注
意

し
安
全
に
作
業
を
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
雪
下
ろ
し
で
は
転
落
や
作
業
中
の
疲

労
な
ど
に
よ
る
事
故
に
注
意
す
る
。

❷
屋
根
雪
落
下
に
よ
る
事
故
に
気
を
つ

け
る
。

　
軒
下
で
の
作
業
は
特
に
注
意
し
、
屋

根
に
は
雪
崩
止
め
を
付
け
る
。

❸
家
の
周
囲
で
の
雪
壁
崩
落
や
、
雪
消

池
へ
の
転
落
な
ど
に
十
分
注
意
す
る
。

❹
家
庭
用
小
型
除
雪
機
械
は
、
取
扱
説

明
書
を
よ
く
読
み
、
事
故
や
、
け
が
な

ど
に
気
を
つ
け
る
。

❺
雪
下
ろ
し
な
ど
で
家
屋
の
周
辺
に
雪

壁
が
で
き
、
火
災
の
と
き
に
避
難
が
で

き
な
い
こ
と
の
な
い
よ
う
、
常
に
非
常

口
を
確
保
し
て
お
く
。

❻
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
屋
外
ボ
ン
ベ
の
安

全
管
理
を
徹
底
し
、
除
雪
の
際
に
は
ガ

ス
管
の
接
続
部
を
損
傷
し
な
い
よ
う
、

十
分
注
意
す
る
。

❼
灯
油
の
使
用
が
大
幅
に
増
え
る
た

め
、
灯
油
用
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
管
理
と

石
油
器
具
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
、
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

除雪作業は
　　 安全第一で

冬
鳥
越
ス
キ
ー
教
室
・
児
童
支
援
員
募
集

冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン
で

　
　
　
　

　
２
つ
の
ス
キ
ー
教
室

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

　
冬
鳥
越
の
ゲ
レ

ン
デ
で
加
茂
ス
キ

ー
ク
ラ
ブ
指
導
員

が
安
全
で
楽
し
く

ス
キ
ー
を
教
え
ま

す
。

　
参
加
希
望
者
は

各
自
で
ス
キ
ー
用

具
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
な
ど

を
用
意
し
、
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
感
染
症
対
策
の
た
め
マ
ス
ク
の
着
用

と
朝
の
検
温
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

風
邪
症
状
が
あ
る
人
は
参
加
を
控
え

て
く
だ
さ
い
。

■
ホ
リ
デ
ー
ス
キ
ー
教
室

　
未
就
学
児
童
と
保
護
者
や
小
・
中
・

高
校
生
が
対
象
で
す
。

開
催
日
　
１
月
９
日
（
月
・
祝
）
、
14

日
（
土
）
、
21
日
（
土
）
、
28
日

（
土
）
、
２
月
４
日
（
土
）
、
18
日

（
土
）
、
23
日
（
木
・
祝
）

時
　間
　
午
後
２
時
〜
４
時

※

当
日
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
冬
鳥
越

ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン
パ
ト
ロ
ル
ー
セ
ン

定
　員

10
人

参
加
費
（
保
険
料
）
　
１
回
100
円

※

リ
フ
ト
券
は
各
自
で
購
入
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
山

﨑
さ
ん
（
☎
090

－

４
５
９
０

－

７
３
１

１
）

※

講
習
中
に
け
が
を
し
た
場
合
は
応
急

処
置
を
行
い
ま
す
が
、
主
催
者
側
で
責

任
は
負
い
ま
せ
ん
。

タ
ー
前
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
事
前
申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

参
加
費
（
保
険
料
）
　
１
回
100
円

※

講
習
時
の
リ
フ
ト
料
金
は
無
料
。

■
第
４
回
シ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室
（
50
歳

以
上
が
対
象
）

開
催
日
　
２
月
23
日
（
木
・
祝
）
、
25

日
（
土
）

時
　間
　
午
後
２
時
〜
４
時

※

当
日
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
冬
鳥
越

ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
前
で
受
け
付
け
ま
す
。

さ
い
（
受
講
料
無
料
）
。

開
催
日
　
１
月
12
日
（
木
）
、
20
日

（
金
）
、
27
日
（
金
）
、
２
月
２
日

（
木
）
の
計
４
回

※

１
回
だ
け
の
参
加
も
可
。

時
　間
　
午
前
10
時
〜
正
午

会
　場
　
ゆ
き
つ
ば
き
荘

講
　師
　
川
本
朝
子
さ
ん
（
健
康
運
動

指
導
士
）

定
　員

20
人

持
ち
物
　
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
水
分
補

給
で
き
る
も
の

そ
の
他
　
新
型
感
染
症
拡
大
に
よ
り
中

止
の
場
合
あ
り

申
し
込
み
　
１
月
５
日
（
木
）
ま
で
に

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
53

－

１

７
７
２
）
へ
。

　
軽
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
行
う

講
座
で
す
。

　
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ

児童クラブの児童支援員募集

　共働き等で放課後留
守になる家庭の児童を
保育する児童支援員を
募集します。
採用人員　若干名
受験資格　昭和47年４月２日以降生まれで
保育士資格取得者。
　児童支援員資格取得者を優先します。
報酬（月額）　145,419円
勤務時間 １日約５時間（放課後～午後７
時まで）
選　考　書類選考後、面接試験
採用時期　令和５年４月１日
申し込み・問い合わせ　市販の履歴書に
必要事項を記入、保育士資格証明書の写
しを添付し１月16日（月）までに学校教育課
（☎内線451）へ。

月日 休日当番医 ☎
12／18（日）吉田内科医院 ５７－７５１１

25（日）わたなべ医院 ５３－３８５０
31（土）監物小児科医院 ５２－０８００

１／１（日・祝）いからし小児科アレルギークリニック ５３－２２５０

２（月・振休）さくらクリニック ５２－９５１１
３（火）堀内医院 ５２－０９５３

８（日）にのみや内科クリニック ５７－０７７０

９（月・祝）わたなべ医院 ５３－３８５０
15（日）鷲塚内科医院 ５２－２０５４
22（日）田上診療所 ５７－５０１５
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消
費
生
活
情
報

加
茂
の
風
土
記

湯
殿
山
塔
は
、
月
山
・
湯
殿
山
・

羽
黒
山
の
い
わ
ゆ
る
出
羽
三
山
の
う

ち
の
湯
殿
山
を
祀
っ
た
石
塔
で
あ
る
。

加
茂
市
内
に
は
こ
の
種
の
三
山
を
祀
っ

た
石
塔
は
年
号
を
刻
ん
だ
も
の
だ
け

で
、
一
〇
基
ほ
ど
が
確
認
で
き
る
。

　
そ
の
う
ち
の
一
つ
、
下
条
の
上
興
屋

向
の
湯
殿
山
塔
は
、
稲
荷
神
社
の
石
段

登
り
口
右
手
に
あ
る
。
高
さ
六
六
・
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
石
塔
で
「
梵
字

湯
殿
山
大
権
現
」と
あ
り
、天
保
八
年（
一

八
三
七
）、「
願
主
目
黒
甚
之
助
」
の
刻

銘
が
あ
る
。
梵
字
の
下
に
は
月
山
・
羽

黒
山
が
刻
銘
さ
れ
て
い
る
。

　
目
黒
甚
之
助
家
は
下
条
の
い
わ
ゆ
る

「
島
」（
現
中
村
）
に

居
住
す
る
古
く
か
ら

の
農
家
で
、
天
保
十

年
（
一
八
三
九
）、

八
十
里
越
（
越
後
と

陸
奥
の
国
境
）
の
改

修
普
請
の
規
定
書
に

連
印
し
た
百
姓
で

あ
っ
た
。
物
を
運
ぶ

稼
業
を
し
た
こ
と
か

ら
、
湯
殿
山
に
も
出

か
け
祈
願
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
も
う
一
つ
は
、
最
近
存
在
を
確
認
し

た
石
塔
で
、
中
興
野
の
笠
間
三
之
丞
家

（
笠
間
新
松
氏
）の「
湯
殿
山
塔
」で
あ
る
。

も
と
は
屋
敷
内
の
北
西
に
あ
っ
た
が
、

五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
動
か
し
て
現
在
の

位
置
に
移
し
た
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
は

笠
間
家
が
持
っ
て
い
た
大
原
（
福
島
区
）

の
田
が
よ
く
見
え
た
と
い
う
。

　
湯
殿
山
塔
は
ト
タ
ン
屋
根
が
付
け
ら

れ
た
祠
に
納
ま
り
、
幅
四
三
・
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
で
、
石
面
に
は
「
梵
字
湯
殿

山
大
権
現
」
と
あ
り
、「
□
享
二
丑
年
四

月
」と
み
え
る
。
ま
た
碑
面
に
は
、月
山
・

羽
黒
山
の
文
字
は
な
く
、
湯
殿
山
の
み

で
、
む
し
ろ
時
代
が
遡
る
よ
う
な
感
じ

で
あ
る
。

　
年
号
の
□
部
分
は
石
が
柔
ら
か
い
の

か
摩
耗
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
享
」
の

字
と
「
丑
」
を
頼
り
に
み
る
と
延
享
二

丑
年
（
一
七
四
五
）
と
読
め
る
。
延
享

二
年
で
あ
れ
ば
、
こ
の
種
の
石
塔
で
は

建
立
年
が
最
も
古
い
。

　
慶
安
元
年（
一
六
四
八
）の「
加
茂
村
・

下
条
村
境
界
裁
許
絵
図
」
に
記
さ
れ
て

い
る「
中
下
条
」は
中
興
野
と
み
ら
れ
る
。

「
興
野
」
は
一
般
的
に
一
五
世
紀
末
か
ら

一
六
世
末
に
成
立
し
た
新
し
く
で
き
た

地
域
で
、
中
興
野
も
下
条
村
本
村
か
ら

新
し
く
で
き
た
所
で
あ
る
。
湯
殿
山
塔

の
背
後
は
下
条
川
の
中
流
部
で
、
大
水

や
水
害
な
ど
地
域
の
歴
史
を
見
て
き
た

の
だ
ろ
う
か
。
　
　
　
　   

（
関

　正
平
）

社
会
福
祉
費
寄
付
金

▼
北
陸
ガ
ス
株
式
会
社
長
岡
支
社
様
か

　
ら
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
万
円

加
茂
市
へ

▼
坂
上
和
雄
様
か
ら

　
　
　
　
　
　

陶
芸「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
Ⅱ
」

下
条
の
湯
殿
山
塔

中興野の「湯殿山塔」の祠

塔の部分拡大

ゆ
ど
の
さ
ん
と
う

が
っ
さ
ん

は
ぐ
ろ
や
ま

キ
リ
ー
ク

し
ま

む

つ

お
お
ば
ら

ほ
こ
ら

さ
か
の
ぼ

ほこら

令
和
４
年
　
秋
の
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

瑞
宝
単
光
章

元
　公
立
高
等
学
校
長

内
川
　洋
　さ
ん
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市
で
は
道
路

交
通
確
保
の
た

め
第
１
種
、
第

２
種
、
そ
の
他

に
区
分
し
、
順

次
除
雪
を
行
う

体
制
を
組
ん
で

い
ま
す
。

　
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
を
行
う
た
め
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
先
般
各
世
帯
に
配
付
し
た
「
令
和
４

年
度
除
雪
計
画
路
線
図（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
）」
を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

雪
へ
の
対
策

　
　
　
除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ホームページ

１
・
２
月
の
臨
時
交
通
規
制

　
　
　
　
　
終
日
駐
車
禁
止

期
　間
　１
月
１
日
（
日
・
祝
）
〜
２

月
28
日
（
火
）

路
線
名
／
区
間
　❶
市
道
加
茂
川
右
岸

線
／
加
茂
川
沿
い
（
加
茂
小
学
校
側
）

大
橋
右
岸
〜
下
川
原
橋
右
岸

❷
市
道
若
宮
町
駅
前
線
ほ
か
（
加
茂
川

左
岸
線
）／
加
茂
川
沿
い（
加
茂
山
側
）

西
宮
橋
左
岸
〜
昭
和
橋
左
岸

道路交通の
確保に
　　 ご協力を

■
路
上
駐
車
を
し
な
い

　
狭
く
な
っ
た
雪
道
に
車
を
放
置
す
る

と
通
行
を
妨
げ
、
除
雪
作
業
の
障
害
と

な
り
、
多
く
の
人
に
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
い
ま
す
。

■
道
路
へ
雪
を
捨
て
な
い

　
除
雪
が
済
ん
だ
道
路
へ
雪
を
捨
て
る

の
は
、
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

■
除
雪
車
両
に
近
づ
か
な
い

　
除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
な
の
で
絶

対
に
近
づ
か
な
い
。
特
に
子
ど
も
た
ち

が
近
づ
か
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

■
早
朝
の
除
雪
作
業
に
ご
理
解
を

　
通
勤
・
通
学
路
確
保
の
た
め
、
早
朝

に
作
業
を
行
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。
騒
音
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
各
戸
の
出
入
り
口
は
自
分
で

　
除
雪
作
業
で
家
の
出
入
り
口
を
ふ
さ

ぐ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
除
雪
を
し
な
が
ら
直
し
て
い
る
と
作

業
が
進
み
ま
せ
ん
。
各
戸
で
手
直
し
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
消
雪
パ
イ
プ
の
運
転
停
止
時
間

　
２
時
間
の
運
転
休
止
時
間
帯
が
あ
り

ま
す
。
休
止
後
、
多
少
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

状
の
雪
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
休

止
時
間
帯
は
午
後
２
時
〜
３
時
と
午
後

４
時
〜
５
時
で
す
。

■
消
雪
パ
イ
プ
を
操
作
し
な
い
で

　
消
雪
パ
イ
プ
か
ら
出
る
水
の
調
整

は
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
市

が
委
託
し
た
業
者
が
行
い
ま
す
。

　
ご
自
宅
の
前
だ
け
水
の
出
が
よ
く
な

る
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
と
、
他
の
場
所

が
出
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
維
持
係
（
☎
内

線
211
）

　
雪
下
ろ
し
や
除
雪
は
次
の
点
に
注
意

し
安
全
に
作
業
を
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
雪
下
ろ
し
で
は
転
落
や
作
業
中
の
疲

労
な
ど
に
よ
る
事
故
に
注
意
す
る
。

❷
屋
根
雪
落
下
に
よ
る
事
故
に
気
を
つ

け
る
。

　
軒
下
で
の
作
業
は
特
に
注
意
し
、
屋

根
に
は
雪
崩
止
め
を
付
け
る
。

❸
家
の
周
囲
で
の
雪
壁
崩
落
や
、
雪
消

池
へ
の
転
落
な
ど
に
十
分
注
意
す
る
。

❹
家
庭
用
小
型
除
雪
機
械
は
、
取
扱
説

明
書
を
よ
く
読
み
、
事
故
や
、
け
が
な

ど
に
気
を
つ
け
る
。

❺
雪
下
ろ
し
な
ど
で
家
屋
の
周
辺
に
雪

壁
が
で
き
、
火
災
の
と
き
に
避
難
が
で

き
な
い
こ
と
の
な
い
よ
う
、
常
に
非
常

口
を
確
保
し
て
お
く
。

❻
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
屋
外
ボ
ン
ベ
の
安

全
管
理
を
徹
底
し
、
除
雪
の
際
に
は
ガ

ス
管
の
接
続
部
を
損
傷
し
な
い
よ
う
、

十
分
注
意
す
る
。

❼
灯
油
の
使
用
が
大
幅
に
増
え
る
た

め
、
灯
油
用
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
管
理
と

石
油
器
具
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
、
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

除雪作業は
　　 安全第一で

冬
鳥
越
ス
キ
ー
教
室
・
児
童
支
援
員
募
集

冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン
で

　
　
　
　

　
２
つ
の
ス
キ
ー
教
室

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

　
冬
鳥
越
の
ゲ
レ

ン
デ
で
加
茂
ス
キ

ー
ク
ラ
ブ
指
導
員

が
安
全
で
楽
し
く

ス
キ
ー
を
教
え
ま

す
。

　
参
加
希
望
者
は

各
自
で
ス
キ
ー
用

具
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
な
ど

を
用
意
し
、
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
感
染
症
対
策
の
た
め
マ
ス
ク
の
着
用

と
朝
の
検
温
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

風
邪
症
状
が
あ
る
人
は
参
加
を
控
え

て
く
だ
さ
い
。

■
ホ
リ
デ
ー
ス
キ
ー
教
室

　
未
就
学
児
童
と
保
護
者
や
小
・
中
・

高
校
生
が
対
象
で
す
。

開
催
日
　
１
月
９
日
（
月
・
祝
）
、
14

日
（
土
）
、
21
日
（
土
）
、
28
日

（
土
）
、
２
月
４
日
（
土
）
、
18
日

（
土
）
、
23
日
（
木
・
祝
）

時
　間
　
午
後
２
時
〜
４
時

※

当
日
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
冬
鳥
越

ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン
パ
ト
ロ
ル
ー
セ
ン

定
　員

10
人

参
加
費
（
保
険
料
）
　
１
回
100
円

※

リ
フ
ト
券
は
各
自
で
購
入
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
山

﨑
さ
ん
（
☎
090

－

４
５
９
０

－

７
３
１

１
）

※

講
習
中
に
け
が
を
し
た
場
合
は
応
急

処
置
を
行
い
ま
す
が
、
主
催
者
側
で
責

任
は
負
い
ま
せ
ん
。

タ
ー
前
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
事
前
申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

参
加
費
（
保
険
料
）
　
１
回
100
円

※

講
習
時
の
リ
フ
ト
料
金
は
無
料
。

■
第
４
回
シ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室
（
50
歳

以
上
が
対
象
）

開
催
日
　
２
月
23
日
（
木
・
祝
）
、
25

日
（
土
）

時
　間
　
午
後
２
時
〜
４
時

※

当
日
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
冬
鳥
越

ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
前
で
受
け
付
け
ま
す
。

さ
い
（
受
講
料
無
料
）
。

開
催
日
　
１
月
12
日
（
木
）
、
20
日

（
金
）
、
27
日
（
金
）
、
２
月
２
日

（
木
）
の
計
４
回

※

１
回
だ
け
の
参
加
も
可
。

時
　間
　
午
前
10
時
〜
正
午

会
　場
　
ゆ
き
つ
ば
き
荘

講
　師
　
川
本
朝
子
さ
ん
（
健
康
運
動

指
導
士
）

定
　員

20
人

持
ち
物
　
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
水
分
補

給
で
き
る
も
の

そ
の
他
　
新
型
感
染
症
拡
大
に
よ
り
中

止
の
場
合
あ
り

申
し
込
み
　
１
月
５
日
（
木
）
ま
で
に

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
53

－

１

７
７
２
）
へ
。

　
軽
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
行
う

講
座
で
す
。

　
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ

児童クラブの児童支援員募集

　共働き等で放課後留
守になる家庭の児童を
保育する児童支援員を
募集します。
採用人員　若干名
受験資格　昭和47年４月２日以降生まれで
保育士資格取得者。
　児童支援員資格取得者を優先します。
報酬（月額）　145,419円
勤務時間 １日約５時間（放課後～午後７
時まで）
選　考　書類選考後、面接試験
採用時期　令和５年４月１日
申し込み・問い合わせ　市販の履歴書に
必要事項を記入、保育士資格証明書の写
しを添付し１月16日（月）までに学校教育課
（☎内線451）へ。

月日 休日当番医 ☎
12／18（日）吉田内科医院 ５７－７５１１

25（日）わたなべ医院 ５３－３８５０
31（土）監物小児科医院 ５２－０８００

１／１（日・祝）いからし小児科アレルギークリニック ５３－２２５０

２（月・振休）さくらクリニック ５２－９５１１
３（火）堀内医院 ５２－０９５３

８（日）にのみや内科クリニック ５７－０７７０

９（月・祝）わたなべ医院 ５３－３８５０
15（日）鷲塚内科医院 ５２－２０５４
22（日）田上診療所 ５７－５０１５
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消
費
生
活
情
報

加
茂
の
風
土
記

湯
殿
山
塔
は
、
月
山
・
湯
殿
山
・

羽
黒
山
の
い
わ
ゆ
る
出
羽
三
山
の
う

ち
の
湯
殿
山
を
祀
っ
た
石
塔
で
あ
る
。

加
茂
市
内
に
は
こ
の
種
の
三
山
を
祀
っ

た
石
塔
は
年
号
を
刻
ん
だ
も
の
だ
け

で
、
一
〇
基
ほ
ど
が
確
認
で
き
る
。

　
そ
の
う
ち
の
一
つ
、
下
条
の
上
興
屋

向
の
湯
殿
山
塔
は
、
稲
荷
神
社
の
石
段

登
り
口
右
手
に
あ
る
。
高
さ
六
六
・
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
石
塔
で
「
梵
字

湯
殿
山
大
権
現
」と
あ
り
、天
保
八
年（
一

八
三
七
）、「
願
主
目
黒
甚
之
助
」
の
刻

銘
が
あ
る
。
梵
字
の
下
に
は
月
山
・
羽

黒
山
が
刻
銘
さ
れ
て
い
る
。

　
目
黒
甚
之
助
家
は
下
条
の
い
わ
ゆ
る

「
島
」（
現
中
村
）
に

居
住
す
る
古
く
か
ら

の
農
家
で
、
天
保
十

年
（
一
八
三
九
）、

八
十
里
越
（
越
後
と

陸
奥
の
国
境
）
の
改

修
普
請
の
規
定
書
に

連
印
し
た
百
姓
で

あ
っ
た
。
物
を
運
ぶ

稼
業
を
し
た
こ
と
か

ら
、
湯
殿
山
に
も
出

か
け
祈
願
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
も
う
一
つ
は
、
最
近
存
在
を
確
認
し

た
石
塔
で
、
中
興
野
の
笠
間
三
之
丞
家

（
笠
間
新
松
氏
）の「
湯
殿
山
塔
」で
あ
る
。

も
と
は
屋
敷
内
の
北
西
に
あ
っ
た
が
、

五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
動
か
し
て
現
在
の

位
置
に
移
し
た
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
は

笠
間
家
が
持
っ
て
い
た
大
原
（
福
島
区
）

の
田
が
よ
く
見
え
た
と
い
う
。

　
湯
殿
山
塔
は
ト
タ
ン
屋
根
が
付
け
ら

れ
た
祠
に
納
ま
り
、
幅
四
三
・
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
で
、
石
面
に
は
「
梵
字
湯
殿

山
大
権
現
」
と
あ
り
、「
□
享
二
丑
年
四

月
」と
み
え
る
。
ま
た
碑
面
に
は
、月
山
・

羽
黒
山
の
文
字
は
な
く
、
湯
殿
山
の
み

で
、
む
し
ろ
時
代
が
遡
る
よ
う
な
感
じ

で
あ
る
。

　
年
号
の
□
部
分
は
石
が
柔
ら
か
い
の

か
摩
耗
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
享
」
の

字
と
「
丑
」
を
頼
り
に
み
る
と
延
享
二

丑
年
（
一
七
四
五
）
と
読
め
る
。
延
享

二
年
で
あ
れ
ば
、
こ
の
種
の
石
塔
で
は

建
立
年
が
最
も
古
い
。

　
慶
安
元
年（
一
六
四
八
）の「
加
茂
村
・

下
条
村
境
界
裁
許
絵
図
」
に
記
さ
れ
て

い
る「
中
下
条
」は
中
興
野
と
み
ら
れ
る
。

「
興
野
」
は
一
般
的
に
一
五
世
紀
末
か
ら

一
六
世
末
に
成
立
し
た
新
し
く
で
き
た

地
域
で
、
中
興
野
も
下
条
村
本
村
か
ら

新
し
く
で
き
た
所
で
あ
る
。
湯
殿
山
塔

の
背
後
は
下
条
川
の
中
流
部
で
、
大
水

や
水
害
な
ど
地
域
の
歴
史
を
見
て
き
た

の
だ
ろ
う
か
。
　
　
　
　   
（
関

　正
平
）

社
会
福
祉
費
寄
付
金

▼
北
陸
ガ
ス
株
式
会
社
長
岡
支
社
様
か

　
ら
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
万
円

加
茂
市
へ

▼
坂
上
和
雄
様
か
ら

　
　
　
　
　
　

陶
芸「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
Ⅱ
」

下
条
の
湯
殿
山
塔

中興野の「湯殿山塔」の祠

塔の部分拡大

ゆ
ど
の
さ
ん
と
う

が
っ
さ
ん

は
ぐ
ろ
や
ま

キ
リ
ー
ク

し
ま

む

つ

お
お
ば
ら

ほ
こ
ら

さ
か
の
ぼ

ほこら

令
和
４
年
　
秋
の
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

瑞
宝
単
光
章

元
　公
立
高
等
学
校
長

内
川
　洋
　さ
ん
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暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
28
㈬
大安

29
㈭
赤口

30
㈮
先勝

31
㈯
友引

27
㈫
仏滅

2
㈪
仏滅

3
㈫
大安

4
㈬
赤口

5
㈭
先勝

6
㈮
友引

7
㈯
先負

8
㈰
仏滅

9
㈪
大安

10
㈫
赤口

11
㈬
先勝

12
㈭
友引

13
㈮
先負

14
㈯
仏滅

15
㈰
大安

16
㈪
赤口

17
㈫
先勝

18
㈬
友引

19
㈭
先負

・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・休館（ＢＢＣ）

・シルバー人材センター入会説明会
　　　　　　　　ゆきつばき荘 9：30～11：30

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４ 9：00～15：00
・法律相談（社会福祉協議会☎52－6667へ予約）
　　　　　　　市役所相談室３　13：00～16：00
・こころと身体の健康相談
　　　　　　市役所健康福祉課　13：00～16：00
・休館（ＢＢＣ）

・なんでも電話（☎52－6667）  9：30～11：30
・なんでも健康相談
　　　　　　　　ゆきつばき荘 9：30～11：30
・定期露店市場
・休館（ＢＢＣ）

・休館（公民館・市民体育館、市立図書館、民俗
　資料館、各コミセン）

・司法書士無料法律相談（司法書士会三条支部
外山量一さん、前日までに☎47－1882へ要予約）
　　　　　　　市役所相談室１ 9：00～12：00
・ホリデースキー教室
　　　　冬鳥越スキーガーデン　14：00～16：00
・子ども読書会　　市立図書館　14：00から
・定期露店市場

・農地相談　農業委員会事務局 9：00～12：00
・補聴器相談   市役所相談室４　11：00～12：00
・休館（文化会館、温水プール、市立図書館、各
　コミセン）
・行政相談　　市役所相談室１ 9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４ 9：00～15：00
・休館（美人の湯、ＢＢＣ）

休日当番医　監物小児科医院
 　　　　 ☎５２－０８００ 9：00～17：00

休日当番医　堀内医院
 　　　　 ☎５２－０９５３ 9：00～17：00

休日当番医　にのみや内科クリニック
 　　　　 ☎５７－０７７０ 9：00～17：00
・市民囲碁大会　中央コミセン 9：45から
・消防出初式　市民体育館ほか　10：00～12：00

・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）
・温水プール臨時休館（12月28日まで）

・休館（文化会館）

・行政相談　　市役所相談室１ 9：00～11：30
・市役所仕事納め

・定期露店市場

・市役所仕事始め
・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４ 9：00～15：00

・休館（ＢＢＣ）

・休館（民俗資料館）

12月・1月

26
先負

12月

㈪

1
先負

1月

㈰

元日
　休日当番医
　　いからし小児科アレルギークリニック
 　　　　 ☎５３－２２５０ 9：00～17：00
・元旦マラソン　　青海神社前　10：00スタート

振替休日
　休日当番医　さくらクリニック
 　　　　 ☎５２－９５１１ 9：00～17：00 休日当番医　鷲塚内科医院

 　　　　 ☎５２－２０５４ 9：00～17：00
・雪上市民レクリエーション大会
　　　　冬鳥越スキーガーデン　10：00から
・休館（民俗資料館）

成人の日
　休日当番医　わたなべ医院
 　　　　 ☎５３－３８５０ 9：00～17：00
・温水プール無料開放日　　　　10：00～18：00
・ホリデースキー教室
　　　　冬鳥越スキーガーデン　14：00～16：00
・定期露店市場
・休館（市立図書館、民俗資料館）

市民憲章  第 3 条（家庭・文化） やすらぎのある家庭をつくり　みんなの夢を育てます

・休館（文化会館、温水プール）

※12月28日～1月4日は、12ページ「年末年始 各施設休館一覧」
　の表をご覧ください。
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人口のうごき　12月1日現在 世帯　10,139 (-3) 人口　25,118  (-42)　
男　12,260  (-24)　女　12,858  (-18)　（　）内は前月比
（11月異動分）出生14 (男6 女8)　死亡39 (男 15 女 24)　転出41　転入24

【有料広告】

【有料広告】

総務課広報広聴係
（☎内線 327）

　　　　　　　～特別編～
　今回の＃かもぴくは、広報広聴係職員の渾
身の１枚をご紹介します。ちょこっと SDGsちょこっと SDGs

　話題の「SDGｓ」について、ちょこっと学んでい
くコーナーです。第4回目は「教育」を取り上げま
す。

　持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development 
Goals）とは、2030 年までに持続可能でよりよい世界を目指す国
際目標です。
　17 のゴール・169 のターゲットから構成され、地球上の「誰一
人取り残さない（leave no one behind）」ことを誓っています。

目標 4「教育」
　すべての人に包摂的かつ公正な
質の高い教育を確保し、生涯学習
の機会を促進する
　目標４「教育」にある「包摂」という言葉は、
包み込まれること、という意味があります。
市立図書館では、子ども向けから大人向けま
で幅広い学習イベントを開催しています。ぜ
ひ参加してみてくださいね♪

参考：外務省ＨＰ
（https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html）




